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ガラスの靴じゃないけれど










一．二度目のキスはオフィスの片隅で




『野の口ぐち不ふ動どう産さん株かぶ式しき会がい社しゃ』本社ビルの朝のエレベーターの乗車率は、ほぼ百パーセント。あとひとり乗り込めば、確実に定員オーバーのブザーが鳴り響きそう。

　ああ、一刻も早くこの不快な空間から抜け出したい。

　けれど私の気持ちなど無視するように、エレベーターは各階止まりを繰り返した。

　前後左右を人に囲まれ息苦しさを我慢しながら、ようやく十階フロアに到着したエレベーターから人を掻かき分けて降りると、ホッと息をつく。その私の目の前に姿を現したのは、ブラックの缶コーヒーを手にしている望もち月づき 敦あつしさんだった。

「一いち条じょうさん。おはよう」

「おはようございます」

　入社八年目の望月さんのトレードマークは、縁なし眼鏡。一見すると冷たい印象があるけれど、眼鏡の奥の瞳が優しくて温かいことを私は知っている。

　すでに出社していて自動販売機に缶コーヒーを買いに行った帰りの望月さんに向かって、私は子供のように自慢げに胸を張ってみせた。

「望月さん。私、昨日、視察に行ってきました」

「視察って、まさか？」

「はい。『光ひかりが丘おか北きた口ぐち商しょう店てん街がい』です」

「はぁ」

　望月さんは、清潔感が漂う短髪をサラリと掻き上げて眉根を寄せると、深いため息をついた。その様子に、私の心臓がドキリと跳ね上がる。

　もしかして望月さん、怒っているの？

「一条さん。キミはただのヘルプなんだから、そんなことまでしなくていいんだよ」

　望月さんの言うとおり、今の私の立場は、彼が所属する開発事業部のヘルプ要員だ。だからといって、私が再開発プロジェクトの一員であることに代わりはない。

　なのに、プロジェクトの現場である光が丘北口商店街の状況を、ひと目見ておきたいと思ったことは余計なことだったの？

『偉いな』とか『がんばったな』とか、褒められることを期待していたわけじゃないけれど、私の行動を即座に否定する望月さんに対して、つまらない意地を張ってしまう。

「確かに私は期間限定のヘルプです。でも現場をひと目見ておいたほうがいいと思ったから、昨日は……」

「一条さん。ちょっと場所を変えて話そう」

　私の言葉を遮った望月さんは、縁なし眼鏡のブリッジを細く長い中指でクイッと上げる。その知的な仕草は、ついヒートアップしてしまった私を冷静にしてくれた。

「……はい」

　ブラックのストライプスーツをスマートに着こなす望月さんの歩幅は大きくて、小走りをしながら後を追う。

　エレベーターと自動販売機コーナーの前を通り過ぎて、廊下の角を曲がると、望月さんは足を止めた。

「あんな寂れた商店街にひとりで行って、若わか葉ばに万が一のことがあったら困るよ」

　さっきまで私のことを『一条さん』と名字で呼んでいたのに、望月さんはショートカットの私の短い毛先を指ですくい上げると、眼鏡の奥の瞳を揺らして心配げな表情を浮かべた。

　人の気配がないオフィスフロアの片隅で、彼が私の名前を甘く囁ささやきながら気遣いを見せてくれる理由はただひとつ。望月さんの彼女が、この私だから。

「心配かけてごめんなさい」

　熱くて優しい眼差しに見つめられ、つまらない意地を張ってしまったことを素直に謝ることができた。

　望月さんは彼女である私のことを心から大切に想ってくれている。そのことが何よりも嬉うれしくて、頬が勝手に緩んでしまう。

「あのさ……俺って心配しすぎかな？」

　少しだけ不安げな望月さんの言葉に、首を左右に小さく振る。

「いいえ、そんなことないです。あの……相変わらず忙しそうですけど、疲れてないですか？」

「ああ、大丈夫だよ。若葉が心配してくれて嬉しいよ」

　望月さんは腰を屈めると、私の顔を覗のぞき込む。

　至近距離で見る眼鏡の奥の瞳は柔らかくて優しい。そして緩やかに弧を描いている唇は男のくせに妙に艶やかで、私の鼓動はありえないほど早鐘を打った。

　その瞬間、月曜日の朝から意識してしまったのは、望月さんとの二度目のキス。

　望月さんと私が出会ったのは、二カ月前。付き合い始めたのは、たった一カ月前のこと。大規模な再開発プロジェクトに関わっている望月さんは激務が続いていて、デートらしいデートをしたことはないし、キスだってまだ一度しかしていない。

「若葉とデートしたいけれど、プロジェクトが落ち着くまで無理かもしれないな。寂しい思いをさせてごめん」

「い、いえ」

「その代わりと言うのもあれだけど……若葉、目を瞑つむって」

　私の毛先を弄もてあそんでいた望月さんの細くて長い指先が、後頭部に滑るように移動していく。二度目のキスを意識していたのは自分だけじゃなかったことが嬉しくて、私は言われるがまま、ゆっくりと瞳を閉じた。

　望月さんとの初めてのキスは、唇が触れ合うだけの軽いものだった。けれど二度目のキスは、唇の味を確かめ合うように重なっては離れて、また重なり合う。少しだけ濃厚で大人なキスは、私の唇だけでなく身も心も熱くとろけさせる。

　これ以上続けたら、私はどうなってしまうの？

　そんなことが頭の片隅を過よぎった時、ようやく唇が解放された。

「目を閉じた若葉の顔がかわいいから、つい夢中になった。朝からごめん」

　仕事中の望月さんは、縁なし眼鏡を光らせながら、精密機械のように隙を見せずに手際よく仕事をこなしていく。でも今、目の前にいる彼は、私の頬をゆっくりと撫なでながら眼鏡の奥の瞳を細めている。

「私、仕事なんかしないで、ずっとこのままでいたいです」

　望月さんのこんな優しい表情を見てしまったら、つい本音が出てしまう。我ながら子供じみたことを言ってしまったと思っていると、望月さんが小さく笑った。

「俺もだよ」

　二度目のキスを交わしたことと、五つ年上の望月さんが私と同じ気持ちだった喜びで、頬と口元が勝手に緩んでしまう。そんな私の顎に手を伸ばした望月さんに、今度はチュッと音がする短い不意打ちキスを落とされた。

「だから……そんなかわいい顔しないでほしいな。襲いたくなる」

　望月さんになら襲われても構わないです！

　そんな大胆な言葉が口からポロリと出そうになり、恥ずかしさのあまり思わず俯うつむく。それでも甘いキスと言葉の余韻は簡単に拭い去ることなどできなかった。

　望月さんの胸にそっと頬を寄せると、幸せを噛かみしめる。でも、その時間は残念ながら、あっという間に終わりを告げてしまった。

「そろそろ始業の時間だな。俺は先に戻っているから。……若葉？」

「はい？」

「グロスを直しておいで」

　いつまでも甘いキスに酔っていた私は、冷静な望月さんの言葉で我に返る。眼鏡のブリッジを中指で押し上げる望月さんは、すでに仕事モードに切り替わっている。

　私ったら、キスに振り回されすぎ？

　望月さんみたいに冷静で大人な対処ができない自分を恥ずかしく思いながら頭をペコリと下げると、一目散にトイレに駆け込んだ。




　グロスは直したし、少しだけ乱れた髪型も整えた。もう、これで大丈夫。

　だけどトイレの鏡を覗き込みながら考えてしまうのは、やはり望月さんとの二度目のキス。

　朝から、しかも、オフィスフロアの片隅であんなに情熱的なキスをするなんて……。

　大胆なことをしてしまったと思えば思うほど、また身体が熱を帯び始める。こんな状態で席に着いても、仕事なんか手につかない。

　私は望月さんとのキスを頭から消去するために、昨日の出来事をぼんやりと思い返すことにした――。




　――チカチカと切れかかっている街灯の下で、コンビニの袋からはみ出した残飯を漁る黒猫がふと動きを止めて、私をジッと見つめる。威圧的な金色の瞳に思わず足がすくんだ私は、その場に立ち止まってしまった。

　今は日曜日の午後五時十分。私がいるのは光が丘北口商店街だ。

　自分の地元でもないこの場所を訪れたのは、光が丘駅の南口にあるパンケーキがおいしいカフェで、大学時代の友人である華はな絵えと久しぶりに会ったから。

「この後、彼氏とデートなんだ」と笑顔で話す華絵と午後五時に駅前で別れた私は、ふと再開発プロジェクトのことを思い出した。

　そうだ。このまま光が丘北口商店街を見に行ってみよう。このことを望月さんに報告したら、驚くかな？

　そんな不純な動機で、私は軽い足取りで商店街に向かったのだけれど……。

　私を睨にらむように見つめている黒猫を前に、足がすくんでしまった。だから、このまま回れ右をして帰ることだってできる。

　でもそれじゃあ、あまりにも情けなくない？　光が丘北口商店街を訪れたのは単なる思いつきだったけれど、明日は望月さんに視察に行ったと胸を張って報告したい。こんなところで立ち止まっている場合じゃないよね。

　そう自分を奮い立たせ、すくんでいた足を一歩踏み出せば、その黒猫はあっさりとその場から姿を消す。まるで鬼退治に成功した桃太郎のような気分になった私は、我が物顔で商店街の通りを歩き出した。

　日曜日の夕方の商店街ならば、ショッピングを楽しむ家族連れや若者で賑にぎわいを見せてもいいはず。それなのに、この光が丘北口商店街は、まるで深夜のように人が見当たらず静まり返っている。閉じられたシャッターだけが、かつてこの場所が商店街だったことを辛かろうじて証明しているように思えた。

　コツコツとヒールの音を響かせながら、人ひと気けのない商店街を進む。右手には八百屋さんに、肉屋さん。その奥には本屋さんやおもちゃ屋さんが並ぶ。商店名を微かに読み取ることのできる古びた看板を見つめながら商店街を歩き続けていると、数メートル前方にほんのり明かりを灯す店舗を発見した。

　まさか、この状況の中、まだ営業を続けている店があったなんて！

　驚きながら、ゆっくりとその店舗に近づいてみると、そこはまるで昭和の時代にタイムトリップしたような気分になる店だった。

　入り口に刻まれているのは、『山やま本もと時と計けい店てん』の文字。ガラスがひび割れたままのショーケースには、埃ほこりの被っているペアウオッチと懐中時計が並んでいる。

　今時、こんなお店に時計を買いに来るお客さんがいるの？

　好奇心に突き動かされて、泥棒のように足音を忍ばせながら山本時計店に近づく。そして、中の様子をチラリと覗いた時……。

「おい。この店に用事か？」

　突然、背後から声をかけられ、驚きのあまり身体がピクリと硬直する。ロボットのようにぎこちなく首だけを回しながら後ろを振り返ると、ちょっとくたびれた生成りの丸首Ｔシャツから覗く喉仏が見えた。声をかけてきたこの人は、どうやら私より頭ひとつ分、背が高いみたい。

　ゆっくり視線を上げると、棒付きキャンディーを口にくわえながら黒髪をワシャワシャと掻き上げている男と目が合った。

　ウエーブがかかった黒髪は毛先があちらこちらの方向に跳ね上がっていて、お世辞にもオシャレとは言えない。けれど少し長めの前髪の隙間から覗く眉毛は意志の強さを表しているようにキリッと鋭く、切れ長の瞳は少年のように澄んでいる。鼻だって平均的な日本人より高いし、棒付きキャンディーをくわえているからわかりづらいけど唇の形もよさそうだ。

　それから顔の大きさも八頭身かと思うくらい小さくて……って！　これじゃあ、この正体不明の怪しい男をイケメンだって認めているみたいじゃない。

「なあ、どうしてこの店を覗いていた？」

　観察するように男のことをジッと見つめてしまった私の耳に、さらなる質問が飛んできた。

　まるでおまわりさんに職務質問をされているような気分になり、気まずさを感じながらも黙り込むしかできない。だって、自分は野口不動産の社員で、今日は思いつきで光が丘北口商店街を訪れてみました、なんて言えないから……。

　いつまで経っても黙ったままの私に、男はくわえていた棒付きキャンディーを口から出して手に持つと、何かおもしろいことでも思いついたように、ニッカリとした不気味な笑みを浮かべた。

「わかった！　アンタ、客だろ？」

「え？」

「まあ、いいから。遠慮するなって」

　咄とっ嗟さに嫌な予感がして、ジリジリと後ずさる。でも、そんなことなど気にもせずに、男はいきなり私の手首を掴つかむと、今にも割れそうな山本時計店の引き戸をガラガラと開け、店内の奥に向かって声を張り上げた。

「ゲンさん、客！　客を連れてきたぜ！」

「あ、あのっ！」

「だから遠慮するなって言ったろ？　さあ、どれにする？」

「ええっ？」

「腕時計か？　それとも目覚まし時計か？」

　未だに私の手首を掴んだまま勝手に話を進める目の前の男の表情は、とてもイキイキとしていて嬉しそうだ。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「安心しろって。この時計屋のゲンさんは年くっているけど、腕は確かだからさ」

　あいにく、私は腕時計も目覚まし時計も欲しくはない。仮に欲しいと思ったとしても、この古びた山本時計店で買い求めようとは絶対に思わない！　まったく……どうしてこんなことになってしまったの？

　私の話に耳を傾けようとしない男に困り果てていると、店の奥の障しょう子じがスッと開いて、丸縁眼鏡に茶色のニット帽スタイルの老人が姿を現した。

「おい、響ひびき。どうやらそのお嬢さんは、お客さんではないようだ。手を離してやれ」

　どことなく覇気がない老人の言葉に、響と呼ばれた男は目を大きく見開いて驚きの表情を浮かべた。

「マジで？　アンタ、客じゃないの？」

「は、はい」

「んだよ。まぎらわしいな！」

　まぎらわしいって、あなたが勝手に勘違いしたんでしょ！

　そう反論しようとしたけれど、山本時計店のご主人である老人の寂しそうな表情と、響という男の悔しさが滲にじみ出た顔を目にしたら、言葉が自然と喉の奥に引っ込んでしまった。

　針が静かに時を刻むチクタクという音だけが、輪唱のように店内に響き渡る。その静寂を破ったのは、山本時計店のご主人の咳せきだった。

　ケホケホと苦しそうな咳が止まらないご主人を見ていられず、思わず身体が勝手に動く。

「大丈夫ですか？」

　少しでも早く咳が止まるように祈りながら、ご主人の背中を擦り続けた。

　ようやく咳が治まってきたご主人に安あん堵どしていると、心配げな表情を浮かべた響という男が立ち上がる。

「ゲンさん、水でも飲むか？」

「ああ、頼む」

　ご主人のかすれた声を聞いた彼はコクリと頷うなずくと、店の奥に姿を消した。

　コポコポと水を注ぐ音が微かに聞こえてくる。彼の手慣れた様子に、ご主人の咳は今回が初めてではないことを悟った。

「ゲンさん、ほら」

　彼から湯のみを受け取ったご主人は、水をゆっくり飲むとホッと息を漏らした。

「お嬢さん、迷惑をかけてすまなかったね」

「い、いえ。では、私はこれで失礼します。あの、お大事に」

　ご主人のことは心配だけれど、ここにいつまでいても仕方ない。山本時計店のご主人と、ムスッとした表情を浮かべながら、また棒付きキャンディーを口にくわえた響という男に向かって、私は小さく頭を下げた。

　山本時計店のガラスの引き戸を開けると、外に出るために一歩踏み出す。その時、予想すらしていなかったハプニングに見舞われた。

　カクンと視界が傾くと同時に身体のバランスが崩れる。このままでは転ぶ！と思ってみても、時すでに遅し。

「キャッ！」

　山本時計店の入り口で私は見事に尻もちをついてしまった。

　なぜこんなことになってしまったのか状況を把握できず、しばらく尻もちをついたまま呆ほうけていると、地面に打ちつけたお尻が徐々に痛み出した。

　二十五歳にもなって尻もちをついてしまったことが恥ずかしくてたまらないし、何より男性ふたりの前でお尻を擦ることなどできない。痛みと羞恥を我慢していると、クククッという笑い声が頭の上から降ってくる。

　驚いて顔を上げれば、笑い声の犯人は響という男。しかも、器用に棒付きキャンディーをくわえたまま笑っている。

　元はと言えば、あなたが私をお客だと勘違いして、ここに強引に連れてくるから、こんなことになったんじゃない！

　そう心の中で憤慨してみても、初対面の彼に文句を言う勇気はない。

　腹立たしい気持ちを堪えて、まだ少しだけ痛むお尻を庇かばいながらゆっくりと立ち上がろうとした時、私はようやく右足だけが素足になっていることに気づいた。

　慌ててキョロキョロと周りを見回していると、彼が目の前にしゃがみ込んで、私が探していた物を目の前に差し出した。

「探し物はこれか？」

「あ、はい。ありがとうござ……」

　ホッとしながら、それを受け取ってお礼を言おうとしたけれど……。

　私の手の上に乗せられたのは、かかとの部分からヒールがポキリと折れてしまっているパンプス。

　無残な姿になってしまったチェリーピンク色の革のパンプスを目にしたら、お礼の言葉なんて口から出てこなかった。ショックで立ち上がることもできない。

　祖母からもらった大切なパンプスだったのに、もう二度と履くことはできないの？

　悲しみがじわじわと込み上げてきたところに、彼の言葉が槍やりのように降り落ちてきた。

「これを履いて帰るのは無理だろうな」

　彼の言うとおり、八センチのヒールがブラブラしているパンプスを履いて歩けるはずがない。だからといって、裸足で歩くのはもっと嫌。

　いったい、どうしたらいいの？

　手渡されたパンプスを見つめながら山本時計店の前で途方に暮れていると、彼が大きなため息をついた。

「ったく……こんなところで尻もちをつくなんて、ガキみたいな女だな。おい、これ持ってろ」

　目の前に差し出されたのは、舐なめかけの棒付きキャンディー。

　初対面の男がついさっきまで口にしていたキャンディーを手にするのは、抵抗がありすぎる。

「えっ、なんで私が？」

「いいから。ほら、早くしろ」

　不機嫌そうに急かされた私は、赤とクリーム色のマーブル模様のキャンディーの棒をしぶしぶと手にした。その途端、身体が宙に舞う。

「キャッ！」

　気づけば、背中と膝の裏に彼のたくましい腕が回っていた。

　嘘うそでしょ。私、お姫様抱っこされているの？

　初めての経験に戸惑い、どうしたらいいのかわからずに足をバタバタさせる。

「おい、暴れるなって」

「そ、そんなこと言われても……あの、下ろしてください！」

「あ？　いいから黙って抱かれてろ」

　だ、黙って抱かれてろって！　通りすがりの人がこの言葉だけを聞いたら、絶対に勘違いするじゃない。

　慌てて辺りを見回すけれど、ここは光が丘北口商店街。寂れた商店街に通りすがりの人などいない。

　結局、お姫様抱っこをされた状態で足をバタつかせては危ないと判断し、そのままジッと身を任せることにした。

　私の身長は百五十七センチ。体重は……ご想像にお任せしますが、とにかく決して小さくはない私の身体を軽々と抱き上げた彼は、とても頼りがいがあった。でも、ある疑問がふと頭に浮かぶ。

「あの、どこに行くんですか？」

「俺の家」

「え？」

「別に色気のないオマエを襲ったりしないから安心しろ」

　襲われたいと思っているわけでは決してないけど、そんなにキッパリと色気がないって言わなくてもいいんじゃない？　これでも今日は『スラリとした足長美人』というテーマを掲げて、黒のスキニーパンツをチョイスしてオシャレしてきたんだから！

　少しだけむくれていると、ベリー系の香りが私の鼻先をくすぐった。きっと、さっきまで舐めていた棒付きキャンディーの香りに違いない。

　背が高くて肩幅も広いガッシリ系の彼と甘酸っぱい香りのミスマッチさがおかしくて、かわいらしい。

　でも大人の男の人をかわいいと思うなんて、失礼かな？

　そんなことを考えながらチラリと視線を上に向けると、彼は少しだけ口角を上げて私のことを見つめていた。

　今日、出会ったばかりの人にお姫様抱っこされて、しかもこんな至近距離で視線を合わせるなんて、いたたまれない。ドキドキと高鳴る鼓動をなだめながら、私は慌てて彼から視線を逸らした。すると……。

「オマエ、初めてだろ？」

「はい？」

「だから、そんなに顔を赤くするってことは、男に抱かれるのは初めてなんだろって聞いてんだよ」

　無遠慮な彼の言葉で、私はようやく自分の頬が火ほ照てっていることに気づいた。

　でも初対面の彼に向かって『はい、初めてです』だなんて白状したくない。だから私は頬の熱さをごまかすため、ムキになって反論した。

「へ、変なこと言わないでください！」

「ふーん。図星か」

　彼は白い歯をチラリと見せながら笑みを浮かべている。

　もしかして、この状況を楽しんでいるの？

　どこまでも意地悪な彼の態度に、顔だけではなく全身が熱くなる。

「もう……恥ずかしい」

　彼に聞こえないように、ほんの小さく呟つぶやいたつもりだったのに……。

「ん？　何か言ったか？」

　私の独り言にすばやく反応を示す彼は、もしかして地獄耳の持ち主なのかもしれない。

「い、いいえ、何も」

「そうか？」

「はい」

　もう余計なことを言うのは止めようと決め、黙ったまま彼に身体を委ねた。

　彼が足を一歩進めるごとにユラユラと身体が揺れる。その振動は嫌なものではなく、むしろ心地がいい。

　お姫様抱っこしてくれているのが、この響という男ではなくて望月さんだったらよかったのに……。

「着いたぞ」

　彼氏である望月さんのことを思い出していた私は、彼の言葉で我に返った。

「えっ、もう？」

「ああ。だって俺の家、ここだから」

　そう言って彼は私を下ろすと、ポケットに手を入れて鍵を取り出した。

　玄関先に手をついて片足で立ったまま振り返ると、数メートル先に山本時計店が見える。つまり、彼は山本時計店のお向かいさんだったわけだ。

　彼はガチャガチャと鍵で解錠し、丸いドアノブを回すと木目調の扉を開ける。そして足音を響かせながら家の中に入り、パチリと明かりをつけた。

「うわぁ！」

　私が思わず声を上げてしまったのは、見たことのない光景が目の前に広がっていたから。

「響さんのおウチって靴屋さんなんですか？」

　私の目に真っ先に飛び込んできたのは、台の上に置かれている一足の靴。それは甲の部分で紐ひもを結ぶタイプの靴だった。

「それはオックスフォードシューズ。磨き上げたら完成だ」

「もしかしてこの靴って響さんが作ったんですか？」

「もちろん。俺は靴の修理もするし、オーダーメイドも受ける」

　オーダーメイドと聞いてすぐに思い浮かぶのは、ウエディングドレス。自分だけの特別なドレスを身にまとって結婚式を挙げるのが、実は幼い頃からの夢だったりする。

「オーダーメイドって……靴を手作りするんですか？」

「そうだ」

　靴がオーダーメイドできることを知らなかった私は、驚きつつも興味津々で彼の店の様子を見回した。

　お世辞にも広いとは言えない店内にはカウンターがあり、その奥には作業台が並んでいる。作業台の上に置かれているのは、さっき目にしたばかりのオックスフォードシューズ。さらに奥には見慣れない用具と、人の足形をした模型のようなものもズラリと並んでいた。

　中でも私が惹ひきつけられたのは、シルバーのミシン。小学生の頃、家庭科の授業で触ったミシンと違って、レトロ感いっぱいのそれはオシャレなオブジェのようだった。

「見慣れない物ばかりで、何だか興奮しちゃいます」

「そうか？　変わったヤツだな」

　扉に手を添えて片足立ちをしたまま、もの珍しく視線をあちらこちらに走らせていると、彼が私の元に戻ってくる。そして無言のまま軽々と私を抱えると、作業台の横に置かれた木製の丸イスに私の身体をふわりと下ろした。

　彼は私に預けていた舐めかけの棒付きキャンディーを手にすると、口にくわえる。

「ほら、靴を貸せ」

「あ、はい」

　私は催促されるまま、無残な姿になってしまったパンプスを彼に差し出した。

「それから、それも脱げ」

『それ』ってまさか……洋服を、ってこと？

　この店に来る前、彼は色気のない私を襲わないと確かに言った。それなのに今さらそんなことを言い出すなんて、やっぱり男はオオカミなの!?　こうなったら、ここから裸足で逃げ出すしかないかも……。

　思わずブラウスの胸元をギュッと握りしめる。すると、不安げな私の様子に気づいた彼は、呆あきれたような冷ややかな視線を向けた。

「バーカ。服じゃねえよ。左足に履いているパンプスだよ」

　え？　あ！　そ、そうだよね。私ったら、勝手に勘違いしちゃって恥ずかしい……。

　慌てて左足のパンプスを脱ぐと、おとなしく彼に手渡した。

　私のパンプスを、あらゆる角度から見つめる彼の瞳は真剣そのもの。

「メイド・イン・イタリーか。学生にしては贅ぜい沢たくだな」

　童顔のせいか、私は会社でも実年齢より若く見られることが多い。だけど、いくらなんでも学生はないんじゃない!?　今日は華絵と会うから、普段よりメイクにも力を入れたのに……。人のことを色気がないとか、学生と間違えるとか、さっきから失礼なんですけど!!

　ふつふつと怒りが込み上げてきて、彼の言葉を強く否定した。

「あの！　こう見えて私は二十五歳の立派な社会人です！」

「は？　マジで？」

「はい。マジです！」

「へえ……そりゃ悪かったな」

　さっきまで脇目も振らずにパンプスを凝視していたくせに、悪いと言いつつも、彼は目を丸くして私を見つめている。

　そんなに私の歳が衝撃的だったのかと落ち込みながらも、切実な想いを伝えずにはいられなかった。

「このパンプス、直りますよね？」

　すると彼は舐め終えたキャンディーの棒をポイッとゴミ箱に捨てると、口角を上げて自信ありげに胸を張った。

「オマエ、俺を誰だと思ってんだよ。これくらい直せるに決まってんだろ」

　誰だと聞かれても……。あなたの名前が響さんで、この光が丘北口商店街で靴屋さんを営んでいることしか知らない。

　でも、そんなに自信満々なら、きっとすぐにパンプスを直してくれるはずだよね？　もしかしたらグリム童話の『こびとのくつや』のように、ウトウトと居眠りをしている間にパンプスが直っているかもしれない。

　そんなロマンチックな妄想に浸っていると……。

「一カ月後」

　彼は真剣な視線を私に向けると、短くそう言い切った。

「え？」

「一カ月後に取りに来い」

「一カ月……」

「そんなに待てないなら、他の店に修理を出しても構わない」

　靴職人として彼の腕前が一流なのかどうかはわからない。でも、壊れてしまったパンプスを握る節くれだった彼の手を目にした瞬間、なぜかこの人になら大切な靴の修理を任せられると直感が訴えた。

「待ちます。よろしくお願いします」

「よし、オマエの大事なパンプスを元どおりにしてやる。任せろ」

　彼の言葉は、私をお姫様抱っこしてくれた時のように頼りがいがあって安心できるものだった。

　だから気が緩んだのかもしれない。聞かれてもいないのに、パンプスの思い出を語ってしまった。

「そのパンプスは、高校を卒業した時に祖母からプレゼントされたものなんです」

「そうか」

「はい。『これからは、かかとの高い靴を履いて女子力をアップさせなくちゃダメよ』って言われて……。祖母が女子力って言葉を知っていたことにびっくりしたんですけどね」

「確かに」

　私の一方的な話に適度に相あい槌づちを打ってくれる彼の優しさが嬉しくて、ついおしゃべりになってしまう。

「家族とか友人とか、大切な人と出かける時は必ずこのパンプスを履くんです。チェリーピンク色のパンプスを履くと、とっても明るい気分になれるんですよ」

「そうか、だから何度も修理に出して、長く履いていた。だろ？」

「え？　どうして、それを……」

　彼の言うとおり、このパンプスは今まで何度か修理に出したことがある。

　でも、どうしてそのことを知っているのだろう。

　不思議に思い、彼を見つめた。

「靴の状態を見ればわかるんだよ。その靴がどんなふうに扱われていたのかがな。このパンプスは傷みが少ないし、すり減ったかかとを何度か修理した形跡がある。大切に履いていた証拠だ」

　壊れてしまったパンプスを見る彼の眼差しは、まるで愛しい人を見つめるように温かい。初めて目にする彼の意外な表情に、私の胸はドキリと音を立てた。

「きっと響さんが作った靴も大切にされていると思いますよ」

「そうか？」

「はい」

「だと、いいんだがな」

　返事は素っ気ないけれど、靴について語る彼の表情はとても明るくてイキイキとしていた。でも、私の心は彼とは正反対。壊れてしまったパンプスを見るたびに、心がズキンと痛む。

「ヒールが折れるなんて……。私の履き方が悪かったのかな」

　祖母からもらったパンプスは、甲の部分にリボンがあしらわれているデザインも色も私好み。彼に話したとおり、本当に大切にしてきたつもりだ。

　それなのに、こんなことになってしまって、祖母に対して申し訳ない気持ちが胸いっぱいに広がった。

「言っておくが、このパンプスのヒールは折れてないぞ」

　彼はそう言うと、パンプスのヒール部分を私の顔に近づけて見せてくれた。

「えっ、本当に？」

「ああ。パンプスの本体とヒールを繋つなぐネジが外れたんだろ。ほら、な？」

　差し出されたパンプスを食い入るように見つめれば、確かにヒールは折れていない。転んでしまったあの時は、お尻の痛みと恥ずかしさで動揺していたのかもしれない。

「よかったぁ」

「きっとガラス戸のレールにヒールが引っかかったんだろ。履き方が悪かったとか気にする必要はない」

　そう言って彼は私に背を向け、歩き始めた。

　私を無理やり山本時計店に連れ込んだり、急にお姫様抱っこをしてこの店に連れてきたりした、先ほどの強引な態度とは一転して、落ち込んでいる私を気遣う彼の言葉は予想外で、不覚にも胸が温かくなってしまった。

　自分勝手なのか、それとも優しいのか。掴みどころのない彼を目で追うと、店の奥に置かれた重量感のあるアンティークな戸棚の前で立ち止まった。

　両開きの扉を開け、その中から迷うことなく取り出したのは、一足の黒いパンプス。

「今日はこのサンプル品を履いて帰れ」

「サンプル品？」

「ああ。このパンプスは注文客の試し履き用だ」

　私の足元に置いてくれたパンプスに、そっと足を忍ばせてみる。その瞬間、衝撃を受けた。

　それはまるで私のために作られたように、ピタリと足にフィットしてなじむ。

　弾け飛ぶように丸イスから立ち上がると、その履き心地を確かめるために店内を歩いた。

　足を包み込むような安定感は、今まで一度も経験したことがない。気分よくカウンターの前まで歩き、壁にかけられている鏡の前に立ってみた。

　鏡は全身を映し出しているにもかかわらず、私の視線は足元に集中する。

　ヒールの高さは五センチほど。余計な装飾のないシンプルなデザインは、オフィスでも冠婚葬祭でも、どんなシーンにも合わせやすいはず。

　身体を左右に回転させたり、片足を上げてみたり、パンプスをあらゆる角度から鏡に映し込んだ私は、興奮の声を上げた。

「このパンプス、すごく履きやすいです！」

「俺が作ったんだ。当然だ」

　ふんぞり返るようにイスに座った彼は、腕を身体の前で組むと余裕の笑みを浮かべた。

　彼の自信満々な言葉と態度は、自分の腕に自信がある証拠。仕事に誇りを持っている彼が、私にはまぶしく見えた。

「でも、どうして私のサイズがわかったんですか？」

「ん？　まあ、職業病のようなもんだ」

「職業病？」

「ああ。その人の素足を見れば、俺は大体のサイズがわかる。ちなみにオマエのサイズは二十三センチ。ついでに言うならギリシャ型だ」

　まるで名探偵のように足のサイズをズバリと言い当てた彼を驚きながら見つめる。でもギリシャ型という聞き慣れない言葉を聞いた私は、ひとり首を傾げた。

「あの……ギリシャ型って？」

「人の足はエジプト型とギリシャ型とスクエア型の三種類に分けられるんだが……口で説明するより見たほうが早いな」

　彼はイスから立ち上がると、お客さんを迎えるカウンターの上を大ざっぱに片づけ始めた。そして、ゆっくりとこちらに歩み寄ると、まるで宅配の荷物を取り扱うように軽々と私の身体を抱え上げる。

　人生三度目のお姫様抱っこは相変わらず恥ずかしいけれど、やはり心地いい。

　複雑な感情を抱いた私の身体がふわりと下ろされた先は、カウンターの上。彼が突然、カウンターの上を片づけ始めたのは、私を座らせるためだったみたい。

　だけど、なんでこんな場所に？

　そんな疑問が頭に浮かぶ中、履いていたサンプル用の黒いパンプスをあっという間に脱がされ、素足にさせられてしまった。

「いいか？　オマエのように足の人差し指が親指より長いタイプのことをギリシャ型と呼ぶ」

　彼はイスに腰を下ろすとカウンターの上に座っている私の右足のかかとを左手で支える。そして右手の人差し指で私の足先をツツツとなぞり始めた。

「日本人で圧倒的に多いのは、親指が一番長いエジプト型だ」

　口では真面目なことを説明しているくせに、彼の指は私の反応を確かめるように右足の甲の上をいたずらに滑る。他人に足を触れられるという初めての経験に、私の心は恥ずかしさに埋め尽くされて頬が火照り出してしまった。

「オマエのようなギリシャ型の足に合うのは、アーモンドトゥやポインテッドトゥのように爪先が尖とがった形のパンプスだな」

　毎日のように履いているパンプスにもさまざまな種類と呼び名があることを知った。

　けれど彼の話に集中することなどできない。優雅に動く彼の指は心地よくて、恥ずかしいという感情が次第に麻ま痺ひしていくのを自覚した。

　私には望月さんという素敵な彼氏がいる。それなのに……。

　ハッと我に返り、彼に触れられていた足を引く。そして、色気なく膝を抱え込んだ。

「こうやって足に触れて落とした女性の数は何人ですか？」

　こんなことを聞いてしまったのは、足先に触れられただけなのに、簡単に反応してしまった恥ずかしさをごまかすため。でも……。

「そうだな……何人だと思う？」

　身体の前で腕を組んで余裕のある笑みを浮かべる彼の姿を見たら……。

　彼は女の扱いに慣れていると、すぐにわかった。

「聞いた私がバカでした」

　彼から視線を逸らせて素っ気なく言い切った私の耳に聞こえてきたのは、さらに余裕を見せつけるような上から目線の言葉だった。

「そんなツレないことを言うなよ。どんな質問にも答えてやるから、遠慮せずに何でも聞いていいぞ」

　何でも、と言われても……すぐに思いつくことなんかない。だから私はありきたりな質問を口にした。

「響さんの名字は？」

「名字？　そんなこと聞いてどうする」

「『どうする』って……どうもしないですけど……」

　曖あい昧まいな私の返事に、彼は鼻先で笑いながらも約束通り質問に答えてくれた。

「俺の名字は五十嵐いがらしだ」

「歳は？」

「三十五」

「結婚は？」

「独身だ」

　壁に向かって投げたボールがすぐに跳ね返ってくるような、軽快なやり取りが数回続く。でも……。

「どうして靴屋さんを？」

「五年前に死んだジイさんの跡を継いだだけさ」

　そう答えてくれた響さんの声は、どことなく寂しげで、悲しげに聞こえたような気がした。

「……そうなんですか」

「ああ」

　あのレトロ感いっぱいのシルバーのミシンも、見慣れない数々の用具も、人の足形をした模型のようなものも、きっと響さんのお爺じい様さまが大切に使っていたものを受け継いだんだ……。

　カウンターの上に座ったまま改めて店内を見回した私の胸がチクリと痛む。

「響さん……ごめんなさい」

「ん？　なぜ、オマエが謝る？」

「それは……」

　私が『ごめんなさい』と口にしたのは、近い将来、大切なこの場所を響さんから奪ってしまうから。

　そんな私の思いなど知る由よしもない響さんは、黙り込んでしまった私を気遣ってくれた。

「なんだかよくわからないが、ほら、下りるか？」

　差し出されたのは、響さんの手のひら。その好意に素直に甘えることにした私は、彼の大きな手に自分の手を重ねた。

　響さんの手を借りて、カウンターから下りる。私はサンプルの黒いパンプスにもう一度足を忍ばせた。

「じゃあな。気をつけて帰れよ」

　お店の扉を開ければ、すでに太陽は沈んで、辺りには暗がりが広がっていた。

「それじゃあ、失礼します」

「ああ」

　扉をゆっくりと閉めると、私に向かって軽く手を上げた響さんの姿が視界から消え去る。

　パンプスが壊れたり、お姫様抱っこをしてもらったり、靴について語り合ったり、そして足先に触れられたり……。慌ただしい出来事があったことが嘘のように、光が丘北口商店街は静まり返っていた。

　街灯に照らし出された響さんのお店を、外からじっくりと眺める。モスグリーン色の外装に、縦長の窓、ウッディな木目調の扉が目に映る。そして、扉の横に小さく掲げられた看板を食い入るように見つめた。

　このお店の名前は、『靴くつ工こう房ぼう・シエナ』。

　どこまで歩いても疲れなど感じなさそうな響さんお手製のパンプスは、チェリーピンク色のパンプスと同じように、私の気持ちを明るくしてくれた。

　その黒いパンプスの履き心地をよりいっそう楽しむために、靴工房・シエナに背を向けると、オシャレな店名には似合わない光が丘北口商店街の通りをランウェイに見立ててみる。そしてパリコレモデルにでもなった気分で颯さっ爽そうとウォーキングをしながら、駅に向かった――。










二．シークレット・オフィスラブ




　三十ページあまりの資料を五十部作成する作業をこなすために、私はひとりコピー機に向かっていた。

　野口不動産の開発事業部は、電話応対する人の声や、パソコンのキーボードを叩たたく音などで、緊張感に包まれながらも活気に溢あふれている。

　つい二カ月前までの私は、総務部で備品の管理や出張の手配、郵便物の仕分けに会議室の予約管理など、挙げればきりがない雑用を黙々とこなしていた。

　それが、エリートと呼ばれる人が配属されることの多い開発事業部という場違いなフロアで、なぜコピーを取っているのかというと……。

　三月下旬のある日、私は総務部長から呼び出され、総務部から開発事業部へ突然の異動を言い渡された。

『実は、人事部からの要請でね。四月から、一条くんを開発事業部に貸し出すことにしたから』

『え？　開発事業部ですか？』

『ああ。じゃあ、頼んだよ』

　こんなふうにあっさりとお願いされ、私は期間限定で開発事業部のお手伝いをすることになったのだ。

　コピーを取っていると、開発事業部のフロアの中央を陣取っている精巧な作りの建築模型が目に入る。

　地上二十階建てのビルはガラス張り構造で、太陽光をふんだんに取り込めるようになっている。十階まではアパレルショップやレストラン、映画館などが出店予定。十一階以上の高層階はオフィスフロアとなる予定だ。

　ビルの眼下に広がるのは、都会のオアシス的な存在になる噴水広場。通路の脇には、緑の街路樹が美しい配列で植えられている。

　この複合商業施設が建築される予定地なのが昨日、自主的に視察をした光が丘北口商店街だ。

　十年前に光が丘駅の南口に大型スーパーが出店したことがきっかけとなり、売り上げが減少。個人商店主の高齢化も重なり衰退していったと、再開発プロジェクトの資料に書いてあった。

　プロジェクトが成功すれば、ゴミを漁る野良猫はいなくなるだろう。そして仕事を終えた女子社員たちがショッピングを楽しみ、待ち合わせをした恋人たちがディナーに舌鼓を打つ、活気に溢れた街になるはず。

　少しだけ胸が痛むのは、私の壊れたパンプスを直してくれると約束した五十嵐 響さんが営んでいる靴工房・シエナが立ち退きを迫られること。

　亡きお爺様との思い出が詰まった店が跡形もなく壊され、その跡地に高層ビルが建設されることを、彼はどう感じているの？

　駅名どおりに光り輝く建築模型を見つめながら、私はコピーを続けた。




「若葉ちゃん、こっち！」

　ランチタイムの社員食堂で、私に向かって車のワイパーのように左右に手を振ってくれているのは、佐さ和わ子こ先輩と後輩の有ゆ紀きちゃん。ふたりは、二カ月前まで総務部で一緒に働いていた同僚だ。

　開発事業部にも女子社員は数名いるけれど、バリキャリな彼女たちの仕事ぶりを目の当たりにした私は気後れしてしまい、未だに仕事以外の会話をしたことがない。だから、こうして気心知れた佐和子先輩と有紀ちゃんとランチタイムでおしゃべりするのを楽しみにしている。

「それにしても、若葉先輩ってラッキーですよね」

　有紀ちゃんは二重の大きな瞳をさらに見開きながら、好奇心旺盛な表情を浮かべる。

「本当よ。あの望月さんと一緒に働けるんだから！　なんで私が選ばれなかったのかしら」

　本日のＡランチ定食のふわふわオムライスをスプーンですくい上げながら、私よりふたつ年上の佐和子先輩は首を傾げた。

「ねぇ若葉先輩、望月さんって彼女いるんですか？」

「え？　さ、さあ、どうなんだろうねぇ」

「もう若葉ちゃんったら、そこのところをきちんと調べてくれないと困るじゃないの！　何のために開発事業部にお手伝いに行っているのよ」

　容赦ない佐和子先輩の言葉は、迫力満点。だけど……。

「す、すみません……」

　望月さんと付き合っていることを口止めされている私は、ふたりに謝ることしかできなかった。

　本当は、仲よくしてもらっている佐和子先輩と有紀ちゃんには、隠し事はしたくない。けれど、望月さんとの交際が噂うわさになったら、自分の身に何が起きるかわからない。

　これは冗談なんかではない。いわゆるイケメンで仕事ができる望月さんは、社内の女子に人気がある。誕生日やバレンタインデーにはデスクの上がプレゼントの山で埋め尽くされるらしいし、望月さんに告白して断られた女子社員の数は両手、両足では足りないらしい。

　大げさかもしれないけれど、野口不動産の全女子社員を敵に回したくない。だから、望月さんと付き合っていることを佐和子先輩と有紀ちゃんに打ち明けることは、どうしてもできなかった。

　キレイ系女子からかわいい系女子までよりどりみどりの中から、望月さんが童顔で色気のない私を選んだ理由がわからない。思い当たることと言えば、私の父がグループ会社である『野口リゾート株式会社』の執行役員をしているということくらい。

　とはいえ、そのことは口外していないから、望月さんも知らないはず。それに執行役員の娘と結婚したところで出世に大きく影響が出るとは思えないし、そもそも誠実に仕事に打ち込む望月さんは、出世のために結婚を利用するような人ではない。

　そんな望月さんと付き合い始めたのは、異動して一カ月が経ったある日のこと。

　ミーティングルームの後片づけをしていると、背後から望月さんに声をかけられたのだ――。

「――一条さん。いつもありがとう。手伝うよ」

「え？　手伝うって……ここは私ひとりで大丈夫です」

　望月さんが不在だとプロジェクトが回らないことくらい、雑務ばかりしている私でもわかる。だからありがたい申し出を断った。それなのに望月さんはワイシャツの袖口ボタンを外すと、腕まくりをし始めた。

　少しだけ露わになった望月さんの腕に浮き出ている血管は、男らしくて色っぽい。心臓をドキドキ鳴らしながら、望月さんの腕を食い入るようにジッと見つめてしまった。

「ん、どうした？」

「い、いえ！　なんでもありません」

　知的な雰囲気を漂わせている望月さんの端麗な顔に見とれるならともかく、『腕に見とれていました』なんて正直に答えたら、変なヤツだと思われてしまう。

　急いで視線を逸らして、ごまかすように後片づけの続きに取りかかる。すると望月さんはすばやくモップを手にすると、フロアを勝手に拭き始めてしまった。

「もう、望月さんったら！　私の仕事を奪わないでください」

「奪うって……」

　私が開発事業部に異動になった理由のひとつは、ほどほどに雑務ができるから。つまり、これは私の仕事でしょ？

「ここは私に任せて、望月さんはどうぞお仕事に戻ってください」

　有能な望月さんにモップは似合わない。私は小走りをすると、望月さんが手にしていたモップをひったくるように奪い取った。

「仕事に戻れと言われても……。一条さん、もう正午を過ぎているのは知っている？」

　ワイシャツをまくった腕を身体の前で組みながら、望月さんはクスクスと笑い声を上げる。

　ハッとしてミーティングルームの時計を見上げれば、時刻は確かに正午を数分過ぎていた。

「あっ！　すみません。望月さん、お腹空きましたよね？　どうぞお昼に行ってください」

　望月さんに向かって腰を九十度に折り曲げながら、床と水平に右腕を伸ばす。揃そろえた指を向けた先は、ミーティングルームのドア。

　貴重な昼休みをこんなことに割かせてしまったことを申し訳なく思っていると、望月さんの大きな笑い声が頭上から降り落ちてくる。弾けるように上半身を起こすと、手を口に当てながら笑う望月さんの姿があった。

　普段は厳しい表情を浮かべながら仕事をしている望月さんが、声を上げて笑うなんて信じられない！

　ポカンと口を開けながら、望月さんのレアな笑顔を見つめた。

「ん、何？」

　私の視線に気づいた望月さんは、口に当てていた手を下ろすと首を傾げた。

「いえ。望月さんも笑うんだなぁと思って」

「は？」

「だって望月さんって、いつもここにシワを寄せて難しい顔しているから」

　望月さんに向けて、人差し指で自分の眉間を差してみせる。

「俺って、そんなに不機嫌そうかな？」

「……まあ、そうですね」

　今さら嘘を言っても仕方ない。素直に肯定すると、望月さんは眼鏡の奥の瞳を細めてクスッと小さく笑った。

「一条さんは俺と違って、品よく笑うよね」

「え？　そんなこと初めて言われました」

「そう？」

「はい」

　思わぬ褒め言葉に、口元が緩んでしまう。

　長い足を交差させてミーティングルームのデスクに寄りかかる望月さんは、ファッション雑誌から抜け出てきたように格好いい。それに加えて、私の好きな仕草である、縁なし眼鏡のブリッジを指で上げるおまけつき！

　私は熱に浮かされるように望月さんをうっとりと見つめた。

「一条さんがヘルプに来てくれてから、仕事がはかどるようになった。感謝している」

　これはお世辞ではないと、優しい瞳が物語っている。こんなにハッキリと仕事を褒めてもらったのは初めての経験で、喜びが胸いっぱいに広がった。

「ありがとうございます」

「……そういう素直なところにも惹かれるな」

「え？」

　デスクに寄りかかっていた身体を起こした望月さんは、私の手からモップを取り上げるとロッカーに片づける。そして足音を響かせながら、一歩一歩ゆっくりと私に近寄ってきた。

　望月さんの足音とシンクロするように、私の鼓動もドキドキと音を立てる。

　これから何が起きるのか。期待と不安を胸に抱えながら、歩み寄る望月さんの姿を目で追った。

「一条さんって彼氏いるの？」

　突然、仕事と関係ないことを聞くのは、どうして？　これじゃあ、まるで……。

　期待だけが大きく膨らんでいく中、私の瞳を真っ直ぐに見つめる望月さんに向かって返事をした。

「彼氏なんていません」

「だったら、俺と付き合ってくれないかな？」

　飾り気のないストレートな望月さんの告白は、弓矢のように私の胸を力強く貫いた。もちろん答えは決まっている。だって私は、真摯に仕事に打ち込む望月さんに密かに恋焦がれていたのだから……。

「はい。お願いします」

　開放感のある透明なパーティションで区切られたミーティングルームは、開発事業部のフロアから丸見え。でも今は昼休み。望月さんと私だけの時間を邪魔する人は誰もいない。

　細くて長い望月さんの指が、私の頬にかかる短い毛先を優しくすくい上げる。

　髪の毛に触れられただけなのに身体全体が熱く火照ってしまった。恥ずかしくて俯くことしかできない私の毛先から、望月さんの指先が優雅に流れて頬に辿たどり着く。

　眼鏡のブリッジを上げる望月さんの指の動きを見るのが好き。でもそれ以上に、頬に感じる望月さんの指先のぬくもりは、もっと好きだと思った。

「触れただけでこんなに真っ赤になるなんて……キスしたらどうなるんだろうね？」

　ドキドキと心臓が音を立てる中、望月さんの甘い声が耳に届く。

　私の頬に触れていた望月さんの指先が、滑るように行き着いた場所は顎先。その指先に力がこもると、私の顔は簡単に上向く。

　余裕がありすぎる望月さんが少しだけ憎らしくなった私は、柄にもなく強がってしまった。

「た、試してみますか？」

「いいの？」

「……望月さんなら……いいです」

　その瞬間、自分から誘うようなことを言ってしまったことを激しく後悔した。だって私は、キスをした経験が一度もないのだから。

　どうしたらいいのかわからず、取りあえず望月さんの前でギュッと目を閉じる。

　いよいよファーストキスを経験する時が来た。

　そう覚悟した私に降り落ちてきたのは、望月さんの唇ではなかった。

　力が入りまくった私の頭の上に、望月さんの大きな手が乗る。閉じていた目を薄っすらと開けると、今まで見たことのない柔らかな表情を浮かべた望月さんが、私の頭をポンポンと撫でていた。

「一条さんの反応がかわいいから、つい意地悪をしちゃったよ。ごめんね」

　優しさが滲み出た微笑みを目にした途端、全身の力が抜けてしまう。

「おっと。大丈夫？」

　ふらついた私の身体を支えてくれたのは、たくましい望月さんの腕。でもたくましいのは腕だけではなく、その胸板も厚くて温かいものだった。

「望月さん。笑わないでくださいね。実は私……初めてなんです」

　望月さんのぬくもりを感じた瞬間、強がることも見栄を張ることも無意味に思え、私はありのままの自分をさらけ出した。

「うん。そうじゃないかと思った」

「えっ、どうして？」

　二十五歳にもなってキスしたことがないと打ち明けた私を見つめながら、望月さんはクスクスと笑い出した。

　もう！　笑わないでって言ったのに……。

　少しだけ頬を膨らませた私の顔を覗き込むと、望月さんは笑い声をごまかすように小さく「コホン」と咳ばらいをした。

「一条さん、目を閉じながらタコみたいに顔を真っ赤にして唇を尖らせるからさ。ああ、キスするの初めてなんだなって思った」

　嘘……。穴があったら入りたいよ。

　俯きながら、間抜けなキス顔をさらけ出してしまったことを後悔していると、望月さんの腕に力がこもった。

「ごめん。もう笑わないから、顔を上げてくれないかな？」

　甘く囁くように言われたら、従うしかなかった。少しだけ顔を上げて、ゆっくりと視線を向ければ、望月さんの端麗な顔がすぐ目の前に現れる。近すぎる望月さんとの距離は、私の心拍数をさらに上げた。

「参った。そんなふうに上目遣いでかわいく見つめられたら、我慢できないよ」

「かわいいだなんて……」

　そんなことを言われ慣れていない私は、すでにキャパオーバー。

　これじゃあ午後の仕事が手につかないと思っていた矢先、顎に手を添えられる。そして徐々に望月さんの顔が近づいてきて、瞳を閉じる前に唇を奪われた。

　生まれて初めてのキスに戸惑いながら、望月さんの眼鏡を見つめていると、あっという間に唇が離れていく。唇を軽く重ねただけのキスが終わると、望月さんは私を抱きしめていた腕をゆっくりと解いた。

「それじゃあ、食事に行こうか。といっても、一条さんと一緒に食べるわけにはいかないけど。悪いけど、このプロジェクトが終わるまでは俺たちのことは内緒にしてもらえるかな？　一条さんに何か頼むたびに変な目で見られるのはごめんだから」

　まるで仕事の指示をするかのような冷静な言葉に、ハッと我に返る。

「は、はい。もちろん」

「うん。ありがとう」

　望月さんの切り替えの早さに、ファーストキスの余韻が冷めないのは、私だけ？と少しだけ寂しさを感じた時……。

「若葉。今度キスする時は目を閉じること。いいね？」

　望月さんは、腰を屈めると私の顔を覗き込んだ。

　思わず『今度っていつですか？』と聞き返してしまいそうになり、慌てて口を閉じる。

　だって、そんなことを口にしたら、もう一度キスをしたがっているみたいじゃない。

「は、はい！」

　急いで返事をすると、望月さんは瞳を細めながらクスクスと笑い出す。

「いい返事だ。二度目のキスを楽しみにしているよ」

　意外と笑い上戸なところも、歯の浮くようなセリフをサラリと言うところも、新たな発見。今まで知らなかった望月さんの一面がこれからひとつずつ増えていくことを楽しみにしながら、ミーティングルームを後にし、食堂に向かう。

　胸がいっぱいでランチなんか喉を通らない。そう思いながら――。




　私と望月さんのこんな経緯を知らない佐和子先輩と有紀ちゃんは、数メートル離れた席でＢ定食の中華丼を食べている望月さんを見つめながら、会話に花を咲かせていた。

「あぁ……メガネ男子。萌もえるよねぇ」

「確かに。でもアタシは、望月さんの眼鏡を外した素顔が見てみたいなぁ」

　望月さんの素顔!?　そうか。まだ私は望月さんとキスしかしていないけれど、いずれは眼鏡を外した望月さんと……いやん！　でも望月さんだったらきっと、初めての私を男らしくリードしてくれるはず……。

　佐和子先輩と有紀ちゃんの会話を聞きながら、ベッドの上で繰り広げられる未知なる世界を思わず妄想してしまう。

「若葉ちゃん？　顔赤いわよ。もしかして熱でもあるんじゃないの？」

「本当だ。食事も進んでないようだし。医務室に行きますか？」

「だ、大丈夫です！　食欲だってモリモリありますから。ほら、ね？」

『ランチタイムに桃色な妄想をしていました』なんて、ふたりに白状できるはずない。

　スプーンですくったオムライスを慌てて口に入れてみせれば、ふたりはキョトンとしながら顔を見合わせる。

　私は視界の端にチラチラと映る望月さんを意識しながらも、これ以上ふたりに不審がられないよう、オムライスを食べることに集中した。




　金曜日。いつものように雑務をこなしていると、あっという間に午前の業務時間終了を知らせるチャイムが鳴り響いた。

　プロジェクトに追われている開発事業部も、昼休みは、腹が減っては戦ができぬとばかりにもぬけの殻になる。私もお財布を手にすると、エレベーターフロアに向かった。

　十階のフロアでエレベーターが到着するのを待つ人々の中に、松まつ本もとチーフと望月さんの姿を発見した。

　松本チーフは入社十年目。今回、光が丘北口商店街再開発プロジェクトのチーフに抜ばっ擢てきされて張り切っていると、望月さんから聞いている。

　その松本チーフと会話をしながら少しだけ笑みを浮かべている望月さんの横顔はとても爽やかで、つい見とれてしまいそうになる。

　いったい、何の話をしているの？　できることなら会話に加わって、望月さんと同じ時間を共有したいな。

　そんなことを考えていると、ポンという軽快な音と共にエレベーターが十階に到着する。

　ラッシュ時の満員電車ほどではないけれど、エレベーターはそれなりに混雑している。人波を縫って少しずつ奥に進めば、いつの間にか隣には望月さんの姿があった。

　驚きながら顔を上げると、チラリと私を見た望月さんと視線が合う。たったそれだけのことなのに、私の心臓はドキリと跳ね上がってしまった。

　食堂に向かうエレベーターが上昇しても、私の鼓動は早鐘を打ち続ける。けれど、さらに私の胸を高鳴らせる出来事が起きた。

　パーソナルスペースなど存在しないエレベーターの中で、私の指先に甘い衝撃が走る。その正体は、隣にいる望月さんの長くて細い指だと、すぐにわかった。

　望月さんの指先は、私の手の甲の上を滑るように何度も往復を繰り返す。黙ったままエレベーターの階数表示を見つめている望月さんの無表情な横顔からはとても想像できない指先の動きは、さらにエスカレートしていった。

　望月さんは、私の指と指の間に自分の指先を絡ませる。強弱を繰り返すその動きは、まるで弄ばれているようで、私の身体は次第に熱く火照っていった。

　きっと望月さんは私の反応を楽しんでいる。だけど、初めてキスを交わそうとしてタコみたいな顔をさらけ出した時のような失敗は二度としたくない。

　だから私は望月さんを見習って、冷静を装おうとした。けれど、それは恋愛初心者の私には、ちょっと高度なテクで無理だったみたい。

　執しつ拗ように指を絡められた私は、もうどうしたらいいのかわからなくて、パニック寸前。ただ恥ずかしさだけが高波のように押し寄せて、俯くことしかできなかった。

　食堂がある階にエレベーターが到着すると、望月さんの指は私の手からあっという間に離れていった。望月さんの横顔は相変わらず何事もなかったかのように涼しげで、振り回されたことが少しだけ悔しい。

　いつか望月さんに『参った』って、言わせてみたいな……。

　そんな夢みたいなことを考えながら、エレベーターから降りた私は食堂に向かった。




　楽しいランチタイムが終わる頃、私のスマホにメールが届く。差出人はさっき私を弄んだ望月さんだった。

　佐和子先輩と有紀ちゃんと食堂の前で別れた私は、普段利用しない階段を下りると、誰もいない踊り場でメールを開いた。

【さっきは意地悪をしてごめん。でも若葉のかわいい反応を見ることができて満足したよ】

　望月さんったら、意地悪をしたって自覚があるんだ。それに私のこと『かわいい』だなんて……少し照れくさい。

　いったいどんな返信をすればいいのか、すぐに思いつかなくて、一段ずつ階段を下りながらアレコレと頭を悩ませる。そのうちに、あっという間に開発事業部がある十階に到着してしまった。

　時計を見れば、あと十分で午後の業務が始まってしまう。焦りながらスマホに返信を打ち込んだ私は、歯を磨くためにパタパタとトイレに足を進めた。




　トイレでメイクも直して開発事業部に戻ると、すでにデスクで仕事の準備をしている望月さんと目が合った。いつもなら、目が合うと私にだけわかるように笑みを浮かべてくれるのに、背中を向けると、肩を小刻みに震わせ始めた。

　声こそ聞こえないけれど、私には望月さんが笑っているとすぐにわかった。だって望月さんが意外に笑い上戸だということを知っているから。

　仕事中は隙を見せることのない望月さんが、肩を震わせながら笑っている珍しい姿を目にした開発事業部の人たちは、みな一様に驚きの表情を浮かべている。もちろん隣のデスクの松本チーフも、そのうちのひとりだ。

「望月、どうした？　俺の顔に何か付いているか？」

「いえ。ちょっと思い出し笑いを……」

「はぁ？　そんなにおもしろいことなら俺に教えろよ」

「あー、それは無理です」

　松本チーフにキッパリと断った望月さんは、また肩を震わせ始めた。

　思い出し笑いをするほど何がおかしいのか私にもサッパリわからない。首を傾げながら私が望月さんの横を通り過ぎようとすると、不意に呼び止められた。

「あ、一条さん。あの件、了解だから」

「あの件？」

「そう、あの件」

　望月さんの言葉は意味深で、何の件なのか、すぐにはわからなかった。でも『あの件』と、言われて思い当たるのは、さっき返信したメールしかない。

　恐らく望月さんは、私のメールに対して直に返事をしてくれたのだろう。

　散々悩んだ挙句、私が返信したのは【また、手を繋いでください】という短いメール。

　だけど、これのどこがそんなにおかしいの？

　でも、望月さんの笑顔が見られたことと、また手を繋いでくれると約束してくれたことは単純に嬉しい。

「はい。よろしくお願いします」

　喜びを隠しながら望月さんに一礼をすると、午後の業務に取りかかった。

　あと一時間で定時の午後六時を迎える頃。松本チーフが、ファイリングをしている私の元に神妙な顔で近寄ってきた。

「一条さん。急で悪いんだけれど、明日、休日出勤をお願いできないかな？」

『明日』と聞いた私の頭に浮かんだのは、ある催し。

「もしかして住民説明会ですか？」

「そうなんだよ」

　つい先日、私は『光が丘北口商店街再開発事業案』という、難しいタイトルの資料を作成したばかり。そこには、明日の午後六時から光が丘北口商店街で住民説明会が執り行われることが記載されていた。

「実は、その住民説明会の受付をするはずだった女性社員の身内に不幸があってさ。代わりに受付を一条さんにお願いできないかな？」

　再開発プロジェクトのことを詳しく知らない私が受付をして大丈夫なのだろうかと、一瞬、不安が過る。だけど雑務しかこなせない私に任せようと思ってくれたことが嬉しくて、不安はあっという間に消え去った。

「はい。ぜひ、やらせてください！」

「ありがとう。助かるよ」

　松本チーフはホッとした表情を浮かべると、一転して豪快な笑顔を私に向ける。けれど、眉間にシワを寄せた望月さんがそんな和やかな雰囲気を壊した。

「松本チーフ。俺は一条さんが受付をするのは反対です」

「どうしてだ？」

「きっと当日は荒れます」

「それくらいわかっている。だから、一条さんには受付が終わったら帰ってもらうつもりでいる」

　お互いに一歩も引かないやり取りが目の前で繰り広げられる。当の私を差し置いて言い合うふたりを仲裁するように声を上げた。

「あの！　質問していいですか？」

「あ、ああ。どうした？」

　松本チーフはエキサイトしてしまったことを反省するように、俯きながら頭を掻いた。

「住民説明会が荒れるってどういうことですか？」

　再開発プロジェクトは問題なく進行して、明日の住民説明会は形式的なものだと思い込んでいた。

　松本チーフは両腕を身体の前で組むと、渋いお茶を飲んだような表情を浮かべた。

「実は光が丘北口商店街の住民から、再開発プロジェクトに反対する意見が出されている」

「そうなんですか？」

「まあ、こういったプロジェクトでは、立ち退きの問題とか日照権の問題とか、反対意見が出るのはそう珍しいことではないんだが……」

　松本チーフの視線が、私から望月さんに移動する。

「ただ稀まれに、主張が強い輩がいるのも事実だ。だから、望月は一条さんが受付をすることに反対した。だろ？」

　松本チーフの質問に、望月さんはすぐに頷いた。

「はい。俺は、一条さんを危険な目に遭わせたくありません」

　私と付き合っていることはまだ内緒にしてほしいと、望月さんは確かに言った。それなのに、ピンチのヒロインを守る騎士ナイトのような言葉を恥ずかしげもなく口にするなんて……。

　松本チーフの目の前で、そんな大胆なことを言ってしまって大丈夫なのかしら？という気持ちと、私を心配してくれて嬉しいという気持ちが心の中で入り混じる。

「望月の気持ちはわかった。でもな、二カ月間、一緒に働いてきた一条さんを、俺はただのヘルプだと思っちゃいない。彼女も再開発プロジェクトの仲間だ。違うか？」

　松本チーフは、熱くて真っ直ぐな視線を望月さんに向ける。

「……はい。そのとおりです」

　松本チーフの言葉を聞いた望月さんは瞳を伏せると、大きく頷いた。

「だからこそ、一条さんに受付を頼みたいんだ」

　松本チーフと望月さんは、雑用しかできない私のことを仲間だと認めてくれた。そのことが何よりも嬉しくて、鼻の奥がツンとして涙が込み上げる。

「松本チーフ。それから望月さん。ありがとうございます。私、明日の受付をがんばります」

「ああ、よろしく頼むよ。一条さんのサポートは俺がするから安心してくれ」

　松本チーフのありがたい言葉にホッとしたのも束の間、望月さんがすぐに口を挟む。

「当日、一番忙しいのは部長と松本チーフのはずです。一条さんのサポートは俺に任せてください」

　そう言って、望月さんは私に向かって早口でまくし立てた。

「一条さん。受付の最中にわからないことを聞かれたり、不安なことがあったりしたら、すぐに俺を呼ぶこと。いいね？」

「はい」

「うん。いい返事だ」

　仕事中にもかかわらず眼鏡の奥の瞳を細めながら頷く望月さんの姿を目にしてしまったら、その優しい笑顔をずっと見ていたいと思ってしまう。

　でも公私混同をしてはいけない。私は名残惜しく望月さんから視線を逸らすと、松本チーフと向き合った。

「松本チーフ。明日は何時に集合ですか？」

「俺たちは早めに行くけど、一条さんは午後五時に現地に来てくれればいい。よろしくな」

「はい」

　本来ならば休日出勤を楽しみにする人などいないはず。でも私にとっては、休日出勤も、受付をするのも、初めての体験。その上、再開発プロジェクトの一員と認められて、開発事業部の役に立てる仕事を任されたことが嬉しい。

　私は心を躍らせながら、途中だったファイリングの作業に再び取りかかった。




　住民説明会当日。

　普段はオフィスカジュアルなスタイルで仕事をしているけれど、受付をする今日は、面接の時のように外見に気をつけ、白いブラウスの上に紺色のスーツを着ることにした。

　受付は会社の顔。やはり第一印象は大事だと思うから。

　でも、スーツにベーシックな黒のパンプス姿で、Ａ４サイズのファイルが入る黒のバッグを肩からかけた私は、どこから見ても就活中の学生みたいだ。

　先週、光が丘北口商店街に行った際、『メイド・イン・イタリーか。学生にしては贅沢だな』と言った響さんの言葉がふと頭に蘇よみがえった。

　今日の説明会に響さんは来るのだろうか。私が光が丘北口商店街再開発プロジェクトを進める野口不動産の社員だと知ったら、どんな反応を示すだろう。

　一度しか会ったことがない響さんの姿を思い出しながら、私は電車に揺られて光が丘駅へ向かった。




　住民説明会の会場は、商店街の一角にある町内会館。先週は明かりが消えていたから、その存在にまったく気がつかなかったけれど、山本時計店の二軒隣にあった。

「お疲れ様です」

「おお、一条さん。待っていたよ」

　町内会館の中に入ると、忙しく動き回っている松本チーフが出迎えてくれる。

　閉店した呉服屋さんをリフォームした町内会館は畳敷きで、すでに折り畳みのローテーブルと座布団が配置済みだった。

「望月！　一条さんに受付の説明を頼む」

　松本チーフは、ローテーブルの上に出席者の方々が飲むペットボトルのお茶を置きながら、望月さんに声をかけた。

「はい」

　町内会館の奥から姿を現した望月さんも、説明会のタイムテーブルを片手に忙しそうだ。

「一条さん。受付は外だから」

　そう説明した望月さんは、一段高くなっている畳敷きのスペースから下りると、革靴を履いて外に出た。

「このノートに名前と住所を書いてもらったら、資料を渡す。どれくらい時間がかかるのか聞かれたら、『一時間の予定です』って答えて」

「はい」

　いよいよ住民説明会が始まると思うと、緊張感が増してくる。ゴクリと喉を鳴らしながら望月さんの指示に頷いていると、クスクスという笑い声が横から聞こえた。

「俺がいるから、そんなに緊張しなくて大丈夫だよ」

　頼りがいのある望月さんの言葉に、一気に心が和らぐ。

「はい。ありがとうございます」

「それにしても、今日の若葉は就活中の女子大生みたいだね」

　気にしていたことをズバリと指摘されてしまった私は、作業の手を止めると頬を膨らませた。

「もう！　望月さんったら、こんな時に冗談は言わないでください」

「冗談じゃないよ。きっと住民説明会に来る人たちも、内定者の研修かと思うんじゃないかな？」

　五つ年上の望月さんに釣り合うような魅力的な女性になることを密かな目標としている私にとって、嬉しくない言葉の連打に気分が落ち込んだ。

「そんなに私って学生っぽいですか？」

　ほぼ半泣きに近い状態で隣に視線を向けると、望月さんの肩が小刻みに震え出す。

「若葉って、いじめがいがあるね。ほんと、かわいいよ」

　目を細めながらクスクスと笑い出した望月さんを見つめれば、ようやくからかわれていたことに気づく。意地悪な望月さんに対して、ますます頬を膨らませたい衝動に駆られた。

　けれど、思いがけず『かわいい』と言われたことが嬉しくて、からかわれたことなどすぐに帳消しになってしまう。

「望月さんの意地悪！」

「ごめん、ごめん。さて、一条さん。仕事モードに切り替えようか？」

「はい」

　私をからかう時は『若葉』、そして仕事の時は『一条さん』。公私混同することなく呼び名を使い分ける望月さんを尊敬してしまう。

「それから、遅れて来る人がいるかもしれないから、午後六時三十分までは受付にいてくれるかな。その時間が過ぎたら、気をつけて帰ること。いい？」

　私の緊張をほぐすために柔らかな笑みを見せていた姿とは一転、今の望月さんは眉根を寄せて、心配げな表情を浮かべている。だから私は、望月さんを安心させる意味合いを込めて、笑顔で元気よく「はい」と、返事をした。

　私の返事を聞いた望月さんは口角を少し上げると、大きく頷く。

「じゃあ、俺は中に戻るから」

　欲を言えば、もっとふたりきりの時間を楽しみたい。でも、今は仕事中。町内会館の奥へ戻っていく望月さんの背中を見送ると、気持ちを切り替えるように深呼吸をし、背筋を伸ばした。




　住民説明会が始まる三十分前になると、ポツリポツリと受付に人が姿を現す。初めのうちは緊張で顔が引きつっていた私も、次第に笑顔で応対できるようになっていた。

　そして、あと十分で説明会が開始される頃……。

「よお、姉ちゃん。好きな席に座っていいのか？」

　質問をしてきたのは、今、受付を済ませたばかりの白髪交じりの初老の男性。畳敷きのスペースに上がろうとしている彼の足元には、住民説明会に出席する人が脱いだ靴が散らかっていた。

　ちょうど訪れる人も見当たらない。私は散らかった靴を揃えるために受付から離れると、サンダルを脱ごうとしている初老の男性の横に並んだ。

「はい。特に指定はないので、どうぞお好きな場所にお座りください」

　にこやかに返事をした瞬間、今まで一度も経験したことのない出来事に見舞われた。

「やっぱ、いいね。若い娘コのケツは。カアチャンのとはハリが違う」

　違和感を覚えて振り向いた私が見たのは、自分のお尻に張りついているシワ立った手。しかも、お尻の上を舐め回すように動いている。

　驚きで声も出せず、身体も硬直してしまう。

　身動きの取れない私がすがったのは、町内会館の奥にいる望月さん。でも望月さんは部長と松本チーフと打ち合わせの最中で、私の視線に気づいてくれない。

　とにかくこの初老の男性から離れようと、震える足を一歩移動させた時、私のお尻に触れていたシワ立った手が宙に浮かんだ。

「おいおい、シゲさん。見境もなくサカっちゃダメでしょ。大企業のお姉さんに手を出したら、セクハラだって訴えられちゃうよ」

　初老の男性のことを『シゲさん』と呼び、グッドタイミングで登場したのは、靴工房・シエナを営んでいる響さんだった。先週、会った時と同じように、黒髪の毛先をあちらこちらの方向に跳ね上げさせたまま、棒付きキャンディーを口にくわえている。

「響ちゃん。セクハラって何だい？」

「セクシャルハラスメントって言ってさぁ。……まあ、大工だったシゲさんが知らないのは仕方ねえか」

　シゲさんという人の手首を離しながら呆れ顔を見せた響さんは、黒髪をワシャワシャと掻き上げた。

「シゲさんには、もう二度と尻を触らないように注意しておくから、許してやってくれ。悪かった」

　棒付きキャンディーを口から出した響さんは、私に向かって深々と頭を下げた。

　自分はちっとも悪くないのに、シゲさんという人の代わりに謝る響さんの行動に焦る。私は、慌ててお礼を口にした。

「い、いえ。こちらこそ助けていただいて、ありがとうございました」

　響さんに向かって頭を下げると、いつの間にか隣には望月さんの姿があった。

「何か不都合がありましたか？」

　響さんに対して話しかける望月さんの口調は、あくまでも穏やか。けれど眼鏡の奥の瞳は、冷静沈着そのものだった。

「いや。何もないよな？　野口不動産の……一条若葉さん？」

　首から下げている社員証を覗き込みながら、響さんは私の名前を呼んだ。

「え？　あ、はい」

　フルネームを口にした響さんの声に、初対面の時に身分を明かさなかった私に対する嫌味が含まれているように感じたのは、気のせい？

「そうですか。では、あと少しで説明会が始まりますので。受付はお済みですか？」

「いや。まだ」

　淡々と物事を進める望月さんを前に、響さんはふてぶてしく棒付きキャンディーを口に入れる。

「それでは一条さん、早く受付を」

「はい」

　ふたりの間を飛び交うのは、目には見えない火花。響さんはキャンディーをくわえたまま何も言わないけれど、その冷たい眼差しが、光が丘北口商店街の再開発に反対していると物語っていた。

　もうすでに、再開発プロジェクトチームと反対住民との戦いは始まっている。

　そう痛感した私は、緊張しながら望月さんの指示に従い、響さんを受付に誘導した。すると、そこにはもうひとり、面識のある人物が立っていた。

「キミはこの前のお嬢さんじゃないか」

　丸縁眼鏡の奥の瞳をビー玉のように大きくしながら驚いているのは、山本時計店のゲンさんだった。

「こんばんは。先週は失礼しました。こちらにお名前とご住所の記入をお願いします」

　ふたりに向かってノートを差し出すと、響さんが角ばった文字でスラスラと名前と住所を書き始めた。

「しかし大企業のやることは汚ねえよな。先週、コソコソとこの商店街に来たのは、こっちの弱みを探るつもりだったんじゃねえの？」

　名前と住所を書き終えた響さんはペンを投げるように置くと、イラ立ちながら黒髪を掻き上げた。

「そんなことありません！　先週は私が勝手に……」

「ふーん。まあ、そんなのどうでもいいけど。ほら、書いたから早く資料をくれよ」

　私の言葉を遮った響さんは、ムッとした表情を浮かべる。そして、野口不動産の社員である私と話すことを拒否するように、視線を逸らしたまま、手のひらを突き出した。

「あ、はい」

　響さんの横柄な態度にビクビクしながら、大きな手のひらに資料を乗せると……。

「一部じゃねえよ。ゲンさんの分も」

　私に向かってさらに手を突き出す響さんは、不機嫌そのもの。でも、それも仕方ない。だって私は、響さんの大切な場所である、靴工房・シエナを奪おうとしている敵なのだから……。

　資料を二部手にした響さんは、受付を済ませたゲンさんと共に畳敷きのスペースに上がる。

　時刻は午後六時。ふたりが席に着くと、予定どおり住民説明会が始まった。

　果たして、荒れるのか。荒れないのか。

　私は誰も訪れない受付で、町内会館の奥から聞こえてくる説明会の内容を聞くために耳を澄ませた。けれど聞こえてくるのは、淡々と資料を読み上げる部長の声ばかり。

　気づけば、時刻は午後六時三十分になってしまった。

　望月さんに心配かけないように、本当ならばこれで町内会館を後にしなければならない。でも、説明会が無事に終わるのかどうなのか、気になって仕方がない。

　少しでも帰る時間を引き延ばそうと、ゆっくりと受付の後片づけに取りかかる。それでも後片づけなど、あっという間に終わってしまった。

　次に私が起こした行動は、住民説明会の参加者の方々の靴を整えること。もちろん、その間はずっと説明会の内容に耳を傾けたまま。

　でも聞こえてきたのは、先ほどと同じ。抑揚なく資料を読み上げる部長の声が聞こえてくるだけだった。




　結局、住民説明会を最後まで見届けることができなかった私は、ガッカリしながら帰路についた。

「ただいま」

　自宅の玄関を開けると、母の日に私がプレゼントした赤いカーネーション柄のエプロンを身に着けた母が出迎えてくれた。

「お帰りなさい。ご飯は？」

「まだ食べていない」

「じゃあ、もうすぐでき上がるから、着替えてらっしゃい」

「はい」

　階段を上がって自分の部屋に辿り着くと、ベッドの上に身体を投げ出す。

「ああ……疲れた」

　これが初めての休日出勤を終えた感想。笑顔で住民説明会の参加者の応対をすることは、私が予想していた以上に緊張するものだった。

「ふう」と息を吐き出しながら部屋の白い天井を見つめていると、望月さんと響さんが住民説明会の会場で対たい峙じしていた姿が目に浮かぶ。

　今頃、住民説明会はどうなっているんだろう。

　そんなことを考えていると、次第に瞼まぶたが重くなってきた。睡魔に引きずられるように上下の瞼がくっつきそうになった時……。

「若葉ちゃん！　ご飯よ！」

　私を呼ぶ母の声で現実に引き戻される。

「はーい。今、行きます！」

　スーツ姿のままだったことを思い出し、手早く着替えを済ませる。そして母のおいしい料理を楽しみに、ダイニングへ向かった。




　食事とお風呂を済ませて自分の部屋に戻ると、スマホがタイミングよく音を立てた。

「もしもし、望月さん？　お疲れ様です」

《若葉も今日はお疲れ様》

「望月さんは今、帰りですか？」

《ああ、電車から降りて家に向かっている途中だよ。あのさ、急だけど、明日、用事ある？》

「いえ、何も」

《だったらさ、明日、俺とドライブデートしてくれないかな？》

　再開発プロジェクトに追われて忙しい毎日を送っている望月さんには、ゆっくりと身体を休める日が必要だと思っていた。でも、初めてのデートに誘われれば、ノーと言えない自分がいた。

「はい。喜んで」

《じゃあ明日の午前十一時に『桜さくら台だい駅えき』の北口ロータリーで待ち合わせしようか》

「はい！」

《いい返事だ。じゃあ、明日》

　一日中、住民説明会に関わっていた望月さんはきっと疲れているはず。でも、住民説明会のことがどうしても気になってしまった私は、スマホ越しの望月さんを思わず呼び止めてしまった。

「あの、望月さん。住民説明会ですけど……無事に終わったんですか？」

《ああ、予想よりもスムーズに終わった。だから明日、休日出勤する必要がなくなってさ。こうして若葉をデートに誘ったってわけ》

「そうだったんですね」

　住民説明会が無事に終わったことを知り、ホッと胸を撫で下ろす。同時に、望月さんからデートに誘われた喜びがヒシヒシと湧き上がってきた。

「望月さん。明日、楽しみにしています」

《俺も楽しみだよ。じゃあ、おやすみ》

「おやすみなさい」

　私は通話を終わらせると、嬉しさのあまりベッドにダイブした。

　ドライブデートって、もちろん望月さんが運転するんだよね？　ハンドルを握る望月さんは、絶対に格好いい！　ああ、興奮しちゃって今夜は眠れないかも！

　枕を胸に抱え、ベッドの上で身体を回転させながら、アレコレと想像を膨らませる。

　……あっ！　明日、何を着ていこう。

　ベッドから弾けるように起き上がると、クローゼットの扉を勢いよく開く。

　今日の住民説明会の時のように、就活中の女子大生みたいだなんて言われたくない。望月さんに釣り合うような格好をしなくちゃ。

　クローゼットから、シャツやブラウス、スカートにパンツ……と、あらゆる服を取り出し、鏡の前で身体に当てる。でも、これだ！というスタイルがなかなか決まらない。

　長い時間をかけて最終的に私がチョイスしたのは、白いレース素材のフレアワンピース。足元には、バラのコサージュが飾られたオフホワイトのバレエシューズを合わせることにした。

　決して大人っぽくはないけれど、子供っぽくもないはず。オフィスとは少し違う私の姿を見たら、望月さんは何て言ってくれるのかな？

　そんなことを考えながらベッドに入ると、明日のデートを楽しみに瞳を閉じた。










三．ファーストデート




　頬を撫でる爽やかな風を感じながら、スカートの裾を揺らして、待ち合わせをした桜台駅に急ぐ。平日の駅は、スーツを着た会社員や制服姿の学生ばかりが目立つけれど、日曜日の今日は、小さな子供連れの家族や仲よさげに腕を組んでいるカップルで賑わっている。

　北口のロータリーに着くと、私に向かって車のクラクションが軽快に鳴り響いた。

「若葉！」

　私の名前を呼びながら、シルバーメタリックの車の運転席から颯爽と姿を現したのは、望月さん。会社では縁なし眼鏡がトレードマークだけれど、オフの今日は黒のスクエアフレームの眼鏡をかけている。

「望月さん、眼鏡……」

「ああ、これは休日用。仕事の時よりも度が弱いんだ」

　そう言いながら、望月さんは眼鏡のブリッジを中指で押し上げた。

　いつもと違うのは、眼鏡だけではない。Ｖネックのボーダーシャツにネイビーパンツというシンプルなスタイルの望月さんは、文句なしに格好いい。

「そうなんですね。いつもの眼鏡も似合っていますけど、今日の眼鏡も……素敵です」

　会って早々に褒め言葉を口にするのはちょっぴり恥ずかしいと思いながらも、自分の素直な気持ちを伝えると、隣に並んだ望月さんは身体を屈めて私の顔を覗き込む。

「眼鏡だけ？」

「え？　いえ、もちろん今日の服装も素敵だし、服装だけじゃなくて……望月さんはその……いつも素敵です」

　これじゃあ、遠回しに『望月さんが大好きです』って告白しているみたいじゃない？

　恥ずかしさのあまり徐々に頬が熱くなっていくのを自覚していると、身体を起こした望月さんがクスクスと笑い出した。

「ありがとう。そんなに褒めてくれて嬉しいよ」

　望月さんの笑顔に、いつも以上に私の心臓がドキリと大きく跳ね上がるのは、見慣れないスクエアフレームの眼鏡のせいかもしれない。

　以前、佐和子先輩が昼休みにふと漏らした『あぁ……メガネ男子。萌えるよねぇ』という言葉が、今は妙に納得できた。ぽうっと呆けながら、望月さんを見つめる。

「どうした？」

「い、いえ。何でもありません」

　慌てて視線を逸らした時、望月さんの大きな手のひらが腰に添えられた。

「どうぞ。乗って」

　望月さんは車の助手席のドアを開けると、スムーズに私をエスコートしてくれる。私は助手席に腰を下ろすと、シートベルトを締めた。

　助手席のドアを閉めて運転席に乗り込んだ望月さんも、シートベルトを締める。

「急に誘って悪かったね」

「いえ。デートに誘っていただいて嬉しかったです」

　光が丘北口商店街再開発プロジェクトが落ち着くまで、デートはおあずけだと思っていた。だから、こうして望月さんとデートできることがとても嬉しい。

「じゃあ、出発するよ」

「はい」

　ハンドルを握る望月さんの姿を見るのは、もちろん初めて。チラチラとバックミラーを確認する視線も、ハンドルを握る腕に浮き出る血管も、男らしくて頼りがいがあって、心臓がドキドキと高鳴る。

　まさか、望月さんに聞こえていないよね？

　そう思いながら運転席を窺うかがっていると、今まで前方を見ていた望月さんが一瞬だけ私に視線を向けた。

「褒められたお返しじゃないけれど、そのワンピース、よく似合っているよ」

「本当ですか？」

「反則なくらい、かわいいよ」

「あ、ありがとうございま……す」

　お礼の言葉が尻すぼみになってしまったのは、昨日すごく悩んだ服装を褒めてくれる望月さんのストレートな言葉に照れてしまったから。

　ふと窓の外に目をやると、梅雨入り前の澄み渡る青空に白い三日月が浮かんでいるのが見えた。

　バナナのような三日月を追いかけるように走るふたりきりの車中は、雲ひとつない今日の天気と同じく、穏やかな雰囲気に包まれて居心地がよかった。

　開発事業部にヘルプに来てから二カ月とちょっと。まだまだ私は望月さんのことを知らない。

　望月さんの好きな食べ物は何？　望月さんの趣味は？　望月さんの初恋はいつ？

　聞きたいことが次々に浮かび、何から質問しようか頭を悩ませる。その時……。

「若葉。昨日、靴工房・シエナの五十嵐 響と何があった？」

　突然、望月さんの口から響さんの名前が出て、心臓が大きな音を立てて跳ね上がった。普段聞くことのない低い声に、何か怒っているのだろうかと不安になる。

　だけど、よくよく昨日のことを思い返せば、響さんと何かあったと思われても仕方がない。

　望月さんが目撃したのは、住民説明会で私と響さんがお互いに頭を下げ合っている姿。その場では響さんは『何もない』と言ったけれど、何もないのにお互いが頭を下げるはずがない。

　とはいえ、わざわざ隠す必要もないことなので、望月さんに素直に話すことにした。

「私……住民説明会の受付をしている時、お尻を触られたんです」

「は？　五十嵐 響に？」

　望月さんは驚きの声を上げると、ハンドルを握ったまま、一瞬だけ私を見た。

「違います。シゲさんっていう人にです。その時、私を助けてくれたのが五十嵐さんなんです」

　望月さんをチラリと横目で見つめれば、悔しそうに下唇を噛みしめていた。

「俺がいるから大丈夫とか言っておきながら、ちっとも気づいてやれなくて……ごめん」

「望月さんは何も悪くありません！　だから謝らないでください」

「でも、若葉がお尻を触られたことも、若葉を助けたのが俺じゃなくてアイツだったことも……悔しいよ」

「望月さん……」

　もしかして、これって独占欲？

　悔しがる望月さんを前にして、こんなことを思ったら怒られるかもしれない。でも、普段は冷静な望月さんから飛び出したヤキモチのような言葉は、正直、嬉しかった。

　望月さんのその気持ちに応えるために、先週の出来事も打ち明けることにした。

「実は私、五十嵐さんと山本時計店のご主人とは面識があるんです」

「え？　どうして？」

「先週、光が丘北口商店街に視察に行ったって話をしましたよね？」

「ああ、そのことは聞いたよ」

「その時……」

　好奇心で山本時計店を覗いたこと、その際に響さんにお客さんだと間違われたこと、履いていたパンプスが壊れて靴工房・シエナで修理を依頼していることなどを手短に話した。

「……へえ。そんなことがあったなんて、知らなかったな」

　望月さんはそう言うと、ハンドルを握る手に力を込める。

「何か言いそびれてしまって……ごめんなさい」

「いや、若葉が謝る必要はないけどさ。でも……」

「でも？」

「もう俺に隠し事はしないでほしいな」

　口調はあくまでも穏やかだけれど、眼鏡の奥の瞳はちっとも笑っていなかった。

「はい……」

　ついさっきは、望月さんの独占欲を嬉しいと思ったはずなのに……。

　今は怖いくらいの雰囲気を醸し出している望月さんの横顔に混乱してしまい、ワンピースのスカートをギュッと握りしめる。

　そんな私の様子に気づいた望月さんは、ちょうど赤になった信号の手前でブレーキをかけると、口元を上げながら優しく微笑みかけてくれた。

「仕事の話はこれで終わりにしようか。折角のデートが台無しになっちゃうからね」

「はい」

　いつもの望月さんに戻り、ホッとする。

　今日はふたりにとって初めてのデート。望月さんの言うとおり、仕事の話ばかりしていたらもったいない。しっかり楽しまなきゃ。

　望月さんは大きな手で私の頭をポンポンと撫でると、信号が青になるのと同時に車を発進させる。

「若葉ってさ、辛いもの好き？」

「辛いもの？」

「うん。俺の予想だと、お寿司はさび抜きを注文していそうなんだけど」

「どうしてわかるんですか!?」

　今まで一度も望月さんと一緒に食事に行ったことはない。それなのに、わさびが苦手だと言い当てられて驚く。

「あはは、やっぱり。俺、若葉が時々、小学生に見えるよ」

「小学生って、ひどい！　せめて中学生って言ってくれませんか!?」

「え？」

　ハンドルを握ったまま、望月さんは声を上げて笑い出す。何がそんなにツボにハマッたのかよくわからないけれど、笑い上戸の望月さんを見ているのは好きだ。

「それでさっきの話の続きだけど、若葉って辛いもの好き？」

　望月さんには悪いけれど……好きかと聞かれれば、イエスとは答えられない。さりげなく望月さんから視線を逸らすと、運転席から大きなため息が聞こえた。

「そっかー。若葉、ごめん。実は今、向かっているのはカレー屋なんだ」

「そうなんですか？」

「うん。その店のカレーがすごくおいしいから、若葉に食べさせてあげたいなって、ずっと思っていたんだけど……」

　望月さんは申し訳なさそうに眉根を寄せると、黙り込んでしまった。

　初めてのデートで、いきなりの食の不一致!?

　これはピンチだと焦った私は、望月さんのテンションを上げるために必死になった。

「私、カレーは嫌いじゃないです。ただ、甘口しか食べられないんですけど。も、望月さんは、カレーが好きなんですか？」

「うん。大好き」

　望月さんは、さび抜きを注文する私のことを小学生みたいだと言った。けれどカレーを大好きだと即答した望月さんのほうが、小学生みたいだと密かに思う。

「他に望月さんの好きな食べ物は？」

「そうだな……焼肉とか寿司とか。あ、寿司はさび入りだけどね」

「そ、そうですか」

　さっきまで申し訳なさそうにしていたくせに、あっという間に意地悪な望月さんが復活する。

「若葉の好きな食べ物は何？」

「私はいちごとプリンと……あとアイスも好きです」

「デザートばかりだね」

「はい！　食後のデザートが一番好きです」

　私の返事に、望月さんが大きな声を上げて笑い出す。

「今、向かっている店にもいくつかデザートがあるから頼むといいよ」

「本当ですか！　楽しみです」

　私に向けられた望月さんの笑顔は、青空から降り注ぐ太陽の日差しにも負けないほど、まぶしい。その光り輝く笑顔を今日はひとり占めできると思うと、自然と笑みが零れてしまった。




　望月さんが運転する車は、順調に国道を進んでいる。まさかの食の不一致には慌ててしまったけれど、大好きな望月さんと一緒なら、どんなことでも楽しいと思えた。

　半分開けたウインドウから吹き込むのは、潮の香りを含んだ風。太陽の日差しを受けた海がキラキラと光を乱反射する様子を見ただけで、夏の到来が待ち遠しくなってしまう。

「若葉、もうすぐ着くよ」

　車窓から見える、どこまでも続く水平線から、ハンドルを握る望月さんへ視線を移す。

「本当ですか？」

「うん。あのさ、確認だけど、本当にカレーでいいの？」

「はい！　だってデザートもあるんでしょ？」

「ああ」

　望月さんはクスクスと笑い出すと、話を続ける。

「でも行列することで有名なお店だから、すぐには食べられないかも」

「大丈夫です。望月さんと一緒なら、どんなに待たされても平気ですから」

「かわいいことを言ってくれるね。あ、ほら、あそこがお店」

　望月さんの視線の先に、海沿いに建つ、白い壁が印象的なカレー屋さんが見えた。

「はい。到着」

　駐車場に車を停めて助手席から外に出ると、望月さんの言っていたとおり、すでにお店の前には行列ができていた。その列の最後尾に向かうため、望月さんの隣に並ぶと、当たり前のように手を握られる。

「また手を繋いでくださいって、お願いされたからね」

　からかうようにクスッと笑う望月さんは、やっぱり意地悪だ。でもオフィスとは違い、人目を気にしないで堂々と手を繋げるのはとても嬉しい。

　繋いでいる手に力を込めると、望月さんは眼鏡の奥の瞳を細めながら笑顔を見せてくれた。




　行列に並んでいる間も、カレーを食べている間も、私たちはたくさん言葉を交わした。おかげで、今まで知らなかった望月さんをいろいろと知ることができた。

　望月さんの好きな食べ物は、カレーと焼肉とお寿司。趣味は、サッカー観戦。初恋は、小学校二年生の時。ちなみに、その子の名前はエミリちゃんで、一度も好きだと伝えることができないまま、彼女は引っ越してしまったそうだ。

　それから、望月さんは実家で暮らしているということも教えてくれた。家族構成は、ご両親と三つ年下の弟さんと、ポメラニアンのベルちゃんの五人暮らし。最近の悩みは、忙しくてベルちゃんと散歩に行けないこと、らしい。

　店を出てからも、まぶしく降り注ぐ日差しを浴びて海岸をのんびりと散歩しながら言葉を交わしては笑い合った。

　黙っていたのは、水平線に沈んでいくオレンジ色の夕日を背に、唇を重ね合わせた時だけ。

　この時間が永遠に続けばいいのに。そうすれば望月さんとずっと一緒にいられるのに……。

　少しだけセンチメンタルな気分になり、隣にいる望月さんの横顔を熱く見つめていると、不意に視線が合った。

「若葉、この後だけど……」

　さっきまで光り輝いていた海も、今では夕日が沈んで、辺りには暗がりが広がっている。

「この後？」

「うん。そのさ……」

　望月さんはいつだって自信に満ち溢れていて、頼りがいがある。こんなふうに言葉に詰まるのは珍しい。

「どうしたんですか？」

「いや……今日は……帰りが遅くなっても大丈夫かな？って思ってさ」

　もっと一緒にいたいと思っていたのが自分だけじゃなくて嬉しい。だけど……。

「実はウチの門限は午後十時なんです」

　望月さんに対して申し訳ないという気持ちが込み上げ、力なく肩を落とす。

「えっ、門限？」

　私の言葉を確認するように、望月さんは慌てて腕時計に視線を走らせた。

「はい。だから、そろそろ……」

　道路が渋滞していたら、門限に遅れる可能性がある。望月さんには悪いけれど、そろそろ帰ったほうがいいのかもしれない。

　そう思っていると、望月さんは私の隣で大きなため息をついた。

「じゅ、十時って……今時の高校生よりも厳しくないか？」

「そうなんですか？」

「……かわいい若葉に今まで彼氏がいなかった理由が、なんとなくわかった気がする」

　望月さんは何度も頷きながら納得しているけれど、私には何が何だかちっともわからない。

「どういう意味ですか？」

「ん？　いや、何でもない。残念だけど、今日は門限に間に合うように送るよ。その代わり、若葉？」

　望月さんは指先を伸ばすと、私の顎を持ち上げる。

「はい」

「最後にもう一度キスさせて」

　そう言うと、望月さんは私が返事をするよりも早く、唇を荒く塞ぐ。

　徐々に熱を帯び始めるキスは、今まで交わしたどのキスよりも長くて深かった。




　少しだけ渋滞に巻き込まれながらも、無事、門限の前に自宅に到着した。望月さんは家の前に車を停めてハンドルの上に両腕を置くと、その上に顎を乗せる。

「へえ。さすがグループ会社の役員の家、豪邸だね」

　高い塀に囲まれたこの家に幼い頃から住み慣れている私にとって、これが豪邸なのかどうか、イマイチわからない。それよりも、望月さんが私の事情を知っていたことに驚いてしまった。

「私の父のこと……どうして知っているんですか？」

　フロントガラス越しに私の家を熱心に見つめていた望月さんは、ハンドルに腕を乗せたまま、こちらを向いた。

「人事部のあの子は会長の孫だとか、営業部のアイツはグループ会社の社長の息子だとか、そういった噂はあっという間に広がるからね」

「そ、そういうものなんですか？」

　まさか個人情報がそんな簡単に広がってしまうものだとは知らなかった。

　衝撃を受けている私とは対照的に、望月さんは当たり前のように頷く。

「まあね。野口リゾートの執行役員の娘がヘルプに来るって聞いた時は、どうせコピーもロクにできないお嬢様だろうと思っていたけれど……」

「けれど？」

「まさか働き者のお嬢様が来るとは思わなかった」

　望月さんの優しい微笑みは、暗がりの中でもよくわかる。

「そんなふうに褒めてくれるのは、望月さんだけです」

「若葉って鈍感だよね。自分がどれだけ魅力的なのか、ちっともわかっていない」

　鈍感なのは自分でも認めるけれど、魅力的という言葉は自分には当てはまらないと思った。

　だって世の中には、私よりキレイでかわいい女性がたくさんいるから……。

　唐突に褒められたことに戸惑っていると、望月さんは甘い言葉を口にした。

「俺が早々に若葉を口説いたのは、他の男に盗られないためだから」

「盗られるって……望月さん。私は全然モテませんよ」

「そういうところが鈍感だって言っているんだよ。若葉に好意を寄せている身近なヤツを俺は知っているし……」

　望月さんは私の隣で、よくわからないことをゴチャゴチャと呟いている。

　もうすぐデートが終わってしまうのに……。

　今日のデートが楽しかったことを伝えたくて、望月さんを黙らせるために運転席へ向かって身体を寄せた。

「望月さん」

「ん？」

　前を向いていた望月さんは、私の呼びかけでこちらを向く。

「今日は楽しかったです。ありがとうございました」

「俺も楽しかったよ。またデートしようね」

「はい」

　お礼の言葉だけでは満足できなかった私は、望月さんとの数センチの距離を自ら縮めた。瞳を閉じると、望月さんの唇に自分の唇を重ねる。

　時間にしたら、たった数秒のキスだったはず。唇が離れて瞳を開ければ、口角を上げている望月さんの顔が目に飛び込んできた。

「まさか若葉からキスされるとはね」

　望月さんの冷静な感想に羞恥心が全身を襲い、熱を帯び始める。

「……私も、まさか自分からキスするとは思ってもいませんでした」

　今の気持ちを正直に打ち明けると、望月さんの大きな笑い声が車内に響き渡った。

「若葉のそういう素直なところが好きだよ」

「私も望月さんのことがす……ぅん」

『好きです』と、最後まで言うことができなかったのは、望月さんに唇を熱く塞がれてしまったから。

　門限なんか、なくなってしまえばいいのに……。

　望月さんとの情熱的なキスに酔いしれた私は、心の中で強く願った。










四．突き返されたパンプス




　週明けの月曜日。開発事業部のミーティングルームで、先週の土曜日に開催された住民説明会の報告会が行われていた。

　松本チーフは『再開発プロジェクトの仲間だ』と言って、私のことを認めてくれた。けれど現実には、ヘルプの私がミーティングルームに入るのは、後片づけの時だけ。

　私が気になってしまうのは、やはり靴工房・シエナのこと。響さんは、やはり再開発に反対しているのか。そして望月さんはスムーズに進んだと言っていたけど、どんな話し合いが行われたのか。そのふたつが気になって仕方がない。

　頼まれた入力作業をこなしながら、透明なパーティションで区切られたミーティングルームをチラチラと覗いてみても、その答えを知ることはできなかった。




　平日の業務をこなして迎えた土曜日。

　特に用事もなかった私は、初めて光が丘北口商店街を訪れた時に壊れてしまったパンプスの代わりに借りた、黒いパンプスを返そうと思い立った。

　相変わらず人通りがない光が丘北口商店街を歩いていると、前方にモスグリーン色の外装のお店、靴工房・シエナが見えてきた。

　金色の丸いドアノブに手を伸ばすと、ウッディな木目調の扉を開ける。

「こんにちは」

　独特な革の匂いが鼻先に漂い、ミシンの機械音が耳に響く。視線を巡らせると、デニム地のエプロンを身に着けてシルバーのミシンに向かう響さんの姿が目に飛び込んできた。

　響さんは私に視線を向けると、作業の手を止めた。

「オマエと交渉をする気はないぞ」

「交渉？」

　予想外の言葉に首を傾げると、響さんは呆れるように大きなため息をついた。

「オマエ……本当に野口不動産の社員か？」

「私はつい最近、総務部から開発事業部に異動になったばかりなんです」

「そんなこと、俺には関係ねえよ。とにかく、今日は何の用でここに来た？」

　響さんは面倒くさそうな顔で、寝癖の残る黒髪をワシャワシャと掻き上げた。

　私は手にしている袋の中から、この前借りたサンプルの黒いパンプスを取り出す。

「先日はありがとうございました。今日はこのパンプスを返しに来ました」

「あ、そ。じゃあ、そこの作業台の上に置いてくれ。用事はそれだけか？」

「はい、そうです」

　私の返事を聞いた響さんは手元に視線を戻すと、ミシンがけを再開した。レトロ感溢れるミシンがリズムよく動く様子は、見ていて飽きない。

「あの！　見学してもいいですか？」

　ミシンの音に負けないように声を張り上げたつもりだった。けれど、私の質問は響さんの耳には届いていないようだ。

　だったら、仕方ない。勝手に居座ることにしてしまおう。

　作業の邪魔にならないようにと気を遣いながら、響さんの斜め後ろに木製の丸イスを移動させると、静かに腰を下ろす。すると私の行動に驚いた響さんは、ミシンがけをしていた手を止めた。

「オマエ……何してる？」

「見学してもいいか、さっき聞いたんですけど、返事がなかったので勝手に見学させてもらうことにしました」

　私の開き直った言葉に、響さんは少し大げさに天を仰いだ。

「こんな地味な作業を見ても、おもしろくないだろ」

　ミシンがけを再開した響さんは、振り返ることなく大きな声で言い切る。だから私もミシンの音に負けないような声を上げ、もう一度お願いをした。

「そんなことありません。だから見学させてください」

「勝手にしろ」

　無愛想に言い捨てると、響さんは、ひと針、ひと針、丁寧に革生地を縫い合わせる。その表情は真剣そのもので、見とれてしまいそうになるほど素敵だった。

　カタカタと一定のリズムを刻むミシンの音は、どこか懐かしい。

「靴のデザインや革の種類によって、糸の太さや縫い目の荒さを変えるんだ」

　ミシンがけを終えた響さんは縫い目をチェックしながら、さりげなくポイントを教えてくれた。

　それはきっと、靴の知識がない私への気遣いなんだろう。パンプスが壊れた時も、住民説明会でお尻を触られた時も、そして今も。ぶっきらぼうだけどさりげない彼の優しさは、私の心を温かくしてくれる。

「それじゃあ、響さんが作った靴は、世界でたった一足しかないんですね」

「まあ、そういうことになるな」

「自分だけのために作られた、世界に一足しかない靴かぁ……。なんか、すごく贅沢ですよね。もったいなくて、私なら履くことをためらっちゃうかも」

　思わず熱弁してしまうと、私から視線を逸らした響さんは、指先で鼻の頭をポリポリと掻いた。

　もしかして、照れているの？

　どちらかというと怖いイメージの響さんが、こんなふうに照れるなんて少しかわいい。

　このまま響さんが心を開いてくれたら、もしかして再開発の問題もスムーズに解決するのではないかと思ってしまう。

「さて、次の作業に取りかかるか」

　そう言ってイスから立ち上がると、響さんは店の奥に向かう。そして、人の足形をした模型のようなものを一点、手にして戻ってきた。

「それは？」

「木型だ。さっき縫製した革生地を、この木型に合わせてパンプスの形にしていく」

　響さんが木型に革生地を被せると、平面だった生地が一気に立体的になった。そして生地を被せた木型をひっくり返すと、ペンチを手にする。

「このペンチで革を引っぱって、木型の底面に仮止めの釘くぎを打つんだ」

「へえ」

　さっきまでは、響さんの邪魔をしないようにと、斜め後ろから遠慮ぎみに作業の様子を見つめていた。けれど今の私はちゃっかりと作業台の前に移動をして、相槌を打ちながら響さんの説明に耳を傾ける。

「そして革のシワを伸ばして叩いたら、またペンチで革を引っぱって釘を打つ。この作業の繰り返しだ」

　毎日、毎日、靴作りをしている響さんの手は厚みがあり、指はごつごつと節くれだっている。それは響さんが靴作りに真摯に向き合ってきたという何よりの証だと思った。

　黙々と作業をしているうちに、次第にパンプスのつま先部分が木型に沿って丸みを帯びてくる。

「気温や湿度によって革の伸び具合が変わるんだ。何度やっても神経を使う難しい作業のひとつだな」

　靴工房・シエナに響くのは、静かに語る響さんの説明と、コツコツと木型に釘を打ち込む音だけ。一枚の革を靴に変身させる魔法のような作業は、職人技と呼ぶにふさわしい。

　その技術に圧倒された私は、ただひたすら感心しながら作業を見つめた。

「後は底とヒールを取りつければ完成ですか？」

　木型に沿ったパンプスの本体が見事にでき上がり、私はひとりテンションが上がっていた。

「簡単に言えばそうだが、そう簡単に完成はしない。靴底にしても中底と本底があるし、その間にスポンジを入れたり、中敷きの革を貼りつけたりな」

「まだそんなに作業があるんですか？　気が遠くなりそう」

「そうか？　まあ、俺は好きでやっていることだから何とも思わないけどな」

　キッパリと言い切る響さんの表情は、自信に満ち溢れて輝いていた。

　総務部でも、異動になった開発事業部でも、私はいつだって前向きに仕事をしてきた。でも響さんのように、何の迷いもなく仕事が好きだと言い切れる自信はない。

「はあ……」

　現状に不満があるわけじゃないのに、好きなことを仕事にした響さんの前にいると、自分がつまらない人間なんじゃないかと思ってしまう。その思いが、ため息となって出てしまった。

「退屈だったか？」

「い、いえ」

　響さんの手元から視線を上げてみれば、その近すぎる距離に驚く。

　今までは食い入るように作業を見つめていたから気づかなかったけれど、響さんと私の距離はわずか数センチ。私は足を一歩後退させると、響さんを意識してしまったことをごまかすように口を開いた。

「毎日のように履いているパンプスができ上がっていく過程が見られて楽しかったです」

「変わったヤツだな」

　私のことを鼻先で笑いながらも、響さんはどことなく嬉しそうな表情を浮かべた。

　靴作りの緊張が和らいだ今、私の心に、ある疑問が芽生えた。

「オーダーできる靴ってパンプスだけじゃないんですよね？」

「ああ。ミュールにブーツ、紳士物の革靴からローファーまで、俺が作れる範囲ならどんなオーダーでも受け付ける」

　私が咄嗟に思い浮かべたのは、ある一足の靴。

「じゃあ、ウエディングシューズも？」

　今は六月。ジューンブライドを連想して、目を輝かせながら思わず聞いてしまう。

　すると響さんは、目を大きく見開いた。

「オマエ、結婚するのか？」

「いえ。ただ、オーダーメイドのウエディングドレスに合わせた、世界でたった一足しかないウエディングシューズが履けたら、もっと素敵だと思って……」

　ふんわりとしたドレスの足元を飾るのは、白いパンプス。上品な光沢が美しいサテン地もいいし、艶やかなエナメル素材のウエディングシューズも素敵。そうだ！　キラキラと光るビジューを散りばめたり、バックリボンをあしらってもかわいいかも。

　頭の中では、さまざまなウエディングシューズがクルクルと回り、踊り出す。次から次に膨らんでいくイメージに心を弾ませていると……。

「何を妄想しているのか知らないが、今現在、仕上がりまで一年待ちの状態だ」

　響さんのひと声で、現実に引き戻される。

「え!?　そんなにかかるんですか？」

「まあな。でも安心しろ。オマエのパンプスは、納期が迫っている靴を作り終えたらすぐに直してやるから」

「はい。よろしくお願いします」

　私のパンプスの修理を覚えてくれていてホッとすると同時に、仕事を増やしてしまって申し訳ないという気持ちが膨れ上がる。

「あの……従業員は雇わないんですか？」

「ひとりで生活していけるだけの稼ぎはあるから、人手を増やすつもりはない」

「移転後もですか？」

「…………」

　今まで軽快にやり取りしていた会話が途切れてしまったのは、私の余計なひと言のせい。

　確かに再開発プロジェクトは進行しているけれど、響さんが立ち退きに同意したという情報は聞いていない。

　それなのに私は、靴工房・シエナが取り壊されて移転するという前提で、話をしてしまった……。

「結局はそれか」

「え？」

　ため息交じりの響さんの声は、靴工房・シエナに悲しげに響く。

「何だかんだ理由をつけてこの店に来て、俺を説得しろと上司に命令されたのか？」

「説得？」

　響さんは、靴を作っていた時とは別人のように冷たい眼差しを私に向けた。

「いいか、よく聞け。俺はここを立ち退く気はないし、この商店街も存続させるつもりだ。そう上司に伝えておけ」

「ち、違います。私がここに来たのは、上司に命令されたからではなくて……」

　しかし最後まで私の話に耳を傾けることなく、響さんはイスから立ち上がる。そして、店の奥のアンティークな作りの両開きの戸棚を開けると、ある物を手にした。

「これは返す」

「え？」

　私の手に強引に突きつけられたのは、ヒールが壊れたままのチェリーピンク色のパンプス。

「敵であるオマエのパンプスの修理なんかできねえよ」

「敵だなんて……」

「だってそうだろ？　俺から唯一無二の大切な場所を奪おうとしているオマエたちは、敵以外の何者でもない」

　抑揚のない響さんの声は、怒りを抑えている証拠。自分の心ない言葉で響さんを傷つけてしまったことを謝りたかった。

「……ごめんなさい」

「再開発を中止するなら許してやるよ。でも、そんなことオマエには無理だろ？」

　何も言い返す言葉が見つからない。私は壊れたパンプスを抱きしめながら俯くことしかできなかった。

「パンプスの修理もチャラになったし、これでもう用事はないだろ？　わかったら、この店にはもう二度と顔を出すな。いいな？」

　靴の知識がない私を気遣いながら作業の手順を説明してくれた優しい響さんは今、どこにもいない。

　できることなら靴工房・シエナを、このまま残したい。でも、光が丘駅北口の活気を取り戻すためには、再開発は絶対に必要だ。

　相反する思いが私の中で入り乱れて、真っ直ぐに響さんの顔を見られなかった。

「失礼します」

　小走りをして店のドアを開けると、逃げるように靴工房・シエナを後にした。

　響さんに拒絶されたからには、もう靴工房・シエナには来られない。この光が丘北口商店街にも、仕事以外で訪れることもないだろう。

　時に優しく、時に口悪く、私に接してくれた響さんと会うのもこれで最後だと思うと、なぜか寂しく感じている自分に気づく。その時……。

「――さん！」

　誰かを呼ぶ声とパタパタと走る足音が、後ろから聞こえてきた。もしかしたら響さんが、私を追いかけてきてくれたのかもしれない。

　それならきっと、あの跳ね上がった髪の毛を掻きながら、照れくさそうにこう言ってくれるはず。『少し言いすぎた。悪かった』と。

　足を止めると、期待に胸を膨らませながらゆっくりと振り返る。すると、そこにいたのは……。

「お嬢さん……ちょっとワシと話を……してくれ……ないかね」

　走ったせいで丸縁眼鏡がズレてしまい、息も絶え絶えにしている山本時計店のゲンさんだった。




「呼び止めて悪かったね」

　山本時計店の奥の居間で、ゲンさんは上がった息を整えながらお茶をすする。

「いえ。それで私に話というのは、やはり再開発のことですか？」

　先週の住民説明会で、私とゲンさんは顔を合わせている。だから私が野口不動産の社員だということをゲンさんは知っている。

「まあ、そうなんだが……それよりもお嬢さん。今にも泣き出しそうな顔をしているが、響に何か言われたのかい？」

　私を心配してくれる温かい声に、思わず涙が込み上げてしまった。

「響さんは悪くないんです」

「何があったのか、教えてくれるね？」

　その口調に、まるで祖父のような親しみを感じて、私はコクリと頷いた。

「響さんが再開発に同意していないのに、私はシエナが移転するという前提で話をしてしまったんです」

「なるほど、それで響が怒ったのか。その靴は、この前壊れたものだね。響は直してくれなかったのかね？」

　私が握りしめているのは、強引に突きつけられた、壊れたままのパンプス。

「……本当は一カ月後に直してくれる約束だったんです。でも、敵である私のパンプスは直せないって言われました」

「敵なんていう言葉を使うようじゃ、アイツもまだまだガキだな」

　首を左右に振ったゲンさんは、深いため息をついた。

「お爺様の跡を継いだ大切なお店を奪おうとしている私たちは、響さんにとって敵なんです」

「死んだミッちゃんの話を聞いたのかね？」

「ミッちゃん？」

「五十嵐 満みつる。響の死んだジイさんの名前さ」

「名前までは知りませんけど、五年前に亡くなったとは聞いています」

　ゲンさんの家の居間は、障子一枚を隔てて店と繋がっている。その段差に腰を下ろして会話を交わしていた私は、懐かしむように遠くを見つめるゲンさんの話に耳を傾けた。

「あれは響が五歳の時だった。車の事故で響の父親と母親が死んでしまってな。後部座席に乗っていた響だけが助かった」

　そんな悲しい出来事があったんだ……。

　響さんの過去に衝撃を受けた。

「ひとりになってしまった響を引き取ったのが、ミッちゃん夫婦だ。小さい頃の響は好奇心旺盛で、商店街のあちこちの店に顔を出しては、みんなにかわいがってもらっていた。まあ、ワシもそのうちのひとりだがね」

　ゲンさんは、シワが刻まれた目元を下げて優しく微笑む。

「ミッちゃんの仕事が忙しい時は響を預かって、ワシと女房と三人で夕飯を食べて、一緒に風呂にも入った。今となってはいい思い出だ。ワシら夫婦には子供ができなかったから、響のような孫がいるミッちゃんが本当にうらやましかったよ」

　響さんのお爺様の話をするゲンさんの表情は、にこやかな反面、どこか悲しみを含んでいるように見えた。きっとそれは、楽しかった過去と、今は亡き人を偲しのんでいるからだろう。

「響は、自分を育ててくれたミッちゃんの工房を何とか守ろうと必死なんだろう。敵だとか言ってお嬢さんを傷つけてしまって、すまなかったね」

「いえ。ゲンさんも響さんも悪くありません。でも私は、光が丘駅の北口が再開発されることも、悪いことだとは思えないんです」

　自分の思いを素直に口にすると、ゲンさんは腕を組みながら頷いてくれた。

「ワシも、この寂れた商店街が再開発されることは悪いと思わないよ。でも、『はい、そうですか』と、すぐに納得もできないがね」

　ゲンさんがそう思う気持ちは理解できる。もし、自分の家が再開発地区に指定されたから立ち退いてくれと言われたら……。愛着がある家を手放すことに、私だってためらってしまうはず。

　ゲンさんにかける言葉が見つからない私は、段差に座ったまま黙り込む。

　その無言の時間を終わらせたのは、ゲンさんだった。

「お嬢さん、名前を教えてくれないかね？」

「一条若葉です」

「野口不動産の社員なのに再開発を押しつけることなく、ワシらの気持ちを汲くみ取ってくれる若葉さんは、優しい人だ」

　唐突に褒められ、照れくささを感じてしまう。

「いいえ。そんなことありません」

「いや。ワシは若葉さんのことをもっと知りたくなってしまったよ。どうだろう？　来週もこの店に来て、ワシと話をしてくれないかね？」

　親しみに溢れたゲンさんの笑顔を見てしまったら、断ることなんかできない。それに、来週の土曜日は何も予定がない。

「わかりました。また来週、お邪魔します」

　何も取り柄のない私を必要としてくれることが嬉しくて、すぐに承諾の返事をした。

　自分の無神経な言葉で響さんを傷つけてしまい、塞ぎ込んでいた気持ちが、ゲンさんのおかげで軽くなる。

　きっと来週は笑顔でゲンさんと話ができるだろうと思いながら、山本時計店を後にしようとした。その時、ゲンさんがケホケホと苦しそうに咳き込む。

「大丈夫ですか？」

　苦しそうなゲンさんを見ていられず、咄嗟に背中を擦った。

「ありがとう。もう大丈夫だ」

　言葉どおり、すぐに咳が止まったゲンさんは、私に向かってにこやかに笑みを浮かべた。

「若葉さん。気をつけて帰るんだよ」

「はい。さようなら」

　ホッとしながら山本時計店を出ると、向かいの靴工房・シエナが視界に入る。チクリと痛む胸を自覚しながらも、私は真っ直ぐ駅に向かった。




　週の初めの月曜日。

　梅雨空の下でしっとりと咲き誇る紫陽花あじさいはキレイだけれど、雨はどうしても好きになれない。だって髪の毛は湿気を含んで広がるし、パンプスもバッグも濡ぬれてしまうから。

　とうとう梅雨入りしてしまったことを鬱うっ陶とうしく思いながら、濡れた傘を備えつけの袋に入れると、エレベーターに乗り込む。

　普段より三十分早いせいか、エレベーターに乗っているのは中年の男性社員と私だけ。六階でその社員が降りると、エレベーターはあっという間に開発事業部のオフィスフロアがある十階に到着した。

　エレベーターから降りると、自動販売機コーナーの前を通り過ぎて、突き当たりの角を曲がる。すると、すでにそこには、壁にもたれかかっているだけで絵になる先客がいた。

「おはよう、若葉」

　梅雨の晴れ間のようなまぶしい笑顔を私に向けてくれるのは、望月さん。

「おはようございます。早出させてしまってすみません」

「三十分早く来るように指示したのは俺だよ。だから若葉が謝る必要はない」

　望月さんは、私の頬に手を当てると、ゆっくりと顔を寄せてきた。

「望月さん。昨日メールした内容ですけど……」

　近すぎる距離に照れながらも、用件を口にしたけれど……。

「その前に、朝の挨拶をさせて」

　望月さんが言う挨拶とは、もちろんキスのこと。ついばむようなキスを何度も唇に落とされ、望月さんの腕に添えた手に力がこもる。

「若葉が反応を示してくれるようになって嬉しいよ」

　朝から恥ずかしいセリフをサラリと言ってのける望月さんは、やはり意地悪だ。思わず俯いてしまった私の顔を覗き込むと、縁なし眼鏡の奥の瞳を細めてクスッと小さく笑った。

「冗談はこれで終わり。さて、若葉……じゃなくて、一条さん？　五十嵐 響を怒らせたって、どういうことか教えてもらおうかな」

　私と望月さんが普段より三十分早く出社したのは、人の気配がないオフィスフロアの片隅でキスをするためではない。

　靴工房・シエナで響さんから言われたことを、報告しておいたほうがいいのではないかと思い、昨日の夜、望月さんに相談のメールを送っていたのだ。

　昨日は借りていたパンプスを返しに行ったことを、手短に説明した。

「作業を見学させてもらっている時に、移転したらどうするのか、つい尋ねてしまったんです。それで、あの店から立ち退く気はないし、商店街も存続させるつもりだと上司に伝えておけと言われました」

　話を黙って聞いていた望月さんは、腕組みをしながら何度も頷いた。

「このことを部長と松本チーフにも伝えたほうがいいでしょうか？」

「いや。五十嵐 響が再開発に反対していることは、みんな知っている。もし問題が起きそうになったら俺のほうから報告するから、一条さんは何もしなくていい。それより……」

　眼鏡のブリッジを上げた望月さんは足を一歩踏み出すと、私との距離を縮める。

　無表情のまま近づいてくる望月さんが何を考えているのか、読み取ることができない。どうしたらいいのかわからなくなってしまった私は一歩、また一歩と、ゆっくり後ずさった。

　私の背中が壁に当たる。そして行き場のなくなった私を囲むように、望月さんの手のひらが壁についた。

「若葉。ヤツと会うことも、あの店に行くことも、今後一切禁止。いいね？」

「ど、どうして？」

「若葉を危ない目に遭わせたくないから。本当だったら、今すぐにでも仕事を辞めさせて、家に閉じ込めておきたいくらいだよ」

　至近距離に迫った望月さんの視線は鋭くて、怖いくらいに冷たいと思った。

　もしかして怒っているの？

　ただのヤキモチとは思えない望月さんの言葉と態度を目の当たりにして、うろたえてしまう。そんな私の頭に浮かんだのは、ゲンさんと交わした約束のこと。

「あ、あの……」

「返事は？」

　しかし、今度の土曜日に山本時計店に行くことを打ち明ける前に、返事を急かされてしまう。

　消え入りそうな小さな声で「はい」と答えれば、望月さんの表情は穏やかなものに変わった。

　望月さんは片方の手を壁から離すと、私の顎に添える。そして、有無を言わさずに私の唇を奪った。

　上下の唇を割られて、口内に熱くて柔らかいものが侵入してくる。それが望月さんの舌だとわかった時、エレベーターフロアから、出社して来た人々の足音と話し声が耳に届いた。

　初めてのディープキスに、唇が離れても、恥ずかしくて顔を上げることができない。そんな中、俯いた私の耳元で聞こえたのは望月さんの囁く声だった。

「今度休みが取れたら、またデートしようね」

　先日の楽しかったドライブデートを思い出し、黙ったままコクリと頷く。でも、望月さんの話はこれで終わりではなかった。

「ただし次のデートでは、門限を過ぎても帰さないから。そのつもりでね」

　望月さんの言葉の意味が理解できなかったのは、一瞬だけ。未知なる初体験のことで頭がいっぱいになってしまった私が戸惑いながら顔を上げると、望月さんはクスッと笑う。

　その笑顔に応えるように微笑んでみたけれど、望月さんと自分が一糸まとわない姿でベッドに横になっているシーンがうまく想像できなくて、引きつった笑みを浮かべることしかできなかった。




　響さんに会うこと、靴工房・シエナを訪れることは、望月さんに禁止されてしまった。けれどゲンさんに会うこと、山本時計店を訪れることは、禁止されていない。

　梅雨の晴れ間の土曜日。屁へ理り屈くつを並べた私は約束どおり、光が丘北口商店街を訪れた。

　だけど靴工房・シエナと響さんの様子がどうしても気になってしまい、山本時計店に向かう前に、モスグリーン色の外装の店にそっと近寄った。

　でも、木目調の扉からは中の様子を窺うことはできない。

　それならば、と縦長の窓からコッソリと店内を覗くことにした。

　明るい外から暗い店内を覗いてみても、中の様子はハッキリ見えない。それでも作業をしている響さんの姿をひと目見たいと、目を細めて店内をジッと見つめた。

　暗がりに慣れた私の目に映ったのは、ブラウンの革張りのスツールに腰を下ろしている女性の姿。私に背中を向けていたのにもかかわらず、女性だとわかったのは、ウエーブがかかった長い髪の毛のせい。

　靴工房を訪れているのだから、この女性はお客さんのはず。でも、もしかしたら響さんの恋人かもしれない。

　覗き見なんて悪趣味だと思いつつも、好奇心のほうが勝ってしまう。さらに店の奥を覗き込むと、腕を組みながらカウンターに寄りかかっている響さんの姿も確認できた。その顔は、満面の笑みと呼ぶにふさわしい表情を浮かべている。

　蜂蜜のように艶やかに光るライトブラウンの長い髪の毛と、少年のような響さんの笑顔がまぶしい。

　いったい、どんな関係なんだろう。どんな会話をしているんだろう。

　自分の胸の中で、黒いモヤモヤした感情が渦巻いていくのがわかった。

　食い入るようにふたりの様子を凝視していると、響さんと窓越しに視線が合ってしまった。一瞬のうちに、響さんの顔から笑顔が消え去る。

　お願いだから、そんな冷たい顔をしないで……。

　また響さんを怒らせてしまったと、慌てて窓から離れると、靴工房・シエナに背中を向けて、ゲンさんが待つ山本時計店に急いだ。




　山本時計店を訪れた私を出迎えてくれたのは、ゲンさんだけではなかった。

「住民説明会で受付をしていた野口不動産の若葉さんが来ると自慢したら、こんなに人が集まってしまってね」

　ゲンさんの言葉どおり、山本時計店の奥の居間を覗けば、数名のお年寄りが座卓を囲んでいた。その中には、私のお尻を触ったシゲさんの姿もある。

「この前は悪かったな。あの後、響ちゃんに怒られた、怒られた」

　大きな声を上げて笑い飛ばすシゲさんは、豪快で憎めないキャラだった。

　響さん。ちゃんと注意してくれたんだ……。

　響さんが約束を守ってくれたことは嬉しい。でも今は、靴工房・シエナにいた女性のことが気になってしまう。

　どうして、こんなにモヤモヤしてしまうの？

　自分の気持ちがわからずにいると、ゲンさんが心配げに私の顔を覗き込んだ。

「どうしたんだい？　元気がないね」

　そうだ！　響さんのことをよく知っているゲンさんに聞けば、あの女性のことがわかるかもしれない。

「ゲンさん。さっき響さんのお店を覗いたら、髪の長い女性と親しげに話をしていたんですけど……。もしかして響さんの恋人ですか？」

「ああ。彼女は……」

　ゲンさんが女性の正体を口にしようとすると、話に割り込むように居間の奥から声が上がった。

「セレブレッドだよ」

「セレブ？」

「そう。彼女は響ちゃんのお得意様。赤い高級車に乗って靴を買いに来るから、セレブレッド。私があだ名をつけたんだよ」

　そう自慢げに話すのは、ふくよかな体格をした女性。かつて、この光が丘北口商店街でお肉屋さんを営んでいた田た口ぐちさんの奥さんだと、ゲンさんが紹介してくれた。

「響ちゃんもセレブレッドとばかり仲よくしていないで、かわいくて若い女の子を早くお嫁にもらってほしいねぇ。ゲンさんも、響ちゃんの子供の顔が見たいだろ？」

　この商店街で八百屋を営んでいたという高たか橋はしさんに聞かれたゲンさんは、「まあな」と小さく答えた。

　響さんと親しげにしていた女性が、靴工房・シエナのお得意様で『セレブレッド』と呼ばれていることはわかった。でも、本当にそれだけの関係なの？

　なぜ響さんと彼女のことが気になるのか自分でもよくわからないまま黙り込んでいると、田口さんの奥さんがしんみりとしながら話を始めた。

「響ちゃんといえば、未だに再開発に反対しているんでしょ？」

「ウチらは、とっくに店も閉めているし、補償金をもらったほうが得だしなぁ」

「そうそう。私たちはその資金で家を建てて、子供と孫と同居しようと思っているんだよ」

　再開発に反対している住民が多いと思っていた私にとって、次々に打ち明けられる話は衝撃的だった。

　すると、店内のイスに座っていたゲンさんがポツリと口を開く。

「響は靴作りの腕も一流だし、固定客もいる。こんな寂れた商店街で商売するより、店を移転させるか、再開発で建つビルにテナントとして入ったほうが売り上げも上がるだろうに」

　ゲンさんの声は小さく、その表情はとても寂しそうだった。

「響さんがこの商店街にこだわるのは、やはりお爺様のお店を残したいからですか？」

「まあ、そうだろうな。でも、再開発に反対する原因はそれだけじゃない」

　お店の存続以外の原因が思い浮かばず、ゲンさんに向かって首を傾げた。

「響が再開発に反対する一番の原因は、ワシだよ」

「ゲンさんが原因？」

　大きなため息をつきながら肩を落としたゲンさんは、丸縁眼鏡を外すと、指先で目頭を押さえた。

「ワシには子供がいない。この歳じゃ、時計店を再オープンさせることもできない。女房に先立たれて身寄りがないワシのことを思って、響は再開発に反対しているんだよ」

　そうだったんだ……。

　思いもしなかった事実に、驚きで声を出せなかった。

　響さんは、野口不動産の社員である私のことを敵だと言って冷たく当たるけれど、本当は優しくて温かい心の持ち主。そのことを再確認した私は、改めてプロジェクトのことを考える。

　商店街の人たちは、さまざまな事情を抱えている。再開発に賛成する人もいれば、反対する人もいる。みんなが幸せになれる選択をすることが理想だけれど、単純にいかないのが現実だ。

　どうにもならないジレンマを感じていると、ゲンさんの優しい声が耳に届いた。

「若葉さん。つまらない話を聞かせてしまって悪かったね。そうだ、おいしいおまんじゅうがあるんだよ。それを食べながら楽しい話をしよう」

　そう言うと、ゲンさんは丸縁眼鏡をかけると居間に上がり、茶ちゃ箪だん笥すからおまんじゅうの箱を取り出す。少しだけしんみりしていた雰囲気も、ゲンさんのおかげで和やかなものに変化した。

　ほっこりしながらゲンさんからおまんじゅうをもらうと、居間から興味津々の視線を注がれていることに気づく。

「若葉さんは彼氏いるの？」

「え？　まあ、はい」

「あら、ガッカリ。響ちゃんとお似合いだと思ったのに」

「ええ!?」

　私と響さんのどこがどうお似合いなのか、さっぱりわからず、愛想笑いを浮かべる。

「その彼氏と結婚するの？」

「もう両親には紹介したの？」

「若葉さんなら、文金高島田が似合うと思うわ」

「いや、いや。最近の若い人は、教会で式を挙げるほうが多いらしいじゃない」

　どんどん飛躍する話に、もはやついて行くことができない。

「こら、こら。若葉さんが困っているじゃないか」

　私に助け舟を出してくれたのは、ゲンさん。でも……。

「それで若葉さん。相談なんだが、響に誰かいい人を紹介してはくれないかね？」

「ええ？」

　この日一番の難題を突きつけられてしまった私は、もう苦笑いをするしかない。

　そんな私の様子を見た田口さんの奥さんが、「ゲンさんが若葉さんを一番、困らせているじゃないの」と、鋭いツッコミを入れる。

「わはははは」

　山本時計店に響き渡るのは、賑やかな笑い声。

　この後も話に花が咲き、和気あいあいとした時間が過ぎていった。










五．ロストバージン




　光が丘北口商店街にある山本時計店を訪れてから二週間が経った、七月上旬の金曜日。開発事業部の飲み会に誘われた私は、とある居酒屋にいた。

　テーブル席の宴会個室があるこの居酒屋は落ち着いた雰囲気がいいし、お料理もおいしい。特にアスパラガスを丸ごと一本使った串揚げは、中はみずみずしくて衣はサクサクしていて、もう一本食べたくなるくらい。それから、ふんわりした出し巻き玉子も、白レバーの焼き鳥も絶品だった。

　どうして私が食べることに夢中になってしまったのかというと、望月さんの隣の席を占拠している溝みぞ口ぐち陽はる菜なさんが原因。

　溝口さんは私よりひとつ年上とは思えないほどしっかりとしていて、バリバリと仕事をこなす。しかもパッチリ二重の瞳に、鼻はツンと高く、唇はぽってりとして色っぽい、完璧な美人。

　もちろん顔だけでなく、肌は白くて透明感があるし、スタイルだっていい。出るところは出ているし、ウエストはうらやましいほど細くくびれている。

　内巻きのマロン色の髪の毛を揺らす溝口さんと望月さんが奥のテーブルで笑い合う姿は、ドラマのワンシーンのようにサマになっていた。

　望月さんの彼女は、この私なのに……。

　自分の短い毛先を指で摘まむと、私は大きなため息をついた。

　自分以外の女性に素敵な笑顔を向ける望月さんの姿なんか見たくないのに、どうしても視線はふたりを追ってしまう。

　やり切れなくなった私は、目の前にあったジョッキのビールを勢いよく飲み干した。

「一条さん、いい飲みっぷりだね。次は何を飲む？」

　プハァと息を吐き出してジョッキをテーブルに置くと、いつの間にか私の隣には松本チーフが座っていた。

「あ、もうウーロン茶で」

「そんなこと言わないで、もっと飲みなよ。そうだなー。スクリュードライバーはオレンジジュースがベースだから、飲みやすいはずだ。すいません！」

　松本チーフは店員さんを呼び止めると、勝手にカクテルを追加してしまう。

　もう……お酒はあまり強くないのに……。

　そんなことを伝える間もなく、勝手にオーダーされたスクリュードライバーがテーブルに運ばれてきた。鮮やかなオレンジ色の液体が注がれたグラスを仕方なく手にすると、松本チーフと改めて乾杯をする。

「ん。おいしいです」

　初めて口にしたスクリュードライバーは、クセがなくて口当たりがよかった。

「だろ？　さあ、遠慮しないでドンドン飲みな」

「は、はい」

　ドンドン飲むのは無理だと思いつつも、勧められるがままにスクリュードライバーに口をつける。

　ほんのりといい気分になった頃、松本チーフが私をジッと見つめていることに気がついた。

「あの、何か？」

「ん？　いや、一条さんには、いつも雑用ばかり押しつけて悪いと思っているんだ」

「いえ、それが私の仕事ですから」

「そういう謙虚なところが、またいいんだよなぁ」

　松本チーフはなぜか鼻の下を伸ばしながら、目尻を下げた。

　普段とは違う松本チーフの様子に、もしかしたら酔っているのかもしれないと思う。でも彼が喉を鳴らしながら飲んでいるのは、シュワシュワと泡立つ琥こ珀はく色いろの液体。

「松本チーフって、まさか雰囲気で酔っちゃうタイプですか？」

「は？」

「だって、それってジンジャーエールですよね？」

　私の言葉に、松本チーフは手にしているグラスを見つめると、大きな笑い声を上げた。

「これはハイボール」

「ハイボール？」

「へえ。ハイボールを知らないのか。さすがお嬢様。ハイボールはウイスキーのソーダ割りだよ」

『さすがお嬢様』。その言葉を聞いて、やはり松本チーフも私の父が役員だということを知っているんだ、と思う。だけど、今はそんなことはどうでもよかった。

　だって、今、私が気になって仕方がないことは、望月さんと溝口さんの近すぎる距離なのだから。

　どうしてもふたりのことが気になり、チラリと奥のテーブルに視線を向けると、親しげに微笑み合うふたりの姿が目に入る。その様子は、内緒話をしているようにも見えた。

　もう、信じられない！

　今すぐ席を立って、ふたりの間に割って入りたい気分になった。でも、開発事業部の飲み会でそんなことはできない。

　腹立たしい気持ちを堪えながら、睨むようにふたりを見つめると、スクリュードライバーをグイッと飲み干す。

「おっ、いいねぇ。すいません！　お代わりください」

　松本チーフが勝手にオーダーするのを止めることすら、もう面倒くさい。松本チーフの話に適当に相槌を打ちながら、新たに運ばれてきたスクリュードライバーに口をつけた。




　どれくらい時間が経ったのだろう。部長が席から立ち上がり、小難しい話をしていたことは覚えている。けれど、その内容までは覚えていない。

　松本チーフをはじめ、周りの人たちが次々に席を立ち上がる姿を目にして、ようやく飲み会がお開きになったことを理解した。

　奥のテーブルに視線を向ければ、望月さんと溝口さんが同時に席を立つのが見えた。たったそれだけのことなのに、私の胸がズキンと痛んだ。

「一条さん？　大分酔っているみたいだけど、大丈夫？　ひとりで立てる？」

　松本チーフが私の腕を掴んで、立ち上がるのを手伝ってくれる。でも、想いのない人に身体を触られても鬱陶しいだけ。

「大丈夫です。私、トイレに行ってきまふ」

　呂律が回らないことを自覚しながらも、やんわりと松本チーフの手を払いのけ、フラフラしながらトイレに向かった。




「何か、心臓がバクバクしている気がする……」

　トイレの個室から出て、小さな声で独り言を呟きながら手を洗っていると、ひとりの女性がスッと隣に立った。彼女はバッグの中から紫色のポーチを取り出すと、形のいい唇にグロスを落とす。

　見る見るうちに艶やかに光り出す彼女の唇が、私に向かって冷たく動いた。

「役員の娘だか知らないけれど、早く地味な総務部に戻りなさいよ」

「え？」

　鏡越しに隣の女性に目をやると、溝口さんだった。

　もしかして、雑用しかできないヘルプの私を以前から邪魔だと思っていたの？

　いつもの私なら、仕事ができる溝口さんに委縮してしまい、きっと何も言い返すことができなかったはず。でも今の私はアルコールのせいで、少し気が大きくなっていた。

「総務部の仕事をバカにしないでくらさい！」

「はぁ？　アンタ酔っぱらってんの？」

　溝口さんはキレイな顔を歪ゆがめると、口悪く喚いた。

「そうですけど、何か問題でもありますか？　それより、いいですかぁ？　仕事に派手とか地味とか関係ありませんから！」

「ちょっと、大きな声出さないでよ！　もういいわ。酔っぱらいと話なんかできないわ」

　ポーチをバッグにしまうと、溝口さんは足早にトイレから出ていってしまった。

　つい熱くなってしまったのは、アルコールのせいだけじゃない。望月さんの隣が似合いすぎる、大人でキレイな溝口さんに、私は嫉妬したのだ。

　飲みすぎてしまったことを後悔しながらトイレの鏡を覗き込めば、顔が真っ赤になっていた。ほんのりと頬が染まる程度ならかわいげがあるのかもしれないけれど、今の私はどこから見ても、飲みすぎてしまったイタイ女子そのものだ。

　溝口さんの残り香が鼻先をくすぐる。その香りがあまりにも女らしいから、鏡に映る子供じみた自分が嫌になった。




　飲み会がお開きになってから、随分と時間が過ぎてしまった。そのまま帰った人もいるだろうし、二次会に行った人もいるだろう。

　望月さんと溝口さんは？

　どうしてもふたりのことを考えてしまう自分を情けなく思いながらトイレから出ると、通路には、腕組みをしながら壁にもたれかかっている望月さんの姿があった。

「も、望月しゃん？」

「しゃんって……。それより若葉、気持ち悪いんじゃないの？　大丈夫？」

「い、いえ。大丈夫れす」

　眉根を寄せて心配げな表情を浮かべた望月さんは、組んでいた腕をほどくと、私の手を握る。

「ちっとも大丈夫そうじゃないよ。家まで送る。おいで」

　望月さんの気遣いは嬉しかったけれど、手を繋いでいるところを誰かに目撃されては大変だ。

「望月さん、みんなは？」

「もうとっくに解散したよ。松本チーフは若葉のことを待っていたみたいだけど、部長に掴まって二次会に強制連行」

「望月さんは二次会に行かなくていいんですか？」

　通路を進んでいた望月さんは足を止めると、大きなため息をついた。

「こんなに酔った若葉をほったらかしにして、二次会に行けるわけないだろ？　ほら、帰るよ」

　二次会ではなく、溝口さんでもなく、酔ってしまった私を望月さんが選んでくれたことに幸せを感じた。酔いに任せて望月さんに身体を寄せれば、心がホッと落ち着く。

「ったく、チーフの野郎。若葉がこんなになるまで飲ませるなんて、下心がバレバレなんだよ」

「え、何れすか？」

「いや、何でもない。それより、外にタクシーを待たせているから急ごうか」

「はぁい」

　私を支えてくれる望月さんの力強さに心をときめかせながら、たまには酔うのも悪くないかも、と密かに思うのだった。

　タクシーは渋滞することなく、私の家に向かって順調に走り続けている。少しだけ開けた窓から入り込む風が火照った頬を冷やしてくれて、フワフワしていた気持ちが落ち着きを取り戻した。

　思いがけずふたりきりになれたことは嬉しいけれど、やはり気になってしまうのは溝口さんのこと。

「望月さん、溝口さんと何を話していたんですか？」

「ん？　仕事のことだけど」

「それだけじゃないでしょ。ふたりで仲よさそうに笑っていたじゃないですか」

　つい口調が荒くなってしまったのは、やはり嫉妬のせい。こんなところが子供っぽいんだと自己嫌悪に陥って、俯く。

「若葉？　もしかしてヤキモチ？」

　望月さんがクスッと笑った。

「そんなんじゃありません！」

「なんだ、残念」

　軽い口調で話す望月さんを見ていたら、溝口さんのことを気にしすぎている自分が滑こっ稽けいに思えた。

　だって望月さんは、二次会にも行かずにタクシーを呼んで、私を待っていてくれた。これが愛じゃなくて、何を愛だというの？

　少し大げさになってしまうのは、まだ抜け切っていないアルコールのせいかもしれない。

　束の間、幸せの余韻に浸る。しかし、タクシーが赤信号で停まった時、さっきまで優しい笑みを浮かべていた望月さんの表情が一変した。

　望月さんは後部座席の窓枠に肘をついて、手で口元を覆うと、交差点を行き交う人々の姿に視線を向けた。

「俺は若葉とチーフが楽しそうにお酒を飲む姿を見たら、すごく悔しかったよ」

「望月さん……それって」

「若葉の前では常に格好よくいたいのに、どうも調子が狂うよ」

　ハッキリと言葉にはしなかったけれど、明らかにこれは望月さんの嫉妬。この面倒くさい感情に振り回されていたのが自分だけではなかったことが嬉しくて、大胆にも私は隣の望月さんの身体にもたれかかった。

「若葉、やっぱり酔っているね」

「酔っていません」

「いや。恥ずかしがり屋の若葉から身体を寄せてくるなんて、酔っている証拠だよ」

　信号が青に変わり、タクシーが走り出す。望月さんはクスッと小さく笑いながら私の手を優しく握ってくれた。

「望月さん……」

「酔っている若葉もかわいいね。好きだよ」

　粉砂糖のように甘い望月さんの言葉は、スクリュードライバーよりも強烈に私を酔わせる。もう酔いは醒めたと思っていたのに、またフワフワした気持ちになってしまう。

　私は望月さんの肩に頭をちょこんと乗せた。タクシーの心地いい揺れと望月さんの体温は、容赦なく私を無防備にする。

「門限を過ぎちゃったけど、大丈夫？」

　酔っぱらってしまった私を気遣ってくれる望月さんは、いつに増しても優しい気がする。

「今日は飲み会だから……帰りは遅くなるって……言って……きました」

　次第に瞼が重くなっていくのを感じながらも、望月さんの質問に何とか返事をする。しかし……。

「じゃあ、今から行き先を変更してもいい？」

　すでに夢の世界に片足を踏み込んでしまった私は、遠くから微かに聞こえる望月さんの言葉を聞きながら瞳を閉じた。




　まだ身体がフワフワと宙を漂っているような感覚がするのは、酔っているからだと思った。

「若葉、キレイだよ」

「ぅん……」

『キレイだよ』なんて、生まれて初めて言われたことが嬉しくて恥ずかしい。そんな聞き慣れない褒め言葉に戸惑いながら瞼を開くと、望月さんの後頭部が目に映り込む。

　私の胸の上で、頭が小刻みに動いている。その状況にびっくりして、霞かすみがかったような眠気がさっと引く。

　フワフワと宙を漂っているような感覚がしたのは、ベッドのスプリングのせいだということを理解した。

「な……んで？」

　かすれた声で呟けば、動きを止めた望月さんが顔を上げる。

「どうした？」

「ど、どうしたって……」

　暗がりの中に見えたのは、眼鏡を外した望月さんの顔。

　本当だったら、初めて見る望月さんの素顔にときめくはず。それなのに一糸まとわない自分の姿に気づいてしまい、あっという間に顔から血の気が引いた。

　両手で胸を隠して慌てて上半身を起こすと、床にはカットソーとスカート、それから下着とストッキングが散らばっている。そして私の身体に覆い被さっていた望月さんは、ほどよく鍛えられた裸体を惜しげもなくさらしていた。

　急いでシーツを引き寄せ、身体を隠す。

「若葉、まさか覚えていないの？」

　黙ったままコクリと頷くと、望月さんはヘッドボードに手を伸ばした。そして、その上に置いてあった眼鏡をかけると、私に背中を向けてベッドの隅に座った。

「参ったな。どこから覚えていない？」

「……タクシーで……家に送ってもらっている途中で……私、眠くなっちゃって」

「は？　そんなところまでしか覚えていないの？」

　呆れたようにため息をついた望月さんに向かって、小さく「はい」と頷くことしかできなかった。

「今日は帰りが遅くなるって、家の人に言ってきたって言うから……。行き先を変更してもいいか？って、若葉に聞いたんだよ」

　そこまで説明してもらっても、私は思い出せなかった。

　だけど、きっと私はイエスと返事をしたのだろう。ノーと言えば、責任感の強い望月さんはきちんと家まで送ってくれたはずだから。

「ここは？」

「ラブホテル。本当なら普通のホテルに連れていきたかったんだ。でも、ふらついた若葉を支えたままチェックインできるのは、ラブホテルしか思い浮かばなかった」

　望月さんは振り返ると、シーツで身体を隠している私の姿をジッと見つめた。

「言い訳するつもりじゃないけれど、無理やりじゃないから」

「も、もちろん、望月さんが強引にそんなことをする人じゃないって、わかっていますから」

　ただ、望月さんには悪いけれど、未遂のままで終わってくれてホッとしている自分がいた。やはり望月さんにすべてを捧ささげる時は、アルコールに酔っている時ではなく、甘くとろけるような雰囲気に酔いたい。

「迷惑かけてすみませんでした」

　身体を隠していたシーツをギュッと握りしめる。望月さんにすべてを見られてしまったことも恥ずかしくて仕方ない。

「迷惑だなんて思っていないよ。でも……」

「でも？」

「若葉は男という生き物を、ちっともわかっていない」

　かけたばかりの眼鏡を外した望月さんの瞳が、暗がりの中、妖しく光る。ヘッドボードの上に再び眼鏡を置くと、望月さんは強い力で私の両肩を掴んだ。

「望……月、さん？」

「途中で終われるほど、男は我慢強くないんだよ」

　その瞬間、ベッドの上に押し倒され、強引に唇を塞がれた。それは、この前交わしたディープキスよりも、さらに深くて濃いものだった。

　不慣れな私のことなどお構いなしに、望月さんは執拗に舌を絡ませてくる。抵抗することも受け入れることもできない私は、望月さんの行為に流されるまま。

　シーツを剥がされて胸に触れられても、先端を舌先で転がされても、そして両足を開かされた私の中を望月さんの細くて長い指がゆっくりと動いても……。悦びを感じるどころか、頭の中は羞恥と恐怖で埋め尽くされるばかりだった。

『ヤメて』と言いたいのに、喉の奥がカラカラに乾いて声が出ない。私に覆い被さっている望月さんの胸に手を当てて、その動きを止めたいのに、腕に力が入らない。

「若葉？　気持ちよくない？」

「……わかんない」

　望月さんのことは好き。だから、私の初めてを捧げる人は望月さんで間違っていないはず。でも、本当にこのまま流されてしまっていいの？と、不安を感じる冷静な自分もいる。

　どれが本当の自分なのか、よくわからない。この期に及んで悩んでしまう、優柔不断な自分が嫌いになりそうだった。

　その時、急に望月さんの動きが止まる。

「そろそろいいかな？」

　そろそろって、聞かれても……。

　何がそろそろなのか、何がいいのか、私にはさっぱりわからない。

「わ、私に聞かれても……困ります」

「そうだよね」

　戸惑いばかりが増す中、望月さんは上半身を起こしてヘッドボードの上に手を伸ばすと、小さな袋を破いた。

　何が始まるのかと望月さんの手元にふと視線を向ければ、初めて見る男の人のその形と大きさに、ただただ驚くばかり。

　初体験って、とても甘くて、ちょっぴり恥ずかしいものだと思っていた。でも実際は、目を逸らしたくなるほど妙に生々しいものだと、二十五歳で初めて知った。

　未だに心が揺れ動いてしまっていることを自覚した時、望月さんが確認するように言った。

「入れるよ。いいね？」

『いいね？』って聞かれても……。あんな形のものが、あんなに大きいものが、自分の中に入ってくるなんて絶対にありえない。

　もう恐怖しか感じられず、望月さんには申し訳ないけれど、この先に進むのは無理だと伝えようとした。

「も、望月さん。やっぱり私……ん……いぁ」

　しかし最後まで言い終わらないうちに、強烈な痛みが下半身を貫く。

「若葉、力抜いて」

　力を抜くって？　どうすればいいの？

「望月さん……お願い。ヤメて」

　痛みしか感じられず、望月さんに向かって懇願するように口を開いた。でも……。

「無理。ごめん、若葉。我慢して」

　普段とは違う望月さんの強引な態度に、ますます恐怖を感じる。もちろん望月さんだけが悪いわけじゃない。きっとこの痛みは、きちんと拒否できなかった自分への罰。

　好きな人と結ばれたはずなのに、私の心を支配するのは望月さんに対する不信感だった。

　目尻から伝うひと筋の涙が乾く前に、望月さんは短く声を上げると動きを止めた。




　ふたりが初めて結ばれた後、望月さんは私を優しく抱きしめると、すぐに眠りに落ちてしまった。

　好きな人の腕枕で幸せなひと時を過ごすことを夢見ていた私の目に、薄っすらと涙が浮かぶ。これ以上、望月さんの寝顔を見ていると、悲しい気持ちばかり込み上げてきそうな気がした。

　規則正しい寝息を立てる望月さんの腕の中からそっと抜け出し、バスルームに向かう。シャワーのバルブをひねって熱いお湯を出すと、冷えきった身体と心を温めた。

「うっ……」

　泣くつもりなんかなかったのに……。

　鈍く痛む下腹部を庇うように両手で抱え込んだ私は、その場に崩れるように座ると、声を上げて涙を流した。




「若葉、おはよう」

　甘く囁く声で目が覚める。視界に映り込むのは、裸のままベッドに横になっている望月さんの姿。

「お、おはようございます」

「気持ちよさそうに眠っていたのに、起こしてごめんね。でも俺、これから仕事だから」

「あ……はい」

　今日は土曜日。前の日に飲み会があっても、望月さんは休日出勤しなければならないようだ。

　再開発プロジェクトの中心メンバーである彼の苦労を改めて痛感する。

「若葉はシャワー浴びる？」

　そう言いながら、望月さんは身体を起こすとベッドから出た。

　望月さんの裸を見ると、昨日の痛みと恐怖を思い出してしまう。私は望月さんから視線を逸らすと、シャワーは浴びないという意味を込めて首を横に振った。

「そう。じゃあ、ちょっと待ってて」

　望月さんの姿がシャワールームに消えると、私は大きく肩で息を吐いた。

　初体験の恥ずかしさも痛みも乗り越えられるのは、彼とひとつになれる悦びのほうが勝るから。でも今の私は、悦びよりも虚しさと寂しさが募るばかり。

　手を伸ばせば触れられる距離にいるのに、心が望月さんを拒否してしまう。

　これから私たちは、どうなってしまうの？

　想像していたものと大きくかけ離れてしまった初体験を思い出しながら、私はラブホテルのベッドの上で、まだ違和感が続く下腹部にそっと手を当てた。










六．あの日の後悔




　開発事業部のホワイトボードに張り出されているのは、現在の光が丘北口商店街の地図。かつては肉屋さんだった田口さんの店も、八百屋さんだった高橋さんの店も蛍光ペンで色が塗られている。

「想像していた以上に同意が得られたな」

　腰に両手を当てながら、地図を見つめて松本チーフが満足そうに頷いている。

「やはりネックはここですね」

　地図の白い部分を指差しながら、眉間にシワを寄せるのは望月さん。

　再開発に賛成している住民の家が色づけされ、再開発に反対している住民の家は白いままになっている。

　望月さんが指を差したのは、靴工房・シエナと山本時計店。もちろん、地図上の二軒は色づけされていない。

「ゴネれば補償金が上がるとでも考えているんだろ。まあ、粘り強く交渉をしていくしかないな」

　松本チーフが望月さんの肩を叩く姿を見つめながら、ゲンさんと交わした話を思い出す。

　ふたりが再開発に反対するのは、お金が理由じゃない。そのことを松本チーフに伝えたほうがいいのか考えていると、望月さんと目が合った。

　望月さんと一夜を過ごしてから、すでに一週間が経っている。その間に交わしたのは、天気のこととか、望月さんが好きなサッカーの話とか、他愛ない内容のメールだけ。

　本来なら恋人として今が一番楽しい時のはずなのに、望月さんとふたりきりで会って、また身体を求められたらどうしよう、という不安で押しつぶされそうになっていた。




「若葉ちゃん、食欲ないわね。仕事が忙しいの？」

　Ａランチ定食のたらこパスタを残してしまった私を佐和子先輩が気遣ってくれる。

「仕事はそれほど忙しくありません」

「だったら、身体の調子が悪いとか？」

　心配げな表情を浮かべている有紀ちゃんの言葉に、私は黙ったまま首を横に振った。

「仕事で疲れているわけでもなく、体調が悪いわけでもない。残る理由はただひとつね」

　佐和子先輩は何でもお見通しというような得意げな表情を浮かべると、大きな口を開けて、たらこパスタを頬ばった。

　社員食堂のテーブルを挟んで、私の目の前に並んでいるふたりは顔を見合わせると、フムフムといった感じで頷き合う。

「若葉ちゃん！　ズバリ、恋の悩みでしょ？」

「若葉先輩！　ズバリ、恋に悩んでますよね」

『ズバリ』なんて言葉をハモらせるふたりがおかしくて、つい笑ってしまった。けれど、ふたりの鋭い指摘を否定できず、黙ったままコクリと頷く。

「今日、仕事が終わったら『コリアンキッチン』に行くわよ」

　パスタを食べ終えた佐和子先輩は口元を紙ナプキンで拭うと、そう言い切った。

「は、はい」

　コリアンキッチンとは、駅前にある韓国料理屋さんの名前。甘い恋愛話は、辛い韓国料理を食べながら。三人の間では、それが暗黙のルールだ。

「いいアドバイスしますから、全部話してくださいね」

　笑顔で言う有紀ちゃんに、私は少しだけ戸惑ってしまった。

「ぜ、全部？」

「はい！　ハッキリ言って、恋愛のことなら若葉先輩よりも、年下のアタシのほうがスキル高いですからね」

　確かにそのとおりだ。

　私の目の前で自信満々に胸を張る年下の有紀ちゃんに反撃できないことが、ちょっぴり悔しかった。




　コリアンキッチンのサムギョプサルはとてもおいしくて、テレビや雑誌に何度も紹介されている。だから、常に行列ができている。

　でも、そこはぬかりない。ランチタイムが終わった後【ネット予約をしたから】というメールが佐和子先輩から届いた。

　仕事終わりに合流した私たちは、しとしとと雨が降る中、傘を差しながらコリアンキッチンに向かう。

　仕事帰りの女子やサラリーマンが列に並んでいる中、私たちはコリアンキッチンの自動ドアをくぐる。係の人に、駅前のバスロータリーが見下ろせる二階席に案内された。

「何飲む？」

　佐和子先輩が差し出すドリンクのメニュー表を見た瞬間、開発事業部の飲み会で酔っぱらってしまったイタイ経験が脳裏に浮かぶ。

「私はウーロン茶で」

「若葉先輩！　何言っちゃってるんですか!?　まずはビールで乾杯でしょ？　すいません！」

　勢いよく店員さんを呼ぶ有紀ちゃんの姿が、この前の松本チーフの姿と被った。

　開発事業部の飲み会では溝口さんに嫉妬してしまって酔っぱらっちゃったけど、今日は気をつけるから大丈夫。

　自分にそう言い聞かせた私は、有紀ちゃんにオーダーを任せた。

「取りあえず生中を三つ」と、有紀ちゃんはオーダーを済ませる。

「サムギョプサルでしょ。それからトッポギでしょ」

　佐和子先輩はメニューを指差しながら、料理を選んでいる。

「あ、私、チヂミ食べたい」

　佐和子先輩の隣で、メニュー表を覗き込んだ有紀ちゃんが声を上げた。

　店員さんを呼び止め、メニュー表を見ながらアレコレとオーダーしているうちに、生ビールの中ジョッキが三つ運ばれてくる。

「乾杯！」

　こうして三人で仕事帰りに飲むのは久しぶり。だから、毎日のように社員食堂で顔を合わせていても、新鮮に思えた。

　黄金色の冷たい液体で喉を潤すと、ジョッキをテーブルにドンと置く。

「それで、若葉ちゃん。彼氏でもできた？」

　最近は恋バナといえば、営業部に彼氏がいる佐和子先輩の話が中心だった。けれど今回は私のために集まってくれている。それなのに彼氏のことを内緒にするわけにもいかず、私はコクリと頷いた。

「相手はどんな人なんですか？」

　好奇心で瞳を輝かせている有紀ちゃんは、つい最近、年下の彼氏と別れたばかりらしい。でも明るくて素直な有紀ちゃんには、すぐに新しい彼氏ができるはず。

「歳は私より五つ上なの」

「うんうん。それで？　どこで出会ったの？」

　運ばれてきたチヂミを小皿に取り分けながら、佐和子先輩がさらに突っ込んだ質問をしてくる。

「……会社です」

「ええ！　まさか開発事業部の人とか？」

「……はい」

　そこまで認めた私の前で、佐和子先輩と有紀ちゃんが目をクルリと丸くしながら顔を見合わせた。

「まさか若葉ちゃんの彼氏って、望月さんじゃないわよね？」

　佐和子先輩の言葉にどことなく刺があるように感じたのは、気のせい？

　今まで誰にも内緒にしてきた恋だったけれど、胸に燻くすぶり続けている想いを相談できるのは、目の前にいるふたりしかいない。私は覚悟を決めて、答えを口にした。

「その、まさかです」

　ふたり同時に「ええ～！」と大きな声を上げた時、トッポギとサムギョプサルがテーブルに運ばれてきた。

　私はどう話を続けていいかわからなくて、サムギョプサルのお肉を焼こうと手を伸ばす。でも、その手を佐和子先輩が勢いよく掴んだ。

「食事は後！　先にふたりの馴なれ初そめを聞かせなさい」

　狐きつねのように目をつり上げる先輩の勢いに押されて、私は、密かに望月さんに恋心を抱いていたこと、会議室でふたりきりになった時に望月さんから交際を申し込まれたこと、そして一週間前に結ばれたことを打ち明けた。

「いい感じで付き合っているじゃない。そこに何の悩みがあるのよ」

「そうですよ。あの望月さんが相手なら、何も悩む必要ないじゃないですか」

　そんなふうに結論づけられたら、このまま話を続けることにためらいを感じてしまった。しばらくの間、ふたりの様子を黙ったまま見つめる。

　有紀ちゃんはそんな私のことなど気にすることなく「すいません！　マッコリ三つ！」と私の分まで勝手に追加オーダーをすると、サムギョプサルのお肉を焼き始めた。

「もしかして若葉ちゃんの悩みって、望月さんがモテすぎるからとか、そんなくだらないものじゃないわよね？」

　こんがりと焼けたチヂミを噛みちぎりながら『くだらない』と言う佐和子先輩は迫力満点。思わず萎縮しながらも、私は本題を切り出すことにした。

「ふたりとも知っていると思いますけど、私、男の人と付き合ったのって望月さんが初めてなんです。だからよくわからなくて。あの……初めての時って、あんなに痛くて怖いものなんですか？」

　まるで好奇心旺盛な女子高生みたいな話題だと思っていると、突然テーブルに大きな声が響き渡った。

「マッコリお待ちどうさまです！」

　まさか話を聞かれちゃった？と、韓流イケメンの店員さんにチラリと視線を向けると、にこやかな笑顔を返される。

　聞かれてはいなかったようだけど、恥ずかしい気持ちがさらに倍増した私は、思わず俯いてしまった。

「まあ、確かに初めては痛いけれど、望月さんは優しくしてくれたんでしょ？」

　周りの耳などまったく気にしていない佐和子先輩は、早速マッコリに口をつけ、話を続ける。

　渋い灰色の陶器のグラスに注がれた白いマッコリを見つめながら、私は首を横に振った。

「飲み会後だったせいもあるかもしれないけど、望月さんはすぐ眠っちゃって……。次の日、望月さんは休日出勤だったから、慌ただしく別れてしまったし……」

　そう伝えると、佐和子先輩はマッコリのグラスをテーブルに置き、頬ほお杖づえをついた。

「つまり若葉ちゃんは、望月さんに優しくされなかったことが不満なのね？」

「そうじゃなくて……」

「じゃあ、何に悩んでいるの？」

　首を傾げる佐和子先輩に向かって、私は恥ずかしさを堪えながら初体験の話を包み隠さずに語った。

「私、痛くて怖くて……途中で『ヤメて』って、お願いしたんです。でも望月さんは、『我慢して』って……」

「そうか……。確かにそれはちょっとひどいとは思うけど、でもそこまで進んじゃったら、男の人ってなかなか我慢できないみたいよ。それに望月さんも酔っていたみたいだし、若葉ちゃんが痛がっていることに気が回らなかったんじゃないかな」

　確かに、佐和子先輩の言うとおりかもしれない。でも、痛みと恐怖しか感じなかった初体験を簡単に忘れることなどできない。

「初めてって〝痛いけれど幸せ〟みたいな感じだと思っていたんです。でも、現実はそうじゃないんですね」

　そこまで話すと、一気に頬が火照るのを感じる。

　これはアルコールのせい？　それとも赤裸々な話題のせい？

　とにかく恥ずかしくて仕方がなくなってきた時、今までお肉を焼くことに集中していた有紀ちゃんが、突然声を上げて笑い出した。

「若葉先輩って、かわいいですね。大丈夫ですよ。何回か経験すれば、すぐに気持ちよくなれますって」

「き、気持ちよくって……」

　大胆なことを言い出す有紀ちゃんを茫ぼう然ぜんと見つめていると、佐和子先輩も笑い出す。

「そうね。若葉ちゃんにアドバイスすることは、今度はシラフの時にシなさい、かな。大丈夫よ。望月さん、次は優しくしてくれるって」

「そうですよね。アタシだったら、眼鏡を外した望月さんの顔を見ただけでイッちゃうかもぉ～」

「やだぁ～、有紀ちゃんったらぁ！」

　気持ちよくなるとか、イッちゃうとか、下ネタで盛り上がるふたりの会話に、恋愛ビキナーの私は、もはやついていけない。いたたまれなくなって、焼けたお肉に手を伸ばすと、サンチュに包む。そして大きな口を開けると、コリアンキッチンの看板メニューであるサムギョプサルを頬ばった。




　佐和子先輩と有紀ちゃんに相談しても、梅雨空のように心が晴れないまま迎えた、週明け。

　いつものように出社をすると、開発事業部へ向かった。

「おはようございます」

「あ、一条さん、おはよう。これなんだけど、朝イチでお願いできるかな？」

　挨拶をして自分の席に向かう途中で、松本チーフに呼び止められる。

「はい。わかりました」

　松本チーフから資料を受け取ると、頼まれた入力作業を開始した。

　作業を三十分ほどで終わらせると、次の入力に取りかかる。

　仕事が忙しいほうがいい。だって、望月さんのことを考えなくて済むから……。

　それでも同じフロアにいると、どうしても目が勝手に望月さんを追ってしまう。テキパキと仕事をこなす望月さんは、やっぱり素敵。でも……。

　未だに初体験のことを吹っ切れずにいる自分に嫌気が差した時、デスクの上に大きな音を立てながら一枚の紙を叩きつけられた。

　驚いて顔を上げれば、開発事業部の飲み会後のトイレで私に暴言を吐いた溝口さんが目の前にいた。

「ここ、入力ミスよ」

　ミスした箇所を差す溝口さんの指先には、ピンクベージュ色の上品なネイルが施されている。短く切り揃えただけの自分の爪が恥ずかしくなり、キーボードの上から隠すように手を下ろした。

「すみません。すぐに訂正します」

　小さく頭を下げた私の目の前で、内巻きの髪の毛がふわりとなびく。

「こんな単純なミスをするようじゃ、地味な総務部に戻される日も近いかもね」

　誰にも聞こえないように、耳元で嫌味を囁かれる。でもミスをしてしまったのは事実だから、何も言い返すことなどできない。

　望月さんのことばかり気にしてしまうから、こんなミスをしてしまうんだ。今は仕事中。ちゃんと集中しなくちゃ！

　いつまでもウジウジしている自分に心の中で喝を入れると、背筋を伸ばし、入力作業を続けた。




　午後になり、打ち合わせをしていた松本チーフがミーティングルームから飛び出してきた。

「一条さん。悪いけれど、急ぎでこの資料を十部コピーして」

「はい」

　資料を受け取り、指示どおりにコピーを終わらせると、ミーティングルームのドアをノックする。

「失礼します。コピー終わりました」

「ありがとう」

　ミーティングルームの奥の席に座っている松本チーフの元に、コピーした資料を届けようとすると、望月さんが席を立って私のほうに向かってきた。

「一条さん、ありがとう。資料は俺がもらうよ」

「はい。よろしくお願いします」

　口元を少しだけ上げると、望月さんは私の手元からコピーを受け取ろうとした。その時、望月さんの細くて長い指先が私の手の甲をすっと滑る。

　偶然？　それとも、わざと？

　本当だったら、久しぶりに感じた望月さんのぬくもりは嬉しいはず。それなのに望月さんの指が触れた瞬間、言い表すことのできない、ざわめきのようなものを感じた。

　思わず、手にしていた資料を床に落としてしまう。

「あっ。すみません」

「いや。大丈夫」

　床にかがみ込もうとした私を制した望月さんは、あっという間に資料を拾い上げてしまう。

「ありがとう」

　資料を落としてしまったのに、またお礼を言われた私は、望月さんに申し訳なく思いながらミーティングルームを後にした。




　定時になって開発事業部を後にする。

「一条さん！」

　エレベーターフロアに到着したところで、望月さんに呼び止められる。

「少し話せるかな？」

　望月さんの言葉に黙って頷けば、廊下の角を曲がった片隅に誘導された。

「若葉、ごめん」

「え？」

　望月さんがどうして謝るのか、私には理由がわからなかった。

「あれからさ、若葉とゆっくり話もできなかったね。ふたりきりの時間が取れなくてごめん」

「い、いえ……」

　望月さんが口にした『あれから』とは、きっとふたりが初めて結ばれた日のこと。そして『ふたりきりの時間』とは、また身体を重ね合うことを含めたデートのことだろう。

　こんなふうに私のことを気にかけてくれる望月さんは優しい。それなのに、初体験の時はどうして優しくしてくれなかったの？

　つい望月さんを責めてしまうようなことを考えてしまった時、大きな手が私の腕に伸びてきた。

　両腕を掴まれた時点で、望月さんが何をしようとしているのかわかってしまった。今までの私なら、久しぶりに交わす望月さんとのキスを自然に受け入れたはず。でも今の私は……。

「嫌っ」

　唇を寄せてくる望月さんの胸に両手を当て、顔を逸らしてキスを拒否してしまった。

「若葉？」

　望月さんが不審に思うのは当たり前だ。私でさえ、たった今、反射的に望月さんを拒否してしまったことに戸惑っているのだから。

　望月さんとふたりきりで話す時間が楽しかったはずなのに、望月さんと交わす甘い口づけが大好きだったはずなのに、どうしてこんなことになってしまったの？　自分の気持ちがわからない……。

「ご、ごめんなさい」

「どうしたの？」

　心配げに私の顔を覗き込む望月さんから、ゆっくりと後退する。動揺する私に、望月さんは怪け訝げんそうな表情を隠さないまま、冷静に口を開いた。

「黙っていたんじゃわからないよ。どうして俺を拒むの？」

　ミーティングルームで望月さんの指が私の手の甲に触れた瞬間に感じたあのざわめきが、今また蘇る。強く握られたわけじゃないのに、望月さんに触れられた両腕がヒリヒリと痛むような気がした。

　痛いのは両腕だけ？　……ううん、違う。心も、望月さんとひとつになった身体も……痛い。これはきっと、拒絶反応だ。

　そう確信した私は、望月さんに向かって小さな声で心情を素直に打ち明けた。

「こ、怖いんです」

「怖い？　何が？」

「望月さんが……」

「は？　どういう意味？」

　手を繋ぐことも、キスをすることも、今までは確かに平気だった。それなのに身体を重ねてしまったことが原因で、こんなことになるなんて想像もしていなかった。

「あの日……」

「あの日？」

「望月さんと結ばれた日。私、痛くて怖くて……途中で『ヤメて』ってお願いしたのに……」

「いや……『ヤメて』って、あんな状態の時に言われても……。でも、ごめん」

　望月さんの精せい悍かんな顔立ちが目の前で歪む。その顔を見ただけで、また恐怖を感じてしまった。

「望月さんだけが悪いんじゃないってわかっています。でも私……」

　小刻みに震え出す指先を見つめていたら、思わず涙が込み上げてきてしまった。

　もう顔を上げることもできない私の耳に聞こえたのは、望月さんの大きなため息だった。

「俺、もう仕事に戻らなくちゃ。この話はまたにしよう」

「……はい」

　俯いたままの私の前を、望月さんが通り過ぎていく。

　息の詰まるような時間が終わり、ひとりになった途端、全身の力が抜けた。ヘナヘナとその場に座り込む。瞳からは大粒の涙が零れ落ちる。

　涙を流しながら思うことは、後悔ばかり。

　あの日、お酒なんか飲まなければ。あの日、望月さんに送ってもらわなければ。

　あの日、タクシーの中で眠らなければ。あの日、セックスなんかしなければ。

　決して戻ることなどできない〝あの日〟を思い返しながら、私はオフィスの片隅でとめどなく涙を流した。










七．入院




　自分の気持ちを望月さんに正直に打ち明けた次の日。

　どんな顔で出社したらいいのか、わからなかった。でも開発事業部に行くと、望月さんは普段と何も変わった様子もなく仕事に集中している。

　そうだった。望月さんは公私混同しない人だった。

　私は大きく深呼吸をして気持ちを切り替えると、いつものように入力作業に取りかかった。




　会社にいる時は仕事に集中していれば、いろいろと考えずに済むから楽だった。でもいったん仕事を離れると、すぐに望月さんとのことを考えてしまう。

　望月さんからは何度かメールと着信があった。でもどんなふうに望月さんと接すればいいのかわからず、私はそれらを無視してしまっていた。

　ゴチャゴチャとした心のまま、何とか平日の業務をこなして迎えた土曜日は、気持ちが落ち込んでいたせいもあって、どこにも出かけずに家でおとなしく過ごすことにした。

　でも家にいても、結局は望月さんのことばかりモヤモヤと考えてしまう。

　どうにか気分転換しなければ、と私が思い出したのは、『気が向いたらまた遊びに来ておくれ』と言ってくれたゲンさんの言葉だった。




　次の日の日曜日。山本時計店に行くことにした今日は、梅雨明けが発表されたばかりで、外は太陽がギラギラと照りつけている。

　暑さに負けないようにと、クローゼットから白いショートパンツを取り出す。素足には、爽やかなレモンイエロー色のアンクルストラップのサンダルを合わせることにした。

　その時、溝口さんの指先に光る洗練されたネイルをふと思い出す。

　実年齢より幼く見られることが多い私でも、フットネイルをすれば少しは女らしくなれる？

　なぜか今さら溝口さんに対抗心を燃やしてしまった私は、ドレッサーの引き出しを開けると、マニキュアを手にした。

　ピンク色の爪先がチラリとサンダルから覗くだけで、女子力がアップしたような気分になる。

　私は、降り注ぐ日差しを受けながら光が丘北口商店街を目指した。




　山本時計店を最後に訪れたのは、約一カ月前。今では再開発に反対しているのは、靴工房・シエナと山本時計店だけだと開発事業部で小耳に挟んだ。

　でも今日は、この話題を口にするのはよそう。だって今日の私は、野口不動産の社員として商店街を訪れたわけではないのだから。

　響さんは元気にしているだろうかと靴工房・シエナの様子が気になりつつも、山本時計店のガラス戸を開ける。

「こんにちは」

　チクタクと静かに時を刻む時計たち。机の上に置かれたルーペに、工具。久しぶりに訪れた山本時計店は、時間が止まったような錯覚がするほど何も変わっていない。

　でも店内には、主であるゲンさんの姿が見当たらなかった。

　もしかしたら奥の居間にいるのかもしれない。

「ゲンさん？」

　私は、声をかけながら障子に手を伸ばした。

　遠慮がちに開けた障子の隙間から見えたのは、居間に横になっているゲンさんの姿。もしかしてお昼寝中？と思った時、苦痛に歪んだゲンさんの表情が目に飛び込む。

「ゲンさん！」

　なんでこんな時に限って、アンクルストラップのサンダルを履いてきてしまったのだろう。

　サンダルを脱ぐのをもどかしく感じながらようやく居間に上がると、横たわるゲンさんの元へ駆け寄る。近くで見るゲンさんの顔色は蒼そう白はくで、息も絶え絶えとしていた。

「きゅ、救急車！」

　私は焦りながら、バッグの中に手を突っ込んで携帯電話を取り出そうとした。その私の手をゲンさんが力なく掴む。

「ひ……響を……ひ……びきを」

「響さん？　わかりました。すぐ呼んできます」

　意識もあるし、きっと大丈夫。

　自分にそう言い聞かせ、居間から転ぶように降りると、裸足のまま向かいの靴工房・シエナに走った。

　引くのか押すのかすらわからなくなるほど動転しながら、靴工房・シエナのドアを勢いよく開ける。

「響さん！」

「何だよ。もうここには来るなって言ったはずだよな」

　作業していた手を止めた響さんは、突然姿を現した私を迷惑そうに見つめた。

　心の中では一刻を争うほど焦っているのに、響さんの顔を見た途端、安堵している自分に気づく。

　響さんがいてくれれば大丈夫。

　そう思いながら、私は声を上げた。

「ゲ、ゲ、ゲンさ……」

「は？」

「ゲ、ゲンさんが！」

「……ゲンさんがどうしたんだよ。……まさか！」

　動揺して説明すらまともにできない私の様子を察した響さんは、イスから立ち上がると一目散に店を飛び出す。その後ろ姿を必死に追いかけた。

　山本時計店の居間で、響さんが救急車を呼んだ。電話を切ると、横たわるゲンさんに寄り添い、必死に声をかける。

「ゲンさん。すぐに救急車が来るからな。すぐに楽になるからな」

「ひ……響」

　響さんの言葉に小さく頷いたゲンさんは、震える指で居間の茶箪笥を差した。

　必死で何かを訴えるゲンさんに代わって、私はその茶箪笥に向かう。そしてゲンさんの視線の先にあった引き出しをゆっくりと開けた。

　そこにあったのは、『響へ』と宛名が書き記された一通の茶封筒。私はその封筒を手にすると、響さんに差し出す。

「これを俺に？」

　苦しいはずなのに、ゲンさんは少しだけ口元に笑みを浮かべた。

　閉じられていない封筒の中から響さんが取り出したのは、数枚の便箋だった。

「わかった。後でゆっくり読むよ」

　便箋を封筒の中にしまうと、響さんは身に着けている作業用エプロンのポケットの中に入れた。

　その時、遠くから救急車のサイレンの音が聞こえてくる。

「ゲンさん。がんばって」

　シワシワなゲンさんの手を握りながら、私は込み上げてくる涙を我慢した。




　搬送された総合病院の処置室の前のイスに座りながら、ゲンさんが無事であることを祈り続けた。

　両手を握り合わせた私の隣から、響さんは無言で立ち上がると姿を消す。

　もしかしたらゲンさんが倒れたことを誰かに連絡しに行ったのかもしれない。

　でも私の予想は見事に外れる。

　戻ってきた響さんが手にしていたのは、病院のスリッパだった。響さんは私の前におもむろに跪ひざまずくと、足首に手を伸ばしてきた。

　何をされるのかわからず、身体が一瞬、強こわばる。でも、デニム地のエプロンで私の足の裏を拭き出した響さんの姿を見たら、自然と力が抜けていった。

　そういえば私、サンダルを脱いだままだった。

　靴工房・シエナに響さんを呼びに行った時も、救急車に乗り込む時も、裸足だったことを思い出す。

「あ、ありがとうございます」

「いや。気づいてやれなくて悪かったな」

　響さんに足を触れられた私が胸に抱くのは、足の爪にマニキュアを塗っておいてよかったという乙女心。こんな時なのに不謹慎だと自分を叱りながら、私は足元に置かれたスリッパに両足を忍び込ませた。

　その時、処置室の扉が開くと、ストレッチャーに横になったゲンさんと看護師さんが姿を現す。

「ゲンさん！」

　ストレッチャーに駆け寄ると、細い腕に点滴が打たれたゲンさんの痛々しい姿が目に入る。

　ゆっくりと目を開けたゲンさんは、響さんと私に向かってしっかりと頷いてくれた。その姿に安堵していると、看護師さんの声が響く。

「山本源げん助すけさんの身内の方は？」

「はい。俺です」

「先生から説明がありますので、あちらの部屋にどうぞ」

　響さんは身に着けていたエプロンを外すと、看護師さんの誘導に従って処置室の隣の部屋に向かう。

「おい。ゲンさんのこと頼むぞ」

「はい」

　響さんからエプロンを預かった私は、ゲンさんに付き添って病室に向かった。




　六人部屋に運ばれたゲンさんの口元には、酸素マスクが装着されていた。

「若葉さん。迷惑かけてすまなかったね」

　ゲンさんが話すと白く曇る酸素マスクを見つめながら、私は首を横に振った。

「迷惑だなんて思っていません。とにかくゆっくりと休んでください」

　私の言葉に頷いたゲンさんは、静かに瞳を閉じた。その姿は、山本時計店で見かけた時よりも、ひと回り小さく見える。

　いったいゲンさんの病状はどうなのか、どれくらい入院しなければならないのか、不安ばかりが胸に広がる。その時、ベッドを仕切っているカーテンが静かに開くと、響さんが姿を現した。

「ゲンさんは？」

　響さんは肩で息をしていた。ゲンさんに早く会うために階段を急いで上がってきたのかもしれない。

「大丈夫です。落ち着いています」

　眠ったゲンさんを起こさないように、小声でそう言った時……。

「響……」

　眠ったと思っていたゲンさんの声が、微かに病室に響く。

「ん？　何？」

　響さんは身体を屈めると、ゲンさんの声を聞きとるために酸素マスクに耳を寄せた。

「ワシは大丈夫だ。若葉さんを家に送ってやれ」

　辛い思いをしたばかりだというのに、自分のことより私を気遣うゲンさんの優しさが胸に染み入った。

「私の心配なんかしないでください。それに、もう少しゲンさんの傍にいたいです」

　思わず涙が込み上げてしまう。そんな私の肩に、響さんの大きな手が乗せられる。

「長居をしても病人が疲れるだけだ」

　確かにそのとおりだ。

　響さんの的確な指摘に、私はやっと冷静になることができた。

「ごめんなさい。ゲンさん、また来ます」

　イスから立ち上がってゲンさんを見つめれば、目を細めて頷いてくれた。

　後ろ髪を引かれる思いで病室を後にする。その後ろを響さんがついて来てくれた。

「響さん。私、ひとりで帰れますから、ゲンさんに付き添ってあげてください」

「ゲンさんの保険証とか着替えとか、いろいろと用意しないとならない物があるんだよ。それにオマエ、スリッパで帰るつもりか？」

　そう言って、響さんが私の足元を指差す。

「あっ……」

　階段を一段下りるたびにパコンと音を立てる、病院の緑色のスリッパが目に入る。

「オマエを送るのは、いったん家に帰るついでだ」

　階段を下りながら素っ気なく言い放つ響さんの横顔は、どことなく強ばっているように見えた。もしかすると、ゲンさんの病状があまりよくないと説明を受けたのかもしれない。

「あの、ゲンさんのことなんですけど……」

「年だからな。健康診断も受けていなかったし、今回は検査入院だ」

「検査入院……」

「ああ。だからあまり心配するな」

　今まで不安ばかりが募っていた私の心が、響さんのひと声で軽くなる。

「はい。わかりました」

「じゃあタクシーを呼んでくるから、オマエはロビーのソファに座って待っていろ。あ、それからそのスリッパを脱げ」

「はい」

　ソファに腰を下ろし、スリッパを脱ぐ。響さんはそのスリッパを手に取ると、ロビーから姿を消した。

　日曜日の午後に病院の一階ロビーで見かけるのは、入院患者のお見舞いに訪れる人くらい。ひっそりとした中で、私はひとり、ソファの上で膝を抱える。

　ゲンさんが倒れてしまった原因のひとつは、再開発のことで負担がかかったせいかもしれない。

　点滴と酸素マスクをされたゲンさんの痛々しい姿を思い出し、抱えた膝に顔をうずめるようにして、流れ落ちる涙を隠した。

　でも、涙で震える肩までは隠し通せなかったみたい。

「おい。だから心配するなって言っただろ？」

　戻ってきた響さんの大きな手が、私の短い髪の毛をクシャクシャと撫で回す。

「ゲンさんはオマエの笑顔が好きなんだよ。だから泣くな」

　響さんの手に力がこもり、身体を引き寄せられる。響さんの肩にもたれかかりながら、その安心感に身を委ねると、涙腺がさらに緩んだ。

「ごめんなさい。泣くつもりじゃなかったのに……」

「大丈夫だって。ゲンさんはすぐに元気になるって」

「……はい」

　響さんは私を慰めるように、その大きな手で私の頭を優しく撫で続けてくれた。

「どうやらタクシーが到着したようだな」

　顔を上げた先に見えたのは、正面玄関に横付けされた黒塗りのタクシー。涙を指先で拭ってソファから立ち上がろうとすると、身体がふわりと宙に浮かんだ。

　もう何度目かわからない響さんのお姫様抱っこは、相変わらず心地がいい。

　甘えるように、響さんの首に腕を巻きつける。すると響さんは白い歯を見せながらニヤリと意味深な笑みを浮かべた。

「初めて抱いた時は抵抗していたくせに、随分と慣れたもんだな」

「へ、変なこと言わないでください！」

　人が聞いたら勘違いされそうな言葉を平然として言い切る響さんを、信じられない思いで見つめる。

「それくらい元気なら、もう大丈夫だな」

　確かに、ついさっきまで子供のようにメソメソ泣いていたくせに、すっかり涙が収まっている。

　きっと響さんは私を気遣って、わざと悪態をついたんだろう。

　そんな響さんの優しさが嬉しかった。

「響さん。ありがとう」

「別に礼を言われることなんかしてねえよ」

　言葉だけを聞いたら不機嫌なのかと思ってしまうけれど、これは響さんの照れ隠しだ。だって響さんったら、耳が真っ赤になっているんだもん。

「プッ」

　思わず笑いが込み上げて、私は小さく吹き出してしまった。

「何だよ。今泣いたカラスがもう笑ったってヤツか？」

　響さんは口角を上げながら、小さく笑った。

「もう。子供扱いしないでください！」

「俺に言わせれば、オマエはまだまだ色気が足りねえガキだと思うけどな」

　響さんの言葉をすぐに否定できないことを悔しく思っていると、お姫様抱っこから下ろされた私の身体がタクシーの後部座席に沈む。

「光が丘北口商店街まで」

　隣に乗り込んできた響さんが行き先を告げると、タクシーはゆっくりと走り出した。

　預かっていたエプロンを差し出せば、響さんは小さくため息をつく。エプロンを受け取った彼の横顔は、少し疲れているように見えた。

「ゲンさんの入院って長期になりそうですか？」

「検査の結果次第だな」

　ゲンさんには身寄りがいない。入院してしまったゲンさんの付き添いをするのが響さんひとりでは、負担が大きいはずだ。

「響さん。私にゲンさんのお世話のお手伝いをさせてください」

「世話というか、都合のいい日に顔を見せてやってくれないか？」

　響さんは、寝癖のように跳ね上がった黒髪を掻き上げながら言った。

「はい。もちろん」

「忙しいのに悪いな」

「いえ」

　ゲンさんが搬送された病院から光が丘北口商店街までは、タクシーで十分ほど。私たちを乗せたタクシーは、あっという間に山本時計店の前に到着した。

「ちょっと待ってろ」

　響さんは後部座席から外に出ると、山本時計店の中に入っていく。そして数分もしないうちに、私のアンクルストラップのサンダルとバッグを手にしてタクシーに戻ってきた。

「バッグの中身を確認しろ」

　サンダルとバッグを受け取ると、響さんの指示に従って中身を確認する。

「大丈夫です。お財布も携帯もあります」

「そうか。えっと……それでオマエの家って、どこだっけ？」

「桜台です」

　私の返事に頷くと、響さんは運転手さんに一万円札をすばやく渡した。

「じゃあ運転手さん、桜台駅までお願いします」

「え？」

　ゲンさんの入院準備を手伝うつもりでいたから、この展開は想定外だった。アンクルストラップのサンダルを履くのに手間取っているうちに、無情にもタクシーの後部座席のドアは音を立てて閉まった。

「あっ。ちょっと！　響さん!!」

　慌てる私を無視して、タクシーは滑るように走り出す。

　後部座席から振り向いた先に見えたのは、山本時計店の前で佇たたずんでいる響さんの姿だった。

　私が『停めて』とお願いすれば、運転手さんはきっとタクシーを停めてくれるはず。でも頑固な響さんが、今さら私の手助けを受け入れるとは到底思えなかった。

　徐々に小さくなっていく響さんの姿を見つめながら、思うことはただひとつ。

　仕事が終わったら、毎日ゲンさんのお見舞いに行こう。ゲンさんに早く元気になってもらうために……。










八．永遠の別れ




　月曜日の朝、開発事業部に出社した私を松本チーフが待ちかまえていた。

「一条さん、ちょっといいかな？」

「はい」

　松本チーフは私をミーティングルームに連れていくと、片隅に積まれた段ボール箱をポンポンと叩きながら、ためらいがちに口を開いた。

「ちょっと面倒くさい頼みなんだけれど、この段ボール箱に入った書類の整理をお願いしたいんだ」

「は、はい」

「書類を種類別に分けたら、日付順にファイルしてほしい。その際、担当者と上席者のサイン漏れがないかもチェックしてくれ」

　松本チーフの指示は、さほど難しいものではない。でも積み上げられた段ボール箱の数があまりにも多いから、作業を始める前から気分が萎えてしまった。

「あの……これって急ぎですか？」

　遠慮がちに質問すると、松本チーフは声を潜めた。

「実はさ、来週、内部監査が行われるっていう情報が入ったんだ」

「内部監査ですか」

「ああ。落ち着いたら整理しようと思っているうちに、こんなに溜たまってしまってさ。悪いな」

　この量を終わらせるとなれば、恐らく今週は残業続きになるだろう。

　この書類の片づけが終わらないと、ゲンさんのお見舞いには行けない。一日でも早く終わらせようと、私は早速、作業を開始した。




　松本チーフに頼まれた書類整理を初めてから二日目。昨日は残業をしたのに、ミーティングルームの片隅に山と積まれた段ボール箱はいっこうに減らない。

　この調子だと、もしかして今週中に終わらないかもしれないと思った頃、ミーティングルームのドアがカチャリと開いた。

「大変そうだね。少し手伝うよ」

「望月さん……」

　ミーティングルームのドアを閉めると、望月さんはワイシャツの袖口ボタンを外して腕まくりを始めた。

　ふと、お互いの気持ちが通じ合って初めてキスを交わした時のことを思い出す。

　あの時も、こんなふうに望月さんは後片づけをしている私を手伝うと言ってくれたっけ……。

　でも望月さんのことが怖いと打ち明けてしまった今は、ふたりきりになるのが気まずい。

「ここは私ひとりで大丈夫ですから」

　私は目の前の書類に手をつけられないように、慌てて胸に抱えた。

「そんな露骨に嫌がらないでよ」

「……ごめんなさい」

　謝る私を見つめる望月さんの表情は、どことなく寂しげな感じがした。

「メールしても返事がないし、電話にも出ない。俺のこと、わざと避けているよね？」

　決して咎とがめられたわけではないのに、肩がビクッと跳ね上がってしまった。

　そんな私の様子を見た望月さんも、小さく「ごめん」と謝りの言葉を口にする。

「責めるつもりはないんだ。ただ、若葉ときちんと話がしたかっただけ。本当は休みの日に会って、ゆっくり話すつもりだったんだけど、連絡が取れなかったし……。だから、若葉が残業している時に話をしたほうが早いかなって思ってさ」

　透明なパーティションに囲まれたミーティングルームから開発事業部のフロアを見れば、そこには誰の姿もなかった。

「あの……みなさんは？」

「松本チーフは、出先から直帰。他のみんなは、もう帰ったよ」

「そうですか」

　望月さんは段ボール箱の中から書類をひと束出すと、早速作業を始めた。

　一定の距離を置いて会話を交わすだけなら、大丈夫。でも、望月さんが私の近くに置いてあった書類に手を伸ばした時、身体がピクリと硬直してしまった。

「まだ俺が怖い？」

　眼鏡の奥の瞳が悲しげに訴える。そんな望月さんに対して「ごめんなさい」としか言えない。思わず俯くと、望月さんの深いため息が聞こえてきた。

「俺の彼女には、いつだって笑顔でいてもらいたい。大好きな相手だから、キスしたいし、セックスだってしたい。でも若葉にそれを望むのは、もう無理なのかな？　俺のこと、嫌いになった？」

　望月さんの包み隠さない想いを聞き、自分に問う。今の私は望月さんと笑い合い、キスをして、セックスできるの？と。

　涙が込み上げてきた先に見えるのは、長くて細い中指で眼鏡のブリッジを押し上げる望月さんの姿。その知性溢れる仕草を見るのは、今でも好き。それなのに、身体は勝手に拒絶反応を示してしまう。

　自分でも、どうしたらいいのかわからないの……。

　私は深く息を吸い込むと、今の自分の気持ちを打ち明けた。

「私、望月さんのことを嫌いになったわけじゃないです」

　仕事中に泣くつもりなんかなかった。でも瞳から零れ落ちた涙を止めることは、どうしてもできなかった。

　作業していた手を止めて涙を拭う。そんな私の耳に、望月さんの小さな声が届いた。

「嫌いじゃないって言葉は便利だよね」

　まるで独り言のようにポツリと呟くと、望月さんは書類をデスクの上に置いた。

「……俺たち、少し距離を置こうか」

『別れよう』と言わないのは、いつかまた笑い合ってキスを交わせる日が訪れるのを待ち望んでいるから？

　そして相変わらず優柔不断な私も、望月さんと別れるという選択肢は選べない。

「はい」

　私が返事をすると、望月さんは黙ったまま頷く。その眼鏡の奥の悲しげな瞳を見てしまったら、また涙が込み上げてきそうになった。




　山のように積み上げられていた段ボール箱も、連日残業したかいがあり、残すところあと十箱になった。

　これなら今日は残業しなくて済みそう。

　ホッとひと息ついた木曜日の午後四時。ミーティングルームの外が何やら騒がしくなったのを感じて、そっとドアを開けると聞き耳を立てた。

　真剣な表情を浮かべながら話をしているのは、松本チーフと望月さん。距離を置くと決めてから、望月さんとは話をしていない。

「このタイミングとはな。確か時計屋のジイさんはひとり暮らしだよな？」

「はい。奥さんはすでに他界しているし、子供もいないらしいですからね」

　普段から忙しそうなふたりだけれど、今日はいつもと少し様子が違う。

『時計屋のジイさん』って、もしかしてゲンさんのこと……？　何かあったんだろうか。

「で、葬儀は？」

「通夜は今日の午後六時からで、告別式は明日の午前十時からです」

「そうか。告別式は仕事で無理だから、参列するなら通夜だな」

「そうですね」

　葬儀!?　どういうこと？　……まさか、そんなはずはないよね。

　そう何度も自分に言い聞かせる。

　ゴクリと喉を鳴らすと、震える足で松本チーフの元に駆け寄った。

「あの……どなたか亡くなられたんですか？」

「ああ、光が丘北口商店街の山本時計店のご主人だよ」

　嘘、でしょ……。だって、ゲンさんが倒れたのはこの前の日曜日だし、響さんは検査入院だと言っていた。今日はようやく残業しなくて済みそうだから、ゲンさんのお見舞いに行こうと思っていたのに……。

　信じられない事実に、どうしようもなく心が荒れ狂う。ゲンさんが亡くなったことなど信じたくないのに、瞳から勝手に涙が零れ落ちた。

「松本チーフ、私もお通夜に行かせてください」

　本来なら、ヘルプの私が葬儀に参列する必要などない。だけど私の様子に何か思うことがあったのだろう。

「五時過ぎには会社を出るから、そのつもりでな」

　松本チーフは詳しい事情を聞かずに、私の申し出を承諾してくれた。

「はい」

　今は仕事中なんだから、泣いたらダメ。

　自分にそう言い聞かせていると、私の肩に松本チーフの手が乗る。無言で私を慰めてくれる優しさに感謝をしながら、私は溢れ出る涙をそっと拭った。




　松本チーフと望月さんと私を乗せたタクシーがお寺に到着したのは、午後五時五十分。

　冷房の効いたタクシーから降りると、身体にまとわりつく日本の夏特有の蒸し暑さが私たちを襲う。

　額に滲む汗を拭いながらお寺の門をくぐり、受付を済ませて奥に進むと、本堂に辿り着く。そこで見たのは、ゲンさんの遺影が飾られている祭壇だった。

　優しい笑みを浮かべるゲンさんの写真を目にしたら、堰せきを切ったように涙が零れ落ちてしまった。

　また会いに行くと、約束したのに……。

　病院で交わしたゲンさんとの約束を守ることができなかったことを悔やみながら、ハンカチで涙を拭う。

　何とか気を取り直して、ふと遺族席に目を向けると、そこには喪主である響さんがひとり座っていた。参列者席も、光が丘北口商店街のお年寄りが数名いるだけ。

　過去に何度か葬儀に参列したことがあったけれど、こんなに寂しいお通夜は初めての経験だった。

　響さんも私たちに気づいて立ち上がり、大きな歩幅で向かってくる。

「このたびはご愁傷さまです」

　松本チーフが、口にしたお悔やみの言葉と共に頭を下げる。すると、頭の上から響さんの低い声が降ってきた。

「帰ってくれ。アンタたちに参列されてもゲンさんは喜ばねえよ」

　怒りに満ちた響さんの言葉は、お寺の本堂にこだまするように響き渡る。

「響ちゃん！　落ち着いて」

「そうだよ。お通夜で大声出したら、ゲンさんが悲しむよ」

　取り乱した響さんを、光が丘北口商店街のお年寄りたちが必死になだめる。

　響さんは大きなため息をつくと、頭を掻きむしりながら遺族席に戻っていった。その後ろ姿は、悲しみが重くのしかかっているように見えた。

「悪いけどね、響ちゃんの言うとおり、帰ってもらえないだろうか。ゲンさんと静かにお別れしたいもんでね」

　私たちに頭を下げるのは、住民説明会で私のお尻を触ったシゲさん。以前、私に見せてくれた豪快さは、今は垣間見ることはできない。

「わかりました。お騒がせして申し訳ありませんでした」

　深々と頭を下げる松本チーフに続いて、望月さんと私も深くお辞儀をした。

　結局、お通夜に参列することも、お焼香をすることもできなかった。けれど、悲しみを抱え、さらに再開発プロジェクトへの不満を感じている響さんを責めることはできない。

　それにシゲさんが言うとおり、仲間に囲まれて静かにお別れをするほうが、ゲンさんだって嬉しいはず。

　私は再び込み上げてきた涙を拭いながら、ゲンさんのお通夜が営まれるお寺を後にした。




　お通夜の翌朝。私はスマホを手にすると、開発事業部の直通ナンバーをタップした。

「はい。開発事業部、松本です」

「おはようございます。一条です」

「一条さんか。おはよう。どうした？」

　電話応対してくれたのが松本チーフでよかった。もし電話の相手が望月さんだったら、何となく気まずい。

「あの、今日は遅刻させていただきたいのですが」

「それは構わないが、風邪でもひいた？」

「いえ。体調は悪くありません」

「そうか。わかった。じゃあ午前半休にしておくね」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　通話を終わらせた私は黒のスーツに着替えると、ゲンさんの告別式が営まれるお寺に向かった。

　響さんにお通夜への参列を拒否されてしまったけれど、やはりゲンさんときちんとお別れがしたくて、こうしてお寺に来てしまったのだ。

　私の姿を見たら、響さんは昨日のように怒り狂うだろうか。それでも、今日はせめてお焼香だけでもさせてもらおう。

　夏空の下、お寺の門をくぐる。私が本堂に辿り着くと、シゲさんが真っ先に駆け寄ってきてくれた。

「今日はひとりかい？」

「はい。ゲンさんときちんとお別れがしたくて……」

「そうか、そうか。ゲンさんもきっと喜ぶだろう」

　シゲさんに背中を押されて、棺の前に誘導される。促されるままに棺の窓から中を覗けば、私にはゲンさんが眠っているようにしか見えなかった。

「……ゲンさん」

　名前を呼んでも返事がないことはわかっている。それでもゲンさんの名を呼ばずにはいられなかった。

　溢れ出る涙が邪魔をして、もうゲンさんの顔も見えない。どうすることもできない悲しみに胸が潰されそうになった時、不意に肩を叩かれた。

　頬に伝う涙をハンカチで拭いながら振り向くと、そこには少しやつれた響さんの姿があった。

「オマエ、今日も野口不動産の社員として告別式に来たのか？」

　再開発プロジェクトに反対している響さんらしい頑なな言葉に対して、顔を左右に思いきり振る。

「だったら、いつまでもそんなところで泣いていないで、参列者席に座れ。もう式が始まる」

　顔を上げれば、僧侶が本堂に入場してくる姿が目に映る。棺の前から急いで立ち上がった私は、参列者席の一番後ろに腰を下ろした。




　白色のユリと紫色のスターチスに可か憐れんなカスミ草を組み合わせてもらった上品な花束が、照りつける太陽の日差しに負けじと咲き誇る。その花束を抱えて私が向かった先は、光が丘北口商店街。

　昨日の告別式でゲンさんときちんとお別れができたのはよかった。でも、喪主を務めた響さんの顔色が悪かったことが気になって仕方なかった。

　今日、商店街を訪れたのは、ゲンさんの遺影に花を供えることが目的というより、響さんの様子を見に来たというほうが、きっと正しい。

　山本時計店の前まで来ると、ガラス戸が開いていることに気づいた。

　そっと中の様子を窺う。そこには、扇風機の風に当たりながら、奥の居間であぐらをかいている響さんの姿があった。

「こんにちは」

　遠慮ぎみに声をかけると、響さんは顔を上げた。

「仕事はどうした？」

「今日は土曜日で休みです」

「ああ、そうか。今日は土曜か」

　ゲンさんが入院をしてから、あっという間に過ぎてしまった一週間。曜日の感覚がなくなるのも無理はない。

「あの……ゲンさんに挨拶してもいいですか？」

「ああ」

　黒のバックバンドパンプスを脱いで居間に上がると、安置された遺骨に花束を添えて手を合わせる。仏壇には、奥さんの写真とゲンさんの写真が仲睦まじく並んでいた。

「ゲンさん、天国で奥さんと再会できましたかね」

「ああ。今頃、みんなで俺の悪口でも言ってんだろ」

　響さんが言う『みんな』とは、ゲンさんと奥さん。そして響さんのお爺様とお婆ばあ様さま、交通事故で命を落としたご両親のことだろう。

　ゲンさんの葬儀も寂しいものだったけれど、響さんも天涯孤独の身。私とは比べ物にならないほど、悲しみを感じているに違いない。

　響さんに視線を向ければ、あぐらをかいたまま俯いている。その手に握りしめているのは、数枚の便箋と、『響へ』と宛名が書き記された茶封筒だった。

　ゲンさんが倒れた日、響さんは中身を読まないまま、身に着けていたエプロンのポケットの中に、その茶封筒を入れていたことを思い出す。

「あの……それって、もしかしたらゲンさんの遺言書ですか？」

　響さんは自分の手元をジッと見つめたまま、抑揚のない声を上げた。

「そんな大げさなもんじゃねえよ。読むか？」

「え？　私が読んでもいいんですか？」

「ああ、構わない」

　響さんが私に向かって腕を伸ばす。

　響さんの手に握られている便箋を震える指先で受け取ると、息を整える。そして達筆な文字が並んでいる手紙に目を通せば、今は亡きゲンさんの笑顔が頭に浮かんだ。

　まず始めに書かれていたのは、響さんへの忠告。好き嫌いはするな、運動をしろ、規則正しい生活を送れなど、まるで口うるさい親のような言葉が並ぶ。しかしそれは、次第に愛情溢れる言葉に変わっていった。

　交通事故で亡くなったご両親が、お爺様とお婆様が、そしてゲンさんご夫婦が、どれだけ響さんを愛し慈しみ、育て、見守ってきたのか、胸が熱くなるほどに書き記されている。

「もしかしてゲンさんは、自分の命が長くないことを知っていたんですか？」

「まあな。肺がやられていたんだ。救急車で運ばれた時、オマエには検査入院だと言ったけど、本当は医者に覚悟はしておいてくれと説明されてな。嘘ついて悪かったな」

　もし私が本当のことを知ったなら、きっと取り乱して、響さんにもゲンさんにも迷惑をかけていただろう。

「嘘だなんて……。私のほうこそ、何も力になれずにすみませんでした」

　誰にも頼れず、ひとりで辛く悲しい覚悟をしていた響さんを思うと、胸が張り裂けそうに痛み出した。

「それから、通夜の時もひどいことを言って悪かったな。オマエには感謝していたのに……」

「感謝？」

「ああ。俺はジイさんの死に目に会えなくてな。でもオマエが倒れているゲンさんを見つけてくれたおかげで、今回は最期を看取ることができた。ありがとう」

　胸に秘めていた想いが溢れたのか、響さんの肩が悲しみで震え出す。ゲンさんが入院した時も、お通夜の時も、告別式の時も、一度も涙を見せなかった彼が今、私の前で涙を流していた。

　むせび泣く姿を見ていられなくなり、響さんの元に歩み寄ると、丸まった背中に腕を伸ばす。

「響さんはひとりじゃありません。私が傍にいますから。……だから、我慢しないで思いきり泣いてください」

　こんなことを言ったところで、響さんの心が癒されるとは思っていない。でも、今の私ができることといったら、これくらいしか思いつかなかった。

「オマエ……生意気」

　これが、今の響さんが言える精いっぱいの強がりなんだろう。

　俯いている響さんの頭に手を伸ばすと、自分の身体に向かってゆっくりと引き寄せる。そして、私の肩の上に額をつけて慟どう哭こくし始めた響さんの癖のある髪の毛を、そっと撫で続けた。

　頑固で口の悪い響さんが初めて見せた弱さが愛しい。

　このまま夜になってしまっても、夜が明けてしまっても構わない。響さんの涙が枯れ果てるまで、ずっとこうしていよう。

　そう思いながら瞳を閉じた時、響さんの唇が私の首筋に触れた。その温かな感触は、私の身体の奥を甘く刺激する。ゲンさんの遺骨の前で不謹慎だと思っても、響さんの唇を拒むことができなかった。

　そのまま響さんの身体の重みがのしかかり、居間の畳の上に押し倒される。

　え？　嘘でしょ!?

　思わぬ大胆な行動に、頬が火照る。

　いったい、これからどうなってしまうのかと戸惑った瞬間、私はとんでもない勘違いをしていることに気づいた。

「ひ、響さん」

　名前を呼んでみても、思ったとおり反応がない。

「お、重っ」

　今、ふたりの身体は、一ミリの隙間もなく重なり合っている。でもそれは、響さんが私のことを押し倒したのではなかった。ただ、響さんは寝落ちしただけだった。

　きっとゲンさんの付き添いや葬儀などで忙しくしていて、ろくに眠っていなかったのだろう。私の上で、響さんは規則正しい寝息を立てている。

　昨日の告別式で顔色が悪いと思ったのは、単なる寝不足だったんだ……。

　意識のない響さんの身体は重くて、息苦しい。両手で響さんの肩を押し上げて、どうにか大きな身体の下から脱出すると、深く呼吸をした。

「もう。まぎらわしいことしないでください」

　響さんに向かって呟いてみても、もちろん返事などない。

　うつ伏せのまま眠る響さんの顔を覗き込めば、気持ちよさそうに熟睡している。

　その唇が触れた自分の首筋が、ほんのりと熱を帯びているような気がして恥ずかしかった。

　さっき起きた出来事は、自分だけの秘密。そう決めて、響さんの大きな身体にタオルケットをかけると、ゲンさんの手紙の続きに目を通した。




「あれ？　俺……」

　二時間ほどで眠りから目覚めた響さんは身体を起こすと、かけられたタオルケットを見つめながら髪の毛を掻き上げた。

　泣きながら眠ってしまったと私が言えば、強がりな響さんはきっと気まずい思いをするに決まっている。だから私は、何事もなかったように振舞った。

「お茶、淹いれますね」

「あ、ああ」

　台所でお湯を沸かし、急須と湯のみをお盆に乗せて居間に戻る。そして座卓の上で湯のみにお茶を注ぐと、響さんと共にそれをすすった。

「人が淹れてくれた温かいお茶を飲んだのは久しぶりだ。オマエ、淹れるのうまいな」

　響さんに初めて褒められ、勝手に頬が緩む。

「そうですか？」

「ああ。それからその……迷惑をかけたな」

　響さんが湯のみを見つめながら言った『迷惑』とは、きっと泣きながら眠ってしまったこと。そのことを蒸し返すつもりがない私は、わざと素知らぬ顔をすることにした。

「お茶を淹れるくらい迷惑じゃありませんよ」

「あ？　い、いや……そうじゃなくて……」

「もっと飲みますか？」

「……ああ、頼む」

　いつもより少し控え目な響さんが新鮮でかわいらしい。

　私は湯のみにお茶を注ぎ足すと、帰るまで、響さんとまったりとした時を過ごした。




　開発事業部のホワイトボードに張り出されていた光が丘北口商店街の地図が、すべて蛍光ペンで塗りつぶされた。

「しかし、週明けに五十嵐 響から連絡があった時は驚きましたね」

「ああ。何事かと飛んでいけば、再開発に同意するって言い出したからな」

　松本チーフと望月さんの言うとおり、最後まで再開発に反対をしていた響さんが賛成の同意を示したのは、週明けの月曜日。

　響さんが突然、意志を変えたのは、ゲンさんの手紙が原因だ。手紙の最後には、自分がこの世を去った後のことが書き記されていた。

　再開発に同意すること。山本時計店は取り壊すこと。遺産はすべて響さんに譲ること。それらのことはすでに遺言書を作成してあり、弁護士さんに預けているらしい。

　そのことを知った響さんは、もう自分ひとりが反対をしても仕方がないと思ったようだ。だから、再開発に賛成した。

「これで工事着工のめどが立ちましたね」

「ああ。夏休み前に面倒なことが片づいてホッとしたな」

　松本チーフと望月さんは肩の荷が下りたらしく、終始笑顔を浮かべながら業務をこなしている。

　再開発プロジェクトが一歩前進したことは、私も嬉しい。けれど、ゲンさんが亡くなり、靴工房・シエナも手放すと決めた響さんの心情を思うと、手放しで喜べないのも事実だった。










九．夏休みのお手伝い




「お先に失礼します」

　定時で仕事を終えると、私は会社を後にして駅に向かった。

　足取りが自然と軽くなってしまうのは、明日から夏季休暇が始まるから。でも、土日を含めると九日間も休みなのに、特に予定はない。

　望月さんと順調に付き合っていれば、この夏季休暇を利用して旅行に出かけていたのかな？　青く透きとおる海で泳ぐのも気持ちよさそうだし、避暑地でゆったりと過ごすのも楽しそう。

　決して実現しない旅行について思いを馳せながら自動改札機を抜けると、ホームに向かう。すると階段を下りている途中で、私が乗ろうとしていた電車が到着するアナウンスが流れた。

　急いで階段を駆け下りると、ちょうどホームに電車が滑り込んできた。

　タイミングがよかった、と開いたドアから電車に飛び乗る。すると、そこには思いがけない人物の姿があった。

「響さん!?」

　反対側のドア近くの手すりに掴まっている、ひと際大きな姿はとても目立つ。乗り込んだドア付近で驚いたまま立ち止まっていると、響さんに手招きをされた。

「そこだと邪魔だ。こっちこい」

「あっ、はい」

　響さんの元に歩み寄ると、私の腰に腕が回る。誘導されるままに従えば、私の身体は、ドアと座席の間の壁にすっぽりと収まった。

　間もなくすると、電車がゆっくりと走り出す。

「こんな偶然もあるんだな。仕事帰りか？」

「はい。響さんは？」

「でき上がった靴を届けてきた帰りだ」

「配達もするんですか？」

　ひとりで何でもこなす響さんを驚きながら見上げた。

「いつもは宅配便にするんだが、今回は特別だ。ジイさんの代からの得意先だったし、休業の挨拶がてらな」

「……そうなんですか」

　再開発プロジェクトに同意したということは、光が丘北口商店街から立ち退くということ。新しく建つビルにテナントとして入るにしても、移転先を見つけるにしても、しばらくの間は靴を作ることはできない。

　靴を作る響さんの姿を見られないなんて、寂しいな……。

　そんな感情が自然に込み上げてきたことに戸惑っていると、電車が駅に到着した。

　他の路線に乗り換えができるこの駅を利用する乗客は多い。案の定、発車のベルが鳴っても、電車に乗り込んでくる人波が途絶えることはなかった。

　その勢いに背中を押された響さんの手が堪えきれず、つり革から離れる。行き場を失くした両手が私の頭上を通り過ぎて、閉まっているドアに音を立てて、ついた。

　囲い込まれる形になってしまった私と響さんの距離は、ドキドキと高鳴り始めた心臓の音が聞こえてしまいそうなほど近い。

　次の駅まで私の心臓、もつかな……。

　至近距離にいる響さんを意識してしまった私は、彼の顔をチラチラと覗き見する。すると思いがけない言葉が上から落ちてきた。

「そんな目で見るなよ」

「そんな目？」

　睨むような目つきは絶対していないはず。でも鏡があるわけじゃないから、自分がどんな目つきで響さんのことを見つめていたのかわからない。

　怒らせてしまったのかと思い、恐る恐る響さんを見上げた。

「……何でもねえ」

　響さんは私の視線から逃れるように横を向く。そのこめかみから汗が滴り落ちた。

　確かに連日、猛暑日が続いているけれど、今は冷房がほどよく効いた電車の中。汗が流れるほど暑くない。

　もしかして熱があるのかもしれない。顔だって何となく赤いし……。

《次は光が丘駅～》

　その時、アナウンスが流れて電車がホームに着いた。

　響さんが私に「じゃあな」と言って背中を向ける。その大きな背中を追いかけるように、私も電車を降りた。

「オマエ、何してんの？」

　私の家の最寄り駅である桜台駅は、ここから三駅先にある。にもかかわらず、いきなり光が丘駅で途中下車した私に、響さんは怪訝そうな顔をした。

「家まで送ります」

「は？」

「ほら。早く前に進まないと他の人の邪魔になりますよ」

　ついさっき電車の中で鉢合わせをした時に言われたことをそのまま返すと、響さんはしぶしぶ歩き出す。

「なんで俺を送ってくれんだよ。普通、送るのは男の俺のほうだろ」

　不満げに言う響さんの隣に並びながら、階段を上がる。

「だって響さん、熱があるでしょう？」

「は？　熱なんかねえよ」

「嘘。だって、電車の中はそんなに暑くないのに汗かいていたし、顔だって赤かったですよ」

　私の指摘に、響さんは肩を落とすと、ため息をついた。

「……誰のせいだと思ってんだよ」

　まるで独り言みたいな響さんの声は小さくて、いまいちよく聞こえなかった。

「え？　何ですか？」

「……何でもねえよ」

　響さんはそっぽを向くと、足早に自動改札機を通り過ぎてしまった。その後ろ姿を見失わないように小走りをすると、すれ違いざまにサラリーマン風の男の人と肩がぶつかってしまう。

「キャッ！」

　履いていた紺色のウェッジサンダルが傾いて、身体のバランスが崩れる。

　転ぶことを覚悟した時、力強く手首を掴まれた。その勢いのまま身体を引き寄せられた私が辿り着いた先は、響さんの胸の中。

「大丈夫か？」

「は、はい。……ありがとうございました」

　電車の中で囲い込まれた時の距離も近いと思ったけれど、今はそれよりももっと近い。息がかかりそうな距離に動揺し、響さんの胸の中から跳ねるようにして後ずさった。

「ったく……オマエは危なっかしいな。ほら、行くぞ」

「え？　あっ……」

　響さんは有無を言わさず私の手を握ると、靴工房・シエナがある北口に向かって足を進める。その半歩後ろを歩きながら、響さんと繋がれた手を見つめる。節くれだっている響さんの手は、大きくて温かかった。

　ずっと、こうしていたいな……。

　胸の中にコンコンと湧き出る想いを実感し、私は困惑せずにはいられなかった。

　これは……恋？　私は響さんのことが好きなの？　まさか……そんなこと……ない、よね。

　靴職人であることに誇りを持ち、仕事に打ち込む響さんのことは尊敬している。でも、今ある想いが恋心なのかどうか、自分でもよくわからない。

　それに……望月さんとは距離を置いているだけで、別れたわけではない。それなのに、彼氏でもない男の人と、ずっと手を繋いでいたいと思ってしまうなんて……。

　戸惑いながらも、引かれている手を振りほどくことはできなくて、ますます混乱してしまう。

　そんな中、響さんが、繋いでいる手にギュッと力を込めた。

「オマエの手、握っていると、何か落ち着く」

「そう……ですか？」

「ああ。離したくないって思っちまうほどにな……」

　普段は口が悪い響さんの予想外の甘い言葉に慌ててしまい、何も言えなくなってしまう。

　そんな私の耳に続いて届いたのは、響さんの小さな声だった。

「オマエは……俺と手を繋ぐのは……嫌か？」

「そ、そんなこと……ありません」

「そうか？」

「……はい」

　自分の正直な気持ちを伝えると、響さんは口元を緩めた。

「なら、このまま継続。いいな？」

「はい」

　茜あかね色いろに空が染まる夕暮れ時。光が丘北口商店街を歩くのは、私と響さんしかいない。

　誰にも邪魔されずに過ごす時間は、困惑する気持ちとは裏腹に、とても幸せに感じた。




「さて。やるか」

　靴工房・シエナに着いた途端、甘い時間はシャボン玉のように弾けて消えてしまった。

　私の手をパッと離した響さんは、デニム地のエプロンを身に着けると、作業台の前に座る。

「響さん!?　何をするつもりですか」

「何って、ここは靴工房だぞ。靴を作るに決まってんだろ」

　響さんは当たり前のように言うと、早速作業に取りかかろうとする。

　電車を降りてから転びそうになったところを助けてもらったり、思いがけず手を繋いだりしてしまったから、すっかり忘れていたけれど、響さんは熱があるんだった。

　そのことをようやく思い出した私はツカツカと足を進めると、響さんの手から製作途中の靴を奪い取った。

「何するんだよ」

「今日はゆっくり休んでください！」

「なんでだよ」

　まるで小学生が駄々をこねるように、響さんは唇を尖らせる。

「熱があるからでしょ。おとなしく寝ていないとダメです」

　だから私も、つい子供をなだめるような口調になってしまった。

「だから、熱なんかねえよ。それに立ち退くまでに、オーダーを受けた靴を全部作らないとならないし。おとなしく寝ている暇なんかありません」

　響さんはわざとらしい敬語を使いながら、あっという間に私の手から製作途中の靴を奪い取ってしまった。

「あっ、もう……」

　でも確かに、電車の中では顔を赤くして汗を流していたけれど、今はそんなことはない。

　私は響さんの熱を確認するために、額に手を当てた。

「だーかーら！　熱なんかないって言ってんだろ」

「しっ！　静かに」

　反論する響さんを黙らせると、手に神経を集中させた。伝わってくるのは、ひと肌のぬくもりだけ。

　響さんの言うとおり、熱はない。でも無理はしてほしくない。……あっ、そうだ！

　私は手を離すと、思いついたことを口にした。

「響さん。私、明日から夏休みなんです。でも、どこにも行く予定がないんです」

　夏休みについて突然語り始めた私を、響さんはキョトンと見つめる。

「ああ、そう。……それで？」

「だから私、夏休みの間、毎日ここに通って靴作りのお手伝いをすることにしました」

「はぁ？」

　響さんが『はいそうですか』とすんなり認めるはずがないことは、百も承知。案の定、身体の前で腕を組むと、渋い表情を浮かべた。

「手伝いなんかいらねえよ。今までだって俺ひとりで靴を作ってきたんだから」

「でも立ち退くまでに、オーダーを受けた靴を全部作るんですよね？　猫の手も借りたいというのが本音じゃないんですか？」

「…………」

　食い下がる私の言葉に、響さんは顎に手を当てると黙り込んでしまった。

「何でもします。掃除でも、おつかいでも」

　そこまで言うと、響さんが小さく頭を下げた。

「じゃあ、よろしく頼む」

「はい！　任せてください」

　結局その日は、門限に間に合うように電車で帰ろうとした私のために、響さんはタクシーを呼んでくれた。ゲンさんが入院した時と同じく運転手さんに行き先を告げると、すばやく一万円札を渡してしまう。

　かえって悪いことしちゃったな……。

　走り出したタクシーの後部座席から振り返る。徐々に小さくなっていく姿を見るのは寂しかったけれど、夏休みの間は響さんと毎日会える。

　そのことを楽しみにしながら、響さんに向かって手を振り続けた。




　翌日から約束どおり靴工房・シエナを訪れて、響さんのお手伝いに励んだ。

　例年だと、靴工房・シエナもお盆の時期はお店を休みにするらしい。でも立ち退くまでに靴を全部作らなくてはならない今年は、のんびりと休んでなんかいられない。

　持参した赤いハート柄のエプロンを張り切って身に着けると、早速、作業の指示をされる。

「おい、そこにあるワニを取ってくれ」

「ワニ？」

　まさか、獰どう猛もうなクロコダイルが靴工房にいるわけないし……。

　響さんの口から飛び出した言葉に首を傾げていると、工具置き場を指差された。

「そのペンチのことだ」

「あ、これですか？」

「違う。その右のだ」

「す、すみません」

　ワニと呼ばれるペンチを手に取ると、急いで響さんに差し出す。

「どうぞ」

「サンキュ。このペンチがどうしてワニと呼ぶのかというとな……ほら。こうするとワニに見えるだろ？」

　ペンチを受け取った響さんは、それを横向きにした。確かに、ギザギザした部分はワニの口に、取っ手は体のように見える。

「本当ですね！」

　響さんは忙しく作業をしながらも、こうして私がわからないことは丁寧に教えてくれる。そんな彼の優しさが嬉しかった。

「次はキャメル色のミシン糸をセットしておいてくれ」

「はい」

「それが終わったら、その棚に箱の補充を頼む。箱は裏の倉庫にあるから」

「わかりました！」

　開発事業部の事務仕事とは違い、身体を動かす作業は想像以上に大変なことだった。けれど、靴作りに関わるすべての過程が新鮮で楽しい。そして響さんの役に立てているという充実感が、私のヤル気をさらにパワーアップさせた。




　次から次に指示される作業をこなすこと、数時間。

「響さん。次は何をしましょうか」

「ん？　ああ、そろそろ昼飯にするか。腹、減っただろ」

　お昼ご飯の話になった途端、私のお腹が「グ～！」と、大きな音を立ててしまった。

「ヤダ……」

　急いで両手でお腹を押さえてみても、今さら音が消えるはずない。

　うぅ……恥ずかしい……。

　顔に熱が集中していくのを感じていると、響さんの豪快な笑い声が店中に響き渡った。

「一生懸命働いた証拠だな。ありがとう」

「い、いえ……」

　響さんは弾ける笑顔を見せながらイスから立ち上がると、その大きな手で私の頭をワシャワシャと撫で始めた。

　ついさっきまではお腹の音を聞かれて恥ずかしかったのに、今は響さんのぬくもりが心地いい。

　もっと、響さんを感じていたいな……。

　そう思ったのも束の間、私の頭を撫でていた響さんの手がスッと離れていってしまった。

　ほんの一瞬の触れ合いを名残惜しく思う気持ちをごまかすように、私は乱れた髪の毛を整える。

　すると響さんが、お昼ご飯の話題に戻した。

「さてと、昼飯だけど、オマエは鰻うなぎって好きか？」

「鰻ですか？」

「ああ」

「はい。好きですけど」

　私がそう答えると、響さんはエプロンを外す。

「そうか。じゃあ、今日の昼飯は鰻に決定な」

　好きな鰻を食べられるのは嬉しい。でも、こんな豪華な食事が毎日続いてしまっては、正直な話、お財布の中身があっという間に心細くなってしまう。

「響さん、お昼から鰻だなんて、豪華すぎませんか？」

「ん？　そんなこと気にするなって。俺が奢おごってやるから」

　まるで私の不安を見透かすような言葉を聞いたら、なんだか心苦しくなってしまった。

「奢りって……私が勝手にお手伝いに来ているのに……」

　遠慮がちに言うと、響さんは小さく笑う。

「豪華なのは今日だけだから安心しろ。それに、俺が鰻を食べたいだけなんだから、オマエは黙って付き合えばいいんだよ」

「……はい」

　昨日のタクシーにしても、今日のお昼にしても、響さんはさりげなく私に気を遣ってくれる。その気持ちを嬉しく思いながらエプロンを外すと、ドアに向かった響さんの後を追った。




　光が丘駅の南口側にある、いかにも〝老舗〟という風情のあるお店に入る。

「おっ、響ちゃん、いらっしゃい。あれっ、デートかい？」

　初老の男性が威勢のいい声を上げながら、お店の奥から顔を出す。

「そんなんじゃねえよ。それよりオヤジさん、いつものふたつね」

「あいよ！」

　親しげな態度で注文すると、響さんは奥の座敷に上がるために靴を脱ぎ始めた。

　窓の外に見えるのは、鹿しし威おどし。水が流れ落ちる様子は涼しげで、夏の暑さをひとまず忘れさせてくれる。

「響さんって、北口商店街だけじゃなくて、南口にも知り合いがいらっしゃるんですね」

「ガキの頃からこの街に住んでいるからな。みんな優しくていい人たちだよ」

　目を細めながら語る響さんから漂うのは、この街への愛着心。情が深いところも彼のいいところだと思いながら、私も座敷に上がると腰を下ろした。

　テーブルを挟んで改めて向き合うと、なんだか照れくさい。その気持ちをごまかすために、私は無難な話題を口にした。

「響さんの趣味って何ですか？」

「急になんだよ。まるで見合いみたいじゃねえかよ」

「そ、そんなつもりで聞いたんじゃありません！」

　お見合いって！　ますます照れくさくなるようなことを言わないでほしい……。

　火照り始めた頬を見られたくなくて、咄嗟に下を向く。

「俺の趣味は靴作りだよ。そう思うと、俺って意外と仕事人間なんだな。……なんか、つまらねえ男だよな」

「そんなことありません！　だって、靴作りに打ち込む響さんは格好いいですから」

　響さんの自虐的な答えに、思わず顔を上げて反論する。しかし、自分の想いを口にしてからハッと気づく。

　今、私……かなり恥ずかしいことを言っちゃったんじゃないの？

　そんな私の耳に、いつもとは違う響さんの笑い声が届く。その声は、明らかに照れているとわかってしまうほど、ぎこちなかった。

「だ、だよな。俺様って、格好いいよな。ハハ」

「そ、そうですね」

　ふたりの間に微妙な空気が流れる。

　気まずさを感じていると、いい香りが鼻先をくすぐった。

「お待ちどうさまです」

　鰻重を運んできてくれた店員さんが救世主に思えたのは、きっと私だけじゃなかったはずだ。

　せっかちぎみに「さ、食おうぜ」と言う響さんの言葉と共に手を合わせる。そして「いただきます」と声を揃えた。

　テーブルの上に置かれた鰻重の蓋を開けると、香ばしく焼けた匂いが食欲を駆り立てる。まずはひと口頬ばると、鰻の芳醇な味を噛みしめた。

「おいしい～！」

　思わず叫ぶと、響さんが得意げに言う。

「オヤジさんが焼いた鰻は日本一だからな。ほら、腹がへってんだろ。もっと食え」

「はい！」

　ふんわりとした鰻とタレの味が口いっぱいに広がり、幸せに包まれる。

　それから夢中で味わっていると、いきなり響さんの長い腕が私に向かって伸びてきた。

　何をされるのかと身構えると、響さんの指先が私の口元にそっと触れる。

「オマエは本当にガキみたいだな」

「え？」

　私の口元から離れていった響さんの指先にちょこんと挟まっているのは、ひと粒のご飯。

　私ったら、ご飯粒を付けたまま、鰻重を食べていたんだ……。

　あまりに行儀の悪い自分自身に落ち込んでしまう。

　そんな私の目の前で、響さんは小さく笑うと、あろうことか指先に付いたご飯粒をパクリと口に入れてしまった。

「えっ！」

　嘘でしょ。家族でも恋人でもない私の口元についたご飯を、何のためらいもなく食べちゃうなんて……。

「お百姓さんに怒られるからな」

　そう言って、焦る私とは対照的に何事もなかったように鰻重を食べ続ける響さん。そんな彼を見ていたら、自分ばかり慌てふためいてしまったことがバカバカしく思えてしまう。

　だから私は、古くからの言い伝えを口にした彼をわざとからかう。

「響さんったら、おじいちゃんみたい」

　その瞬間、響さんはお箸から鰻をポロリと落としてしまった。どうやら私の意地悪な発言は、響さんに相当なダメージを与えたらしい。

「そりゃあ確かに俺はオマエより十歳も年上だけどさ……おじいちゃんはひどくないか？」

「冗談ですよ、冗談！　それより、ほら。早く食べないと、鰻が冷めちゃいますよ」

「ったく……誰のせいで箸が止まったと思ってんだよ」

「さあ、誰のせいでしょうね」

　席についたときは向かい合っただけで照れくさかったのに、いつの間にか会話を楽しみながら食事をしている自分に気づく。

　夏休みの間、強引に靴作りを手伝うって決めてよかったな……。

　再び鰻重を豪快に食べ始めた響さんを見つめながら、そんなことを思った。




　靴工房・シエナに通い始めて五日目。響さんとの思い出がひとつずつ増えていくことに幸せを感じながら、お店の金色の丸いドアノブに手を伸ばすと木目調の扉を開ける。

「おはようございます」

　すると、エプロンを身に着けた響さんが、せわしく作業をしながら顔を上げた。

「おはよう。早速だが、発送する靴の伝票の作成と宛名書きを頼む」

「はい。わかりました」

　急いでエプロンを身に着けると、カウンターの上でノートパソコンを開く。カチカチとキーボードを叩きながら、この前教わったとおりに伝票作成をする。

　最初のうちはお手伝いというよりも、邪魔をしているのかもしれないと思うことが何度もあった。でも五日も経つと、こうやってスムーズに伝票を作成することができるし、聞き慣れない工具の名前を言われても、手術中の助手のようにさっと響さんの手のひらに乗せることができるようになっていた。

　お手伝いに励むこの時間が、あと少しで消えてしまうなんて寂しい。

　真剣な表情で靴作りに励む響さんの横顔を見つめながら少しだけ感傷的になった時、扉が勢いよく開いた。

「いらっしゃいませ」と挨拶をするよりも早く声を上げたのは、見覚えのある人物だった。

「ああ、暑い！　あら？　響ったら、いつの間にこんなにかわいい女の子を助手にしたの？」

　正確に言うと、見覚えがあるのは、彼を名前で呼び捨てる人物の長い髪の毛。蜂蜜のように艶やかに光るライトブラウンの髪の毛を見たのは、ゲンさんに会いに行く前に靴工房・シエナを覗き見した時だ。

　山本時計店に集まったお年寄りたちは、彼女のことを『セレブレッド』と呼んでいた。

「別に助手ってわけじゃねえよ」

「じゃあ、彼女？　今回は随分と若い娘コに手を出したわね」

　エアコンの風に当たりながら、セレブレッドは呆れた顔を見せる。

「か、彼女じゃねえよ！　コイツは臨時の手伝いだ」

　テンポよく会話を交わす様子を見ていると、ふたりの関係がどうしても気になってしまい、モヤモヤとした思いが胸いっぱいに広がり始める。

　これじゃあ私、セレブレッドに嫉妬しているみたいじゃない……。

　自分でも理解しがたい感情に戸惑っていると、目の前にしなやかな白い手が差し出される。

「初めまして。咲さき子こです。響とは高校時代の同級生なのよ」

　ふたりの関係が明らかになった途端、胸に広がっていたわだかまりが、まるで霧が晴れたように消え去る。清々しい気分になった私の頬は、自然に緩んでいった。

　今ではふてぶてしい態度を取ることが多い響さんにも、青春真っ盛りの初々しい高校時代があったなんて想像できない！

　そんなことを考えながら、咲子さんと握手を交わす。

「一条若葉です。よろしくお願いします」

　咲子さんの右手の中指には、大粒のルビーのリングが光り輝いている。ルビーの情熱的な赤い色は、セレブレッドというネーミングにピッタリだと思った。

　挨拶が済むと、奥の棚から箱を取り出してきた響さんがカウンターに向かってくる。そして、箱の蓋を開けると、一足のパンプスを取り出した。

「わぁ、すごく素敵！」

　思わず声を上げてしまったのは、そのパンプスがとてもゴージャスだったから。

　箱から出てきたのは、鮮やかなブルーのオープントゥのパンプス。ヒールの高さは、十二センチはありそうだ。

「早速、履いてみてもいいかしら？」

「もちろん」

　咲子さんは、鏡の前に置かれているブラウンの革張りのスツールに腰を下ろす。そして膝下丈のペンシルスカートから伸びる、細く引きしまった足をパンプスに忍ばせた。

　パンプスは一見すると、とても派手。でも品格が漂う彼女には、すごく似合っていた。

　咲子さんはスツールから立ち上がると、正面、横、後ろと、ありとあらゆる角度から自分の姿を鏡に映し出した。その慣れた様子は、優雅で気品に満ち溢れていた。

「いつもどおり、いい履き心地。来週のパーティーに間に合ってよかったわ」

　いったい何のパーティーに出席するのだろうと首を傾げていると、鏡越しに彼女と目が合った。

「主人の仕事の関係で、夫婦同伴でパーティーに呼ばれることが多いのよ。服を新調するたびに、それに合わせて靴も新調するの。その際には、いつも響のお店でオーダーしているのよ」

　満足そうな笑みを浮かべながら、再びスツールに腰を下ろした咲子さんは、ブルーのオープントゥのパンプスを脱いだ。

「咲子のダンナは、『エタリーノ』の社長だ」

　咲子さんの言葉を補うように、響さんが口を開く。

「え？　エタリーノって、あのエタリーノですか？」

　驚いている私の様子に、響さんはプッと吹き出した。

「多分、オマエが思っているエタリーノで間違いないだろう」

　エタリーノといえば、輸入家具や雑貨を取り扱っている一流商社。その社長夫人ともなれば、さまざまなパーティーに招待されることも多いのだろうと納得した。

「前に一度、色もデザインも気に入って衝動買いしたパンプスを立食パーティーに履いていったことあるのよ。でもね、すぐに足が痛くなっちゃって途中退席してしまったの」

　確かに、足に合わないパンプスでパーティーに参加するのは辛い。それが立食形式なら、なおさらだ。

「そんな時、響のお爺さんが靴屋さんだったことを思い出したの。思いきってシエナを訪ねてみたら、響が跡を継いでいるじゃない。驚いたわ」

　思わぬ形で高校時代の同級生と再会したら、誰だって驚く。きっと突然、靴工房・シエナに咲子さんが現れた時、響さんもものすごく驚いたんだろうな。

　工房で響さんが目を丸くしている姿を想像した私は、小さく笑ってしまった。そんな私とは対照的に、咲子さんはため息をつく。

「響が作る靴は最高よ。だから閉店されると困るのよね。ねえ、響。この店を閉めたら、どうするの？」

　途端に、咲子さんの表情が曇り出す。きっとお客さんの立場ではなく、同級生として響さんのことを心配しているのだろう。

　咲子さんが将来のことをサラリと口にしてくれたことは、私にはとてもありがたかった。

　響さんは再開発に同意したけれど、大切な場所である靴工房・シエナを彼から奪うのは間違いなく野口不動産。その社員である私の心の片隅にはどこか後ろめたい気持ちが存在していて、これからのことをずっと聞けずにいたから。

　靴工房・シエナが取り壊されたら、響さんはどうするつもりなの？

　その答えが今、明らかになろうとしている。

「……実はな、しばらく旅に出ようと思っている」

「旅!?」

「旅!?」

　思いがけず声をハモらせてしまった私と咲子さんは、顔を見合わせる。

「俺さ、ゆっくり旅したことがないんだよ。だから温泉めぐりでもしながら、全国津々浦々回るのもいいかなって思ってさ」

　まさか響さんが老後の生活のようなことを考えていたなんて……。

　驚きで固まってしまい、私が声を出すことすらできずにいると、響さんは癖のある髪の毛を掻き上げた。

「オマエさ、旅行ってよく行くほう？」

「まあ、それなりには」

「そうか。また行きたいと思ったのは、どこだ？」

　響さんに質問されて、頭の中に全国各地のさまざまな観光地が浮かぶ。テーマパークではしゃぐのも楽しいし、歴史ある街並みを探索するのも趣がある。けれど、やはりこの二カ所は外せない。

「北海道と沖縄は、もう一度行ってみたいです」

　家族で訪れた夏の北海道も楽しかったし、修学旅行で行った沖縄も思い出深い。

　また行きたいなぁ、と脳内トラベルをしていると、咲子さんの大きな声が店内に響いた。

「ちょっと、響！　旅とか言ってないで、さっさと新しい店舗を見つけて再オープンしなさいよ!!」

「うるせえな。俺だって旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんにも行ってみたいし、美ちゅら海うみ水すい族ぞく館かんにだって行ってみたいんだよ！」

　まるで親子ゲンカのような展開が目の前で繰り広げられている。

　その様子をオロオロしながら見ているしかできないことに歯は痒がゆさを感じた時、響さんはパンプスが入った紙袋をカウンターの上にドンと置いた。

「もう、これ持って帰れよ。毎度ありがとうございました」

「言われなくても帰ります！　おつりはいらないから」

　嫌味を含んだ響さんの言葉に、咲子さんはバッグからお財布を勢いよく取り出す。そして数枚の一万円札をカウンターの上に叩き置くと、紙袋を手にして店から出ていってしまった。

「響さん、咲子さんが帰っちゃいますよ」

「いいんだよ。放っておけ」

「そんな……」

　咲子さんが置いていったお金をエプロンのポケットに無造作に入れると、響さんは作業の続きに取りかかる。

　ふたり共、頑固なところがそっくりだ。

　思わず店を飛び出し、咲子さんの後を急いで追った。

「咲子さん！」

　夏の強い日差しが照りつける中、駐車場に向かっていた咲子さんが足を止めて振り返る。そして私の姿を見ると、ニコリと微笑んだ。

「心配しなくても大丈夫よ。今は旅とか温泉とか言っているけど、響が靴から離れられるわけがないんだから。若葉さんもそう思うでしょ？」

「……はい」

　やはり咲子さんは、付き合いが長い響さんのことをよく理解している。

「そうだ。これを若葉さんに渡しておくわ。響が店を再オープンさせたら連絡してちょうだい」

　そう言って咲子さんが差し出したのは、一枚の名刺。私はその名刺を受け取ることができなかった。

「でも私、響さんとそこまで親しくないんです。だから咲子さんの名刺をもらっても、私から再オープンの連絡をすることはできないと思います」

　今は靴工房・シエナの取り壊しが迫っているから、響さんは私の手伝いを拒まない。けれど響さんが旅から戻ってきてお店を再オープンさせたとしても、そこに私の姿はきっとない。

　だって、私は臨時の手伝いだし、靴作りは響さんひとりでできるから……。

　靴工房・シエナで響さんと過ごす時間が、あと少しで終わりを迎えてしまうことが寂しくて仕方ない。

　これからのことを考えただけで気分が落ち込んでしまっていると、咲子さんが小さな笑い声を上げた。

「若葉さんを見つめる響の瞳には親しみが込められていると思ったけど、それは私の見間違いかしら」

「えっ……」

　そんなことを私に聞かれても、何と答えたらいいのかわからない。

「そうね。再オープンの連絡じゃなくてもいいわ。何か困ったことがあったら、携帯を持っていない響の代わりに私が相談に乗るわ。ね？」

「えっ、響さんって携帯を持っていなかったんですか？」

　確かに私が知っているのは、靴工房・シエナの電話番号だけだ。まさか携帯を持っていなかっただなんて……。

「ええ、そうよ。子供でもスマホを持つ時代なのにね。信じられないでしょ。まぁとにかく、何かあったら連絡して」

　咲子さんの優しさに心が温かくなる。私は差し出された名刺を受け取った。

「咲子さん。今度、響さんの高校時代の話を聞かせてください」

「もちろん。そうだ、卒業アルバムを見せてあげる」

「本当ですか？」

「ええ」

　学生服を着た響さんの姿なんて想像できない。高校時代の響さんはどんな青春時代を過ごして、どんな夢を胸に抱いていたんだろう。

　そんなことを考えている間に、駐車場に辿り着いた。

　咲子さんは真っ赤な左ハンドルの高級車のロックを解除し、運転席に乗り込む。そしてウインドウを開け、エンジン音に負けないような大きな声を張り上げた。

「最後に若葉さんにいいことを教えてあげるわ」

「いいこと？」

「響の好きな女性のタイプは、かわいらしい子よ」

「そ、そうですか」

　聞いてもいないのに、どうしてそんなことを私に言うの？

　咲子さんが私に何を伝えたいのか、その意図がわからずにキョトンとしてしまう。すると……。

「ええ。若葉さんみたいなね」

「え？」

　驚く私を見て高らかに笑うと、咲子さんはププッとクラクションを二度鳴らした後、駐車場から車を発進させた。

　真っ赤な車が見えなくなるまで見送った私は、咲子さんの名刺をエプロンのポケットに大事にしまうと、靴工房・シエナに向かった。










十．明らかになる事実




　ゲンさんの四十九日法要が無事に終わった、翌週の九月中旬の日曜日。

　夏休みが終わっても、なぜか響さんに会いたいと思ってしまった私は、土日になると押しかけ女房のように靴工房・シエナに通った。

　今、お手伝いをしているのは靴作りではなく、撤収作業だ。私が任されたのは、人の足形をした木型の梱こん包ぽうと箱詰め。響さんは、今まで愛用していたさまざまな工具を丁寧に研磨してから梱包している。

「あのミシンの梱包はどうするんですか？」

「あれはプロに任せることにした。ヘタに梱包して壊れたら大変だからな」

　なぜ私たちが梱包と箱詰め作業に追われているのかというと、靴工房・シエナの取り壊しが迫っているから。箱詰めした物やミシンなどは、響さんが契約をしてきたトランクルームに預けることになっている。

　予約の靴を全部仕上げた響さんは、どうやら本気で旅に出るみたい。その証拠として、カウンターの上には、ロードマップが何冊も置かれている。

　棒付きキャンディーをくわえながら鼻歌交じりに作業をしている響さんからは、靴工房・シエナが取り壊されてしまう寂しさや悲しみなどの感情は伝わってこない。むしろ、この先の旅が楽しみで仕方がない感じだ。

　そんな響さんと正反対なのは、この私。撤収作業が終わってしまえば、もう響さんと会う口実がなくなってしまう。最後の木型を梱包して段ボールの蓋をガムテープで閉めると、ため息をついた。

「響さん。旅の予定って、いつからいつまでですか？」

「そうだなぁ……。俺の気が済むまでかな」

　響さんは器用に棒付きキャンディーをくわえたまま、白い歯を見せて笑う。

「気が済むまでって……済まなかったら、永遠に旅するつもりですか？」

「まあ、そうなるな」

　この先、響さんと会えなくなってしまうことを考えると、寂しさで胸が張り裂けそうに痛み出す。しかし、そんな私の気持ちなど知らずに、響さんは晴れやかな笑みを浮かべていた。

　気が済むまで旅を続けると、ケロッと言い切る響さんが憎らしい。

　私は頬を膨らませると、響さんの前で仁王立ちをした。

「次は何を梱包しましょうか？」

「何、オマエ。怒ってんの？」

「怒っていません！」

　舐め終えたキャンディーの棒をゴミ箱に投げ入れて作業の手を止めると、響さんは大股で私に近づいてくる。そして私の膨れた頬を両手で挟むと、その手に力を入れた。

「嘘つけ。ほら、こんなに頬が膨らんでいるじゃないか」

「そんなころ、ありませふ！」

　私の口から出たのは、呂律が回らない酔っぱらいのような言葉。それがツボにはまったらしく、響さんは豪快に口を開けて、大声で笑い出した。

　でもその笑い声が靴工房・シエナに響き渡ったのは、ほんのわずかな時間。私の頬を挟む手から次第に力が抜けていく。同時に笑顔が消え去り、真面目な表情へと変化していった。

　私をジッと見つめる響さんの視線が、熱くて甘い。

「響さん？」

「俺さ……ガサツなところがあるから……無神経にオマエを怒らせちまったなら、悪かった。ごめん」

　響さんは困ったように、形のいい眉毛をハの字にした。

　こんなふうに優しく謝られれば、怒りの感情がスッとなくなる。

　今、心の中にあるのは切ない気持ちだけ。響さんと会えなくなってしまう寂しさに囚われ、瞳から大粒の涙が零れてしまった。

「だって、響さんが永遠に旅するって言うから……。もう一生会えないようなこと言うから……」

　思わず泣き言を言うと、響さんの手が私の頬からゆっくりと離れていき、私の背中に回った。

「それで怒って頬を膨らませたのか？」

　響さんの胸の中でコクリと頷けば、私を抱きしめる腕に力がこもった。

　鼻先をくすぐるのは、響さんがさっきまで舐めていたキャンディーの香り。ベリー系の香りに包まれながら、響さんの厚い胸に甘えるように頬をつけた。

　響さんのたくましい腕に包まれる時間を一秒でも長く味わっていたい……。

　私は黙ったまま瞳を閉じた。でも、その心地いい時間に終止符を打ったのは響さんのほうだった。

「実は、俺が旅に出ようと思ったのにはわけがあるんだ」

「わけ？」

　響さんは抱きしめていた腕を解き放つと、私の頬に伝う涙を指先で優しく拭ってくれた。そしてコツコツと足音を響かせながら、重量感のあるアンティークな作りの戸棚の前に立つ。その扉を開けると、戸棚の中から黒い箱を取り出して作業台の上にそっと乗せた。

「俺が旅に出ようと思った理由は、このパンプスの持ち主を探すためだ」

　響さんはそう言うと、黒い箱の蓋をそっと開けた。

　箱の中を覗いてみれば、品のいいベージュ色のパンプスの片方だけが入っている。

　素敵なパンプスだけど……なんで片方しかないの？

「話せば長くなる。まあ、座れ」

　すると、響さんが木製の丸イスを持ってきてくれた。私がそのイスに座ると、いつも作業しているイスを引き寄せた響さんも腰を下ろす。

　旅と片方だけのパンプス。このふたつを結びつけるものは、いったい何？

　私はゴクリと喉を鳴らすと、響さんの話を聞くために耳を澄ませた。

「俺のジイさんは高校を卒業して三年間、靴作りの基礎を学ぶためにイタリアの工房で見習いをしていたんだ」

「そうなんですか」

「ああ、イタリアは靴作りの本場だからな」

「確かに、イタリア製のパンプスは色やデザインが豊富で、履き心地がいいものが多いですもんね」

「そうだな。それでジイさんは、イタリアの広場でベンチに座っているひとりの日本人女性を見かけたそうだ。まあ観光地だから、日本人を見かけても普通なら声をかけることはしないが、ヒールの折れてしまったパンプスを手にしている彼女の姿を見たら、どうしても声をかけずにはいられなかったらしい」

　響さんの話を聞いていると、頭の中にイタリアの情景が浮かんでくる。まるで絵本を読み聞かせてもらっているような気分になり、この先の展開がどうなるのか期待に胸を膨らませた。

「彼女の壊れたパンプスを預かったジイさんは、すぐに工房に持ち帰って修理をした。でも広場に戻ってみると、そこにはもう彼女の姿はなかったそうだ」

　頷きながら話に耳を傾けていた私は、早く話の続きを聞きたくて先を急かした。

「それで、お爺様はパンプスを彼女に返せたんですか？」

「いいや」

「どうして？」

「どうしてって、それきり彼女と再会することができなかったからさ」

「だからここに片方だけのパンプスがあるんですね」

「ああ。ジイさんは一日の仕事が終わるとこの箱からパンプスを取り出して、丁寧に磨くのが日課でな。ガキだった俺には、どうして片方だけのパンプスを磨くのか理由がわからなかった。でも靴職人になった今なら、ジイさんの気持ちが理解できるんだ」

　響さんは箱の中からパンプスを取り出すと、ネル素材のクロスを手にした。

「お爺様の気持ち？」

「このパンプスが寂しいって訴えている気がするんだよ。靴が話すわけないのにな。おかしいだろ？」

　響さんは恥ずかしそうに俯くと、パンプスを磨き始めた。

「おかしくないです」

　だって、靴作りに真摯に向き合ってきた響さんなら、靴と話くらいできるのではないかと思ってしまう。

「そうか？」

「はい。響さんの言うとおり、このパンプスは持ち主に履いてもらいたいと願っているはずです」

　パンプスを磨く手を止めると、響さんは口元に笑みを浮かべながら私をジッと見つめた。

　その瞳があまりにも真っ直ぐで熱いから、私の鼓動はドキドキとうるさく音を立ててしまった。

　そんな私の前で、響さんが決意を語った。

「俺はこのパンプスの願いを叶かなえるために、持ち主を探す旅に出ようと思っている」

　響さんは手にしていたパンプスを箱に戻し、イスから立ち上がる。そしてカウンターに向かって足を進めると、引き出しから冊子を取り出した。

「これは？」

「移動販売車のパンフレットだ」

「移動販売車？」

　これが旅とどう関係があるの？

　私が首を傾げると、再びイスに腰を下ろした響さんは優しげにクスッと笑った。

「これに工具を積んで、靴の修理をしながら全国を回ろうと思っている」

　その言葉を聞いた瞬間、咲子さんの言葉が頭に浮かぶ。

「咲子さんの言うとおりですね」

「あ？　アイツが何て言ったんだよ」

「響さんが靴から離れられるわけないって」

「そんなこと言ってたのかよ。ったく、余計なお世話だっつーの」

　憎まれ口を叩きながらも、響さんの口元は微かに上がっている。嬉しさを隠し切れない彼が、無性にかわいらしく思えてしまう。

「靴の修理をしながら全国を回って、温泉に入り、動物園と水族館に行く。何か優雅な旅ですね」

　そんな軽口を叩きながら、つい妄想してしまったのは、移動販売車の助手席に乗っている自分の姿。その隣には、開けた窓から流れ込む風に癖のある髪の毛を揺らしながら、ハンドルを握る響さんがいる。

　靴作りをしている響さんも素敵だけれど、運転に集中している響さんも格好いいんだろうなぁ。

　まだ見たことのない響さんの運転姿を思い描いていると、ひんやりと冷たい氷のような視線を感じた。

「オマエさ、俺が温泉や観光目的で全国を旅すると思っていないか？」

　響さんは腕組みをしながら、呆れ顔で私を見ている。

「違うんですか？」

「あのな、肝心なことを忘れるなよ。いいか？　俺が全国を旅する一番の目的は、この片方だけのパンプスの持ち主を見つけるためだ」

　あっ、そうだった。でも、どこの誰かもわからない持ち主をそう簡単に見つけられるんだろうか。

「あの……どうやって持ち主を見つけるつもりですか？」

「靴の修理に訪れた人に、このパンプスを見せて心当たりがないか聞く」

「でも、それだけで持ち主が見つかるとは思えません」

　正直な気持ちを伝えると、響さんは肩を落としながらため息をついた。

「実は俺もそう思っているんだ。彼女だって高齢になっているだろうし、ジイさんのように亡くなっていてもおかしくない。でもな、手がかりはパンプスだけじゃないんだ。ほら、これを見てくれ」

　片方だけのパンプスが入っていた箱の中から響さんが取り出したのは、一枚のポストカード。少し色いろ褪あせているけれど、赤いレンガ造りの建物が並ぶ美しい街並みが印刷されていた。

「素敵な街ですね」

「その街の名前は、シエナ。ジイさんが見習いをしていた街であり、彼女と出会った街でもある」

「じゃあ、このお店の名前って……」

「ああ。ジイさんはこの街の名前を店につければ、彼女ともう一度再会できると信じていたんだろうな」

　響さんは、何かを懐かしむように遠くを見つめている。

　もしかすると頭の中には、お爺様と過ごした日々が色鮮やかに蘇っているのかもしれない。

　束の間のタイムトリップの邪魔をしないように、私はしばらくの間、口を閉じることにした。

　手にしたポストカードが色褪せてしまっているのは、長い年月が積み重なった結果。それなのにパンプスに傷みがないのは、お爺様と響さんが手入れを欠かさなかったからだろう。

　この片方だけのパンプスにまつわる話をすべて聞いた今、響さんの力になりたいという想いが心の奥から込み上げてきた。

　私にできることはないだろうか。

　そう考えながらポストカードをひっくり返した時、息ができなくなるほどの衝撃を受けた。

「ひ、響さん！　な、名前が……」

「ああ、彼女が座っていたベンチの上にそのカードが置いてあったらしい。彼女を探す手がかりになればいいんだがな」

　腕組みをしながら冷静に話す響さんとは対照的に、私の心臓はバクバクと高鳴っている。伝えたい事実があるのに、胸に込み上げてくるものが邪魔をして、声が出てこない。その思いが涙となって瞳から溢れ出る。

　そんな私の様子に、響さんは驚いてイスから立ち上がった。

「ど、どうした？」

　揺らめく涙の先に見えるのは、私の前にしゃがみ込む響さんの姿。眉尻を下げて不安げな表情を浮かべる彼を安心させるために、何とか口を開く。

「響さん、運命です！」

「は？　運命？」

　震える指先で涙を拭い、私は一度、大きく深呼吸をする。

「はい。ここが再開発されることも、私がプロジェクトのヘルプになったことも、初めてこの商店街を訪れた私に響さんが気づいたことも。それから、あのタイミングでパンプスが壊れたことも、すべてが運命だったんです！」

　一気に話し終えると、しゃがみ込んでいる響さんの首に腕を絡ませて、思いきり抱きついた。

　でも勢いがつきすぎたようで、私の重みに耐えきれずに響さんが仰向けに倒れ込む。

「まさかオマエに押し倒されるとはな」

「え？」

　我に返ると、目の前には、この状況を楽しむように口元に笑みを浮かべる響さんの顔があった。しかも、あと数センチで唇が重なってしまいそうなほど、その距離は近い。

「オマエって、意外と積極的なんだな。驚いた」

　慌てる私とは裏腹に、響さんは相変わらず余裕の笑みを浮かべている。

「違っ！　これはわざとじゃありませんから！」

　彼と触れ合っている身体のすべての箇所が熱を帯びたように火照り出し、鼓動が高鳴る。

　慌てて身体を起こそうとした時……。

「もうしばらく、このままでいろよ」

　私の背中に、響さんの大きな手が回る。

「か、からかわないでください」

「別にからかってねえよ。オマエが落ち着くまで。な、いいだろ？」

　確かに、運命だなんて支離滅裂なことを急に言い出したことも、自ら響さんに抱きついた挙句、押し倒すという大胆な行動を取ったことも、私が取り乱している証拠だ。私は黙ったままコクリと頷くと、響さんの胸に頬を寄せた。

「重くないですか？」

「俺にとっては、いい感じの重みだ」

　響さんが私の頭を優しく撫でる。その手のぬくもりはとても心地がよくて、高鳴っていた鼓動は次第に鎮まっていった。

「落ち着いたか？」

「はい」

「それで、なんでそんなに興奮したんだ？　俺にわかるように説明しろよ」

　響さんに支えられながら身体を起こすと、手にしていたポストカードに視線を落とす。

　そこに書かれた彼女の名前と『ありがとう』という文字を指でそっとなぞると、顔を上げて響さんの瞳を真っ直ぐに見つめ、事実を口にした。

「岩いわ瀬せ麗れい子こ。これは私の祖母の旧姓です」










十一．運命の巡り合わせ




　ホームに到着した電車はほどよく冷房が効いていて、額に掻いた汗もスッと冷えていく。

　日曜日の昼下がり。片方だけのパンプスを入れた紙袋を持つ響さんと一緒に、電車に揺られる。

　手すりに掴まる響さんを見上げるたびに笑いが込み上げてしまい、私は口元を手で隠すと小さく肩を震わせた。

「いつまでも笑ってんじゃねえよ」

　響さんは唇を尖らせると、拗すねたように言った。

「だって、あんなに取り乱した響さんを見たのは初めてだから」

「あのことは忘れろ。いいな？」

「ん～。忘れろって言われても、私、記憶力がいいほうだしなぁ」

　何かとからかわれることの多い私が、ここぞとばかりに反撃を試みると、響さんは大きくため息をついた。

「お願いします。忘れてください」

　小さな声で懇願する響さんを少しだけかわいそうに思いながらも、彼の敬語がおもしろくて、私はまた笑い声を上げてしまう。

　実はあれから――。




　――ポストカードに書かれていた名前が私の祖母の旧姓であることを告げた瞬間、響さんは勢いよくイスから立ち上がると、癖のある黒髪を掻きむしりながら店内をウロウロと歩き回った。

　岩瀬麗子。この名は確かに祖母の旧姓。でも全国を探せば、同じ名前の人が他にもいるかもしれない。

「喜ばせておきながら、こんなことを言うのは申し訳ないですが、同姓同名という可能性もありますよね？」

　そう言って響さんに目を向けると、彼は足を止めた。そして、一度梱包をして段ボール箱にしまったはずの工具をまた出し始めた。

「でも年齢的にはビンゴだろ。まさかこんな展開になるとはな。ああ、そうか。だからオマエは運命だとか言って興奮したのか。そうか、なるほどな。確かにこれは興奮するな。うん、するする」

　すると今度は、響さんは梱包を解く手を止めてツカツカと近寄ってくると、いきなり私の腰に手を回して抱きついてきた。

　理性を失っている響さんを見るのは新鮮だけど、抱きしめられたままでは心臓がもたない。私は顔を逸らしながら響さんの胸に手を当てると、力いっぱい押し返した。

「ちょ、ちょっと、響さん！　セクハラで訴えますよ!!」

「ん？　……あっ」

　目を丸くしながら私を見つめる響さんは、慌てて手を離すと、ヨロヨロと後ずさった。その背中がカウンターに当たって、動きが止まる。

「大丈夫ですか？」

「あ？　ああ。あれ？　俺……何をしようとしていたんだ？」

　響さんは髪の毛を掻き上げながら、不思議そうに首を傾げている。この様子だと、梱包を解いたことも、私に抱きついたことも覚えていないのかもしれない。

「何だか取り乱していましたよ。あんな響さんを見たのは初めてで、おもしろかったです」

　込み上げる笑いを堪えながら、私は梱包が解かれた工具を響さんの手のひらに乗せる。

「なんでこれがこんなところにあるんだ？」

　響さんはキョトンと工具を見つめている。

「やっぱり覚えていないんですね。響さんが梱包を解いちゃったんですよ」

「……は？　嘘だろ？」

「嘘じゃありませんよ。また梱包をやり直してくださいね」

　すると響さんは、イスに座ると大きく息を吐き出した。

「何かさ……ずっと見つからなかったパンプスの持ち主の手がかりが、こんなに近くにあったなんて、不思議だよな」

「そうですね」

　しみじみと語る響さんの横顔は、とても穏やかだった。

　けれど私は、ポストカードに記された岩瀬麗子という名の人物と、祖母が同一人物なのか、早く事実を確かめたくて仕方がなかった。

「今から家に電話をして、お婆様がいるか確認しますね。もしいたら、この後、ウチに行きますか？」

　はやる気持ちを抑えきれない私の言葉に、響さんは目を見張った。

「いいのか？」

「はい。私も気になって仕方ないので」

「じゃあ、よろしく頼む」

「はい」

　バッグからスマホを取り出すと、自宅のナンバーをタップする。すると、タイミングよく祖母が電話に出た。

　今から家に人を連れていくから、会ってほしいということを手短に伝えると、祖母はすぐに了承してくれた。

「響さん、行きましょう！」

「あ、ああ」

　響さんは身に着けていたデニム地のエプロンを脱ぐと、カウンターから紙袋を取り出す。そして片方だけのパンプスが入った箱を紙袋に入れると、ふたりで靴工房・シエナを後にした――。




　九月になっても強い日差しが照りつける中、桜台駅で電車を降りた。

　あと少しでパンプスの持ち主がわかるかもしれないと思うと、緊張感が増してくる。そんな中、響さんは私の歩幅に合わせて、家までの道のりをゆっくりと歩いてくれた。

　その心遣いを嬉しく思っていると、あっという間に家に辿り着いた。

「ここが私の家です」

　高い塀に囲まれた家を見た途端、響さんはびっくりしたように足を止めた。

「おい、ちょっと待て。このガレージには何台の車が停められるんだ？」

「さあ。三台くらいじゃないですか」

「マジかよ……」

　なぜそんなにガレージのことを気にするのか、私にはよくわからない。

「響さんは、車に興味があるんですか？」

「いや、そうじゃなくてだな……。オマエって、けっこうなお嬢様だったんだな。知らなかった」

　響さんは家とガレージと私を交互に見つめては、何度も頷く。

「そんなことないですよ」

　私がイメージするお嬢様像は、上品でおしとやかで礼儀正しい女性。お酒に酔って記憶を無くしたり、頬を膨らませて怒り出す私は、決してお嬢様ではない。

　けれど、私の話なんか耳に入っていない響さんは、自分の姿を確認すると、急に慌て出した。

「俺、こんな格好で来ちまったけど、大丈夫かな？」

　響さんが言う『こんな格好』とは、生成りのシャツにブラックジーンズを合わせたスタイルのことらしい。

「響さんのシンプルなスタイルは、私は好きですよ」

「そ、そうか？」

「はい。それに私の祖母は、見かけで人を判断しませんから」

「そうか……。そうだよな」

「はい」

　安心したような穏やかな響さんの笑顔を見ただけで、暖炉に火が灯ったように私の心が温かくなる。

「行きましょうか」

「ああ」

　少しだけ緊張した面持ちを見せる響さんと共に、私は家の門をくぐった。




　応接間のソファに腰かけて、母が出したアイスティーに口をつける響さんを、私の家族が興味津々に見つめる。日曜日の午後ということもあり、家には祖父母と両親が誰ひとり欠けることなく揃っていた。

「そ、それで、きょきょきょ今日はどんな用かね？」

　私が初めて男性を家に連れてきたせいか、普段は言葉がつかえることなどない父が、響さんの前で軽くパニックを起こしている。

「実は……」

「結婚の申し込みなら聞きたくない。悪いが今日は帰ってくれ」

　響さんの言葉を、父はマッハの勢いで遮ってしまう。いつもは威厳に満ちている父が動揺する姿に、初めこそ驚いたけれど、すぐにおかしくなり笑い声を上げてしまった。

「お父様、違うの。響さんはお婆様に用事があって来たの。もう、変な勘違いをしないで」

「そ、そうなのか？」

　父が確認するように問うと、響さんは静かに「はい」と頷いた。

「今日こちらにお伺いしたのは、若葉さんのお婆様に、ある物を見ていただきたかったからです」

　響さんは紙袋に入れていた箱を取り出し、祖母の前に置いた。そしてゆっくりと蓋を開けた。その時、祖母の驚く声が部屋に響き渡る。

「まあ！　これは……」

「お婆様、見覚えがある？」

　小刻みに震える手を口に当てた祖母は、私の問いかけに何度も頷いた。

「ええ、もちろん」

　すると祖母は思い出したようにソファから立ち上がると、「ちょっと待っていてくれるかしら」と響さんに告げて、応接間を後にした。

　数分後、再び姿を現した祖母が手にしていたのは、対となるベージュ色のパンプスだった。その状態はよく、祖母も長年手入れを欠かさずにしていたことが窺えた。

「片方だけじゃ何の役にも立たないとわかってはいたけれど、亡くなった両親に買ってもらった物だし、どうしても捨てられなかったのよ」

　時を経てようやく手元に揃ったパンプスを前に、祖母は感慨深げに瞳を潤ませる。そしてこの場にいる全員に向かって、過去の出来事をゆっくりと語り始めた。

「私が十八歳の時に、父のイタリア出張が決まったの。ちょうど通っていた女学校も冬休みになったから、その出張に母と同行することにしたの」

　祖母が語る父と母とは、私にとって曽祖父母にあたる人物。私が生まれる前に他界しており、写真でしかその姿を見たことがない。

「あれは十二月十九日のことだったわ。仕事の父と別行動を取ることになった母と私は、フィレンツェからバスに乗って一時間ほどのシエナという街を訪れたの」

　お店の名前でもあるシエナという言葉が祖母の口から出ただけで、私の心臓はドキリと跳ね上がる。

「中世の面影を残したシエナの街並みはとても美しかったわ。でもシエナの街は石畳の道が多くてね。その隙間にヒールが挟まって折れてしまったの」

　ゲンさんのお店でパンプスが壊れてしまった時のことを思い出す。

　あの時は本当に驚いたし、尻もちをついてしまった姿を響さんとゲンさんに見られてしまって、恥ずかしかったっけ……。

「ヒールが折れたままでは移動できないから、私はシエナの広場に残り、母が代わりになる靴を買いに行ったの。その時、ひとりの日本人男性が私に声をかけてきたのよ」

　その男性こそが、響さんのお爺様で間違いないはず！

　思わず叫び出したくなる衝動を抑えながら、祖母の話の続きに耳を傾ける。

「その男性の話を聞けば、靴屋で見習いをしていると言うじゃない。そのパンプスはお気に入りだったから、直してくれるという彼の好意に甘えることにしたの」

　それまで口元に笑みを浮かべながら、祖母は昔の出来事を懐かしむように語っていた。けれど深くため息をつくと、その表情を曇らせた。

「でもフィレンツェに帰るバスの時間が迫ってしまって……。彼が戻ってくる前に、母が買ってきたサブリナシューズを履いてシエナを後にしたのよ」

　響さんのお爺様がパンプスの修理を終えて戻ってきた時、どうして持ち主の姿が消えていたのか、明らかになった。

　今までひと言も発することなく黙って話を聞いていた響さんは、パンプスが入っていた箱の中から色褪せたポストカードを取り出し、祖母に差し出した。

「これに見覚えはありませんか？」

　すると、祖母の頬が一瞬のうちに桃色に染まった。

「まあ！　どうしてこれをあなたが？」

「シエナであなたに声をかけた靴職人の男性が、私の祖父だからです。修理を終えて広場に戻ってみると、あなたの姿はなく、ベンチの上にこのカードが置かれていたと聞きました」

　響さんの話を聞いた祖母は、震える手を胸に当てると呼吸を整えた。

「ええ。どうしてもお礼を言いたかったけれど、彼の名前も見習いをしている靴屋さんの店名も聞いていなかったの。だから仕方なく、広場で買い求めた絵葉書に自分の名前とお礼の言葉を書いてベンチに置いたのよ。本当は住所と電話番号まで書くつもりだったのに、バスの時間に間に合わないって母に急かされてしまってね……。彼の好意を無駄にしてしまって、本当に申し訳なく思ったわ」

　六十年ぶりに自分が書いたカードを手にしている祖母は、静かに瞳を閉じる。その瞼の裏に映るのは、若かりし頃の自分と、響さんのお爺様の姿なのかもしれない。

　真実が明らかになった今、祖母はゆっくりと瞳を開き、響さんに問う。

「それで、あなたのお爺様はお元気？」

「五年前に他界しました」

「まあ。そうなの……」

　祖母の瞳の奥に、深い悲しみの色が見えた。けれど響さんは、澄み渡った空のような清々しい表情を浮かべた。

「祖父は、片方だけになってしまったパンプスを持ち主に返したいと、ずっと思っていたはずです。その祖父の願いを叶えてくれたのは若葉さんです。私は若葉さんと出会えたことに運命を感じ、そして心から感謝しています」

　響さんは祖母だけではなく、応接間にいる私の家族ひとりひとりと目を合わせると、最後に頭を下げた。

　口の悪い普段の響さんからは想像できない実直な言葉に、私の瞳には感動という名の涙が滲み出す。自分だけではなく、響さんもこの出会いに運命を感じてくれたことを知り、私の心は温かな喜びで満ち溢れた。

「響さん、それから若葉ちゃん。私こそあなたたちに感謝しているわ。両親に買ってもらった思い出のパンプスが手元に揃って本当に嬉しいわ。ありがとう」

　祖母の瞳からもひと筋の涙が落ちて、頬を伝う。その祖母にハンカチを差し出したのは、ずっと祖母の隣に寄り添っていた祖父だった。

「麗子。よかったな」

「はい。博ひろしさん」

　差し出されたハンカチで涙を拭うと、祖母は祖父の手に自分の手をそっと重ねた。

　ふたりが見つめる先にあるのは、ようやく揃ったベージュ色のパンプス。持ち主の元に戻ったパンプスが光り輝いて見えるのは、私だけではないはず。

　響さんに視線を向けると、目を細めながら満足そうにパンプスを見つめていた。




　パンプスを返し終えた後も、しばらく応接間で穏やかな時間を過ごした。

　お婆様からもらったチェリーピンク色のパンプスが壊れて困っている私を助けてくれたのが響さんだったことや、靴工房・シエナが取り壊されることなど、話題は尽きなかった。

　気づけば、すでに午後五時半を過ぎていた。

　真夏の時期に比べると、頬を撫でる風が少しだけ涼しいと感じる、九月の夕暮れ時。家の外まで見送ると言う家族の申し出を丁寧に断った響さんは、挨拶を済ませると玄関を出た。

　アプローチを進んで門から出ると、響さんは足を止める。

「見送りはここまででいい。じゃあ、またな」

　だけど、別れの挨拶をする響さんに向かって、私は『さようなら』というひと言が言えずにいた。

　これでお別れなんて、寂しすぎる。響さんともう少し一緒にいたい……。

　その気持ちが大きく膨らんでしまった私は、響さんにお願いをした。

「響さん。駅まで送らせてください」

　でも響さんは首を横に振る。

「いや。道順は覚えているから大丈夫だ」

「じゃあ、その先の公園まで」

　食い下がる私に、響さんは声を上げて笑い出した。

「仕方ねえな。そこの公園まで送ってもらおうか」

「はい！」

　公園までは二分ほどの距離。それでも響さんと過ごす時間が増えたと思うだけで、スキップしたくなるほど嬉しかった。

　私の歩幅に合わせてゆっくりと歩いてくれる響さんと一緒に、公園までの道のりを歩く。

「響さん、今日はありがとうございました」

「いや。礼を言うのは俺のほうだ。さっきも言ったが、オマエには感謝している」

　響さんがそう言った時、残念ながら目的地である公園に辿り着いてしまった。

　名残惜しいけど、今日は本当にこれでお別れ。最後は笑顔で挨拶をしようと思った時、私の腕に響さんの手が伸びてきた。

　響さんは私の腕を掴んだまま、公園の中に入っていく。引きずられるように後をついていくと、私はいつのまにか響さんの胸の中にすっぽりと収まっていた。

　何が起きたのか、すぐには理解できなかった。でも響さんに抱きしめられていることがわかると、心臓が早いリズムを打ち始めた。

　私はようやく自覚した。

　響さんのことが、好きだ。

　その気持ちを込めて響さんの広い背中に腕を回せば、私を包み込む力がさらに強くなる。

　抱き合う私たちを隠すように、公園の植え込みの木の葉が夕暮れの風を受けてカサカサと音を立てた。

「若葉」

　響さんが不意に私の名前を甘く囁くから、自分でもびっくりするような言葉が口から勝手に零れ落ちてしまった。

「響さん、好きです」

　自ら告白するという初体験をしてしまい、恥ずかしさのあまり、響さんの胸に顔をうずめる。

　しかし響さんの大きな手のひらで頬を包み込まれ、顔を上げられる。

「俺のほうから想いを伝えようとしたのに、先に言われちまった」

「えっ。そうなんですか？」

「まあな」

　思いがけない言葉に驚く私を、柔らかな笑みを浮かべる響さんが包み込む。

　離れないぬくもりを感じながら、私は喜びに浸った。

　響さんと相思相愛だなんて、嘘みたい……。

　夢見心地でいると、響さんの顔がゆっくりと近づいてきた。

「若葉、キスしてもいいか？」

　ストレートな響さんの言葉は、私の鼓動をトクトクと高鳴らせる。

　私も響さんとキスしたい……。

　しかし同時に、響さんの唇を素直に受け入れてはいけない、と思った。

「ダ、ダメです」

「どうして？」

　だって私はまだ、望月さんと別れていない。にもかかわらず、彼氏以外の男ヒ性トを好きになり、キスまでしてしまうのは、道理に外れている。そう思ったのに……。

　吐息がかかるほどの距離を保ちながら熱い瞳で見つめられたら、私の理性など簡単に吹き飛んでしまった。

「だって……響さんの気持ちをハッキリ聞いていないから……」

　恋する私が願うことは、ただひとつ。

　目の前にいる響さんの口から、甘い言葉が聞きたいの……。

「俺は惚ほれた女にしかキスしたいと思わねえよ」

　情熱的な言葉が、私の身も心もあっという間にとろけさせる。

　もう響さんを拒否できない。

　観念して目を閉じると、温かな唇がゆっくりと重なった。

　口づけは次第に熱を帯びていき、深く長くお互いの唇を求め合う。キスに不慣れな私の想像をはるかに超えた響さんの甘い口づけに、身体中の力が抜けそうになってしまった。

「もう降参か？」

　唇を離した響さんが、砕けそうになった私の腰に手を伸ばして支えてくれる。

　余裕しゃくしゃくな響さんが、少しだけ憎たらしい。けれど言い返す言葉など見つからない私は、黙ったまま頷くことしかできなかった。

　すると、私の腰を支えていた響さんの手に力がこもる。

「もう少しだけ。いいだろ？」

　甘えるように囁かれた私の耳たぶに、響さんの柔らかな唇が触れる。くすぐったいような、気持ちがいいような何とも言いがたい刺激は、耳たぶから額、瞼、頬へと移動していき、最後にまた唇へ行き着いた。

　二度目の口づけを交わした私たちは、額と視線を合わせながら微笑み合う。

「つい欲ばりになった。悪かったな」

　ふたりの想いが通じ合った喜びを噛みしめながら、首を横に振った。

　いつのまにかオレンジ色から群青色に変わった空の下、明日も明後日も、この先もずっと一緒にいたいという気持ちが膨らんでいく。

　その気持ちを伝えようとした矢先、私を支えていた響さんの手が力なく離れていった。

「……いいな」

　ポツリと呟くと、響さんは私に背中を向けた。

「え？」

「オマエの家族。温かくて優しくて、いい家族だ」

　響さんの大きな背中は猫のように丸まっている。

　自分の家族を褒められたことは素直に嬉しい。だけど、家族と呼べる人がいない響さんに対して、何と返事をするのが正解なのかわからない。

「響さん……」

「帰りが遅くなると家族が心配するな。引き留めて悪かった」

「い、いいえ」

「みなさんによろしく伝えてくれ。じゃあな」

　振り返って私を見つめる響さんの口元には、微かに笑みが浮かんでいる。にもかかわらず、その瞳が、辺りに広がる暗闇よりも深い色に支配されているように見えてしまった。

　きっと響さんは孤独を感じている。ひとりなんかじゃないのに……。

　そのことに早く気がついてほしくて、私は響さんに向かって笑みを浮かべた。

「また来週、引っ越しの手伝いに行きますから」

「ああ、期待しないで待ってる」

「え？」

「冗談だよ。助かる」

「もう！」

　頬を膨らませると、響さんがクスクスと笑い出す。その表情は、さっきの暗い瞳とは打って変わって明るくて、ホッとした。

「気をつけて帰ってくださいね」

「ああ。じゃあな」

　駅に向かって歩き始めた響さんの後ろ姿を見送りながら思い出すのは、響さんとのキス。

　口が悪くて不愛想な響さんの唇が、あんなに甘くて柔らかいなんて予想外。今度会ったら、またキスしてくれるかな？　してほしいな……。

　恥ずかしくて口にできない気持ちを、響さんの背中に向かってお願いしてみた。










十二．彼の行方




　朝起きた時も、通勤電車に揺られている時も、そして仕事中も。思い出してしまうのは、昨日のことばかり。

　片方だけのパンプスが持ち主に戻ったことに感動したし、響さんと想いが通じ合ったことはとても嬉しかった。

　きっと今頃、響さんは額に汗を掻きながら荷造りに追われているはず。有給休暇を取って手伝いに行ったら、響さんは喜んでくれる？

　そんなことを考えながら入力作業をこなしていると、デスクの上に新たな資料が乗せられた。

「一条さん。悪いけど、これも追加でお願いできるかな？」

「はい。わかりました」

　忙しそうにしながらも、私に笑みを見せてくれるのは望月さん。距離を置くことに決めてから、仕事のこと以外では言葉もメールも交わしていない。

　望月さんのことは相変わらず嫌いじゃないし、怖いという気持ちも薄れた。けれど、もう一度笑い合って、キスを交わす関係に戻れるとは思えなかった。

　今の私が好きなのは響さん、ただひとり。もうこの先、望月さんとの距離が縮まることはないと確信する。

　きちんとけじめをつけなくちゃ……。

【話があるので、仕事が終わったら駅前のコーヒーショップに来てもらえませんか？】

　昼休み、私はそう望月さんにメールを打った。




「待たせてごめんね」

　午後七時。望月さんが息を切らせながら、私の向かいのイスに座る。

「忙しいのに、すみません」

「いや。でもこうやって呼び出されたってことは、俺はフラれるのかな？」

　余計なことなど話題にせず、望月さんはいきなり本題を口にする。この話が終わったら、また仕事をするために会社に戻るのかもしれない。

　だから私も回りくどい言い訳などせずに、彼に向かって頭を下げた。

「ごめんなさい。私、運命の人と出会ってしまったんです」

「……そっか。その運命の人って、五十嵐 響のことかな？」

　望月さんの鋭い言葉が頭上から降ってくる。

「え？」

　突然、響さんの名前が出てきたことに驚く。勢いよく顔を上げると、望月さんは縁なし眼鏡を中指で押し上げながらクスッと笑った。

「自分の腕に自信を持って仕事に打ち込む職人気質な彼は、男の俺から見ても格好いいと思う。だから俺は、若葉が五十嵐 響に惚れないようにするために、彼と会うことも、あの店に行くことも禁止したのにな」

　まさか、そんな理由で禁止されていたなんて……。

　でも、響さんと私の出会いは運命。望月さんとの約束を守ったとしても、その運命は変わらなかったと断言できる。

「だけど若葉が彼のことを運命の人だと言い切るのなら、もう俺との修復は無理なんだろうね」

　小さな声で「ごめんなさい」と謝ることしかできないでいると、望月さんが盛大なため息をついた。

「正直に言えば、またデートに誘って仲よく過ごせば、俺のことを『嫌いじゃない』と言った若葉の気持ちを取り戻すことなんか簡単だと思っていたんだ」

　距離を置いていても、望月さんは私のことを考えてくれていた。それなのに私は、響さんに好きだと伝え、キスをしてしまった……。

　どんどん気持ちが重くなっていく。

「でも、一週間以上も夏休みがあったにもかかわらず、俺は若葉を誘う気にはなれなかった。今の俺の頭の中は、プロジェクトのことでいっぱいでさ。どうやら俺は、仕事と恋愛を同時進行できない不器用な男らしい」

　そう言いながら、望月さんはいつものようにクスッと笑う。けれど私は、望月さんが不器用だなんて一度も思ったことはない。

　もしかして望月さんが自虐的なことを言うのは、先に別れを切り出した私の気持ちを楽にするため？

　最後まで優しい望月さんに救われた私は、込み上げてくる涙が零れ落ちないように唇を噛みしめた。

「一条さん。短い間だったけれど、楽しかったよ。ありがとう」

「私のほうこそ……ありがとうございました」

　望月さんが私の名前ではなく名字を呼んだ瞬間、この恋の幕が下りたことを実感する。

「じゃあ、俺はこれで。気をつけて帰るんだよ」

「はい」

　望月さんはイスから立ち上がると、一度も振り返ることなく私の前から姿を消した。

　今、私が好きなのは、まぎれもなく響さん、ただひとり。だけど初めての彼氏が望月さんでよかった、と心から思った。




　望月さんときちんと別れ、響さんと会える休日を心待ちにしている私が気になっているのは、彼の将来だ。パンプスの持ち主が判明した今、響さんが旅に出る必要はなくなった。

　これから新しい店舗を探して、営業を再開させるの？　それとも休養も兼ねて、やはり旅に出るの？

　今度の休みに荷造りの手伝いをしながら聞いてみようと心に決めながら、私は平日五日間の業務をこなした。

　そして迎えた土曜日。厳しい残暑が続く中、汗を掻きながら、光が丘北口商店街へ向かう。

　工事着工が迫っているため、すでに引っ越した住民が多く、もともと寂れていた商店街は、まるでゴーストタウンのよう。これまで以上に静まり返ってしまっているけれど、久しぶりに響さんに会えると思うだけで、足取りも自然と軽やかになってしまう。

『よく来たな』と甘く囁いてくれるかな？

　どんなふうに私のことを迎えてくれるのだろうと期待に胸を膨らませながら、靴工房・シエナの金色の丸いドアノブに手を伸ばした。でも……。

「え？」

　思わず驚きの声を上げる。なぜなら、ドアノブを回しても扉が開かなかったから。

　もしかして、用事があって出かけているのかもしれない。

　きっとそうだと自分に言い聞かせてみたものの、胸に湧き上がる不安を拭い去ることができない。

　慌てて縦長の窓に駆け寄り、目を細めながら店内の様子を必死に窺ってみれば、レトロなミシンも、作業台も、梱包した段ボール箱の山も、何も残されていない。

「どうして？」

　目に映る情景をどうしても信じられない。もう一度扉の前に立つと、ガチャガチャとドアノブを回す。けれど、やはり扉は固く閉じられたままだった。

「響さん、どこに行っちゃったの？」

　不安を口にしても、もちろん答えなど返ってこない。私は力なくその場にしゃがみ込んだ。

　パンプスの持ち主は見つかったけれど、やっぱり旅に出たのかもしれない。それならそうと言ってくれてもいいのに……。

　響さんに会いたい気持ちばかりが大きく膨らみ、帰る決心がつかない。

　結局、私は靴工房・シエナの前で膝を抱えて、響さんの帰りを待つことにした。でも、その日は夕方になっても響さんは帰ってこなかった。




　旅から帰ってきたら、響さんはきっと連絡をしてくれるはず。そう願いながら過ごしているうちに、一カ月が経ってしまった。

　もうお店は取り壊しが始まっているのに……。

　もしかして、このまま会えないんじゃないか、という不安が襲ってくる。

「ほら、若葉ちゃん。もっと食べないと元気出ないわよ」

　もう癖になってしまったようにため息を繰り返す私を見て、佐和子先輩はわざと明るく振舞ってくれる。

「そうですよ。そんなんじゃ、響さんって人が帰ってきた時に、笑顔で迎えられないですよ」

　有紀ちゃんも必死で私を励まそうとしてくれている。

　ふたりの優しさは心に染みるけれど、どうしてもＡランチのおろしハンバーグ定食を完食することはできなかった。

　ふたりには望月さんと別れたこと、そして響さんとの出会いが運命であったことを打ち明けた。そして、響さんが私に何も告げずに姿を消してしまったことも全部話した。

「佐和子先輩、有紀ちゃん。心配かけてごめんなさい」

「何言っているのよ。そんなこと気にしないで」

「そうですよ。今一番辛いのは若葉先輩なんですから」

　ふたりの温かい言葉に、私の視界がユラユラと揺れ出す。

「ごめんなさい」

　今がたとえ昼休みでも、会社で涙を見せれば、何事かと視線が集中してしまうに決まっている。

　慌ててイスから立ち上がると、食器とトレーを片づける。そして一目散にトイレに駆け込み、涙を流した。

　涙を拭いながら想うのは、響さんのことばかり。

「響さんのバカ」

　どこにいるのかわからない響さんに向かってトイレで文句を言っても、さらに虚しさが募るだけだった。




　赤や黄色に染まった木の葉が冷たい風に吹かれて揺れる、十一月下旬の日曜日。私は部屋に引きこもり、何をするわけでもなくベッドの上に横になって白い天井を見つめていた。

　響さんが姿を消してから、とうとう二カ月が過ぎてしまった。それなのに、依然として響さんの行方はわからないまま。

　何かあったら相談に乗ると言って名刺をくれた咲子さんに連絡してみたけれど、彼女も響さんの行方については何も知らなかった。

　力なくため息をついて寝返りを打った時、部屋のドアをノックする音が響き渡る。

「若葉ちゃん、少しいいかしら？」

　祖母の声だった。私の部屋を訪ねてくるなんて珍しい。ベッドから飛び起きると、急いでドアを開けた。

「お婆様、どうしたの？　……あっ、それ！」

　思わず驚きの声を上げたのも仕方ない。なぜなら、あのベージュ色のパンプスが入った黒い箱を祖母が抱えていたのだから。

「若葉ちゃんの足のサイズは私と同じ二十三センチだったわよね？」

「うん、そうだけど……」

「ちょっと、このパンプスを履いてみない？」

　祖母は、にこやかな笑みを浮かべた。

　どうしてお婆様は急にそんなことを言い出したんだろう。でも、せっかくだから履いてみたいかも。

　私は祖母に向かって頷くと、一緒に玄関へ向かった。




「あら、ちょうどいいじゃない」

　玄関フロアに正座をしている祖母が、嬉しそうな声を上げながら手をパチパチと叩く。

　確かにこのパンプスはサイズもピッタリだし、足に吸いつくようによくなじむ。

　でも大切なパンプスをどうして私に履かせるのか、その理由がわからない。困惑ぎみに祖母を見つめれば、予想外の言葉が耳に届いた。

「若葉ちゃん。そのパンプスをもらってくれないかしら」

「え？　だってこのパンプスは思い出が詰まった大切なものでしょ？」

　驚く私に、祖母はクスリと小さく笑った。

「パンプスは履いてこそ輝きを増すのよ。箱にしまっておくものではないし、飾っておくものでもない。そう思わない？」

「そうだけど……」

「本当は私が履ければいいのだけれど、この歳で八センチヒールのパンプスは履けないわ」

　確かに祖母の言うとおりかもしれない。

　納得した私は、ベージュ色のパンプスを脱ぐと箱の中に丁寧にしまう。

「お婆様。大事に履かせてもらいます」

「嬉しいわ。そうねえ、そのパンプスを履いて響さんとデートしたらどうかしら？」

　その瞬間、響さんとようやく両想いになって、甘い口づけを交わしたことを思い出す。

　穏やかな笑みを見せる祖母の前で、私は大粒の涙を零してしまった。

「若葉ちゃん、どうしたの？」

　祖母に心配をかけたくなかったけれど、瞳からとめどなく溢れる涙は止まらない。

「お婆様……響さんが私に黙ったまま、姿を消してしまったの」

「まあ。どうして？」

「……わからない。わからないの。お店はもう取り壊しが始まっているから帰ってきても居場所はないし、響さんは携帯も持っていないの。もう一生会えないかもしれない」

　泣き続ける私の背中を、祖母のシワ立った手が優しく擦ってくれる。そのぬくもりに甘えるように、私は弱音を吐き出した。

「ねえ、若葉ちゃん。私が若かった頃は携帯なんかなかったのよ。それでも私は博さんと結ばれた。それにそのパンプスだって戻ってきた。だから大丈夫よ。若葉ちゃんにとって響さんは運命の人なんでしょ。きっと再会できるわ。運命を信じて」

　祖母の励ましの言葉は、出口の見えない袋ふくろ小こう路じに迷い込んでいた私の心に、ひと筋の光を照らしてくれた。

　そうだよね。お婆様の言うとおり、私と響さんは運命で結ばれている。メソメソと泣いている暇があったら、行動を起こさなくちゃダメだよね！

　溢れ出ていた涙がピタリと止まり、お腹の底から力がみなぎってくるのを実感する。

「お婆様。私、響さんを探し出してみせるから！」

「応援するわ。今まで響さんと交わした会話を思い出してみて。どこかに行きたいとか言っていなかった？」

　響さんが行きたいところ……あっ。

　必死に記憶を辿り、思い出したのは、ブルーのオープントゥパンプスを受け取りに来た咲子さんと軽く言い合いになった時のこと。

「そういえば、旭山動物園と美ら海水族館に行ってみたいって……」

「北海道と沖縄ね。ほかには？」

　温泉にも浸かりたいと言っていたけれど、具体的な名前は出していなかったし……。

　アレコレと思い巡らせていると、ふとベージュ色のパンプスを入れた黒い箱が目に留まる。

「……あっ!!　お婆様、響さんのお爺様とシエナで出会った日って、確か十二月十九日よね？」

「ええ、そうよ」

　響さんと再会できる唯一の方法を思いついた私は、急いで立ち上がる。

「お婆様、ありがとう！」

　親身になってくれた祖母にお礼を言うと、一目散に自分の部屋に駆け上がった。










十三．ガラスの靴じゃないけれど




　イタリアのローマを経由して、ようやくフィレンツェに到着すると、休む間もなくバスに乗り込み、シエナを目指す。

　師走の忙しい時期に無理を言って有給休暇が取れたのは、月曜日の一日だけ。

　十二月十八日の土曜日の深夜便に乗り、十二月二十日の月曜日の午後に東京に戻ってくるという無茶な計画を、ただ今実行中だ。

　シエナは響さんのお爺様と私の祖母が出会った場所。だからきっと、お爺様の夢を受け継いだ響さんにとっても特別な場所のはず。離れ離れだったパンプスが揃った今、十二月十九日に響さんはシエナの広場を訪れるだろうという確信が私にはあった。




　壮大な丘陵が広がるトスカーナ地方の景色をバスの車窓から眺めること、一時間半。ようやくシエナに到着した私は、最終目的地である広場を目指して足を進める。

　十二月のシエナを吹き抜ける風は突き刺すように冷たい。指先はかじかみ、吐き出す息は白くなる。けれど祖母の言っていたとおり、中世の面影を残したシエナの街並みはとても美しかった。

　赤いレンガ造りの建物に、街を一望できる高い塔。景色の一つひとつに心奪われているうちに、シエナの広場に辿り着いた。

　広場の片隅では、イタリアのサンドイッチであるパニーニや、エスプレッソと少量のお酒を混ぜたカフェ・コレットを売るお店が、いい匂いを漂わせている。

　そんな中、美しいシエナの街を写したポストカードを広場のお店で買い求めた。

　祖母にお土産として渡したら、喜んでくれるかな。

　そんなことを考えながら、広場のベンチに座って響さんが現れることを、寒空の下で待った。でも二時間が過ぎても、響さんは姿を見せない。

　本当は、響さんが現れるのを何時間でも待ち続けたかった。でも、今日の午後の飛行機に乗らないと、火曜日の出社に間に合わない。

　仕方なくベンチから立ち上がった私は、石畳の階段を数段下りる。そこで足を止めると、バッグの中からある物を取り出した。

　手にしているのは、初めて響さんと出会った時に履いていたチェリーピンク色のパンプス。もちろん修理などされておらず、壊れたままの状態だ。

　指が震えるのは寒さのせいなのか、それとも緊張のせいなのかわからない。とにかく心を鎮めるために大きく深呼吸をすると、手にしたパンプスを足元にそっと置いた。

　私ができることは、ここまで。あとは響さんがこのパンプスに気づいてくれるのを祈るしかない。

　もちろん、こんなことをしてもパンプスが響さんの手に渡るという保証はない。むしろ、響さんの手に渡る前に清掃の人に拾われてしまったり、野良犬に持っていかれてしまう可能性のほうが高いのかもしれない。

　それでも私は運命を信じて、このパンプスが響さんの手に渡るというわずかな可能性に懸けてみたかった。

　石畳の階段を下り終え、振り返った先に見えるのは、片方だけのチェリーピンク色のパンプス。

　どうか、響さんに見つけてもらえますように……。

　そう願いを込めた私は、名残惜しくシエナの広場を後にした。




　イルミネーションに飾られた街がまぶしく光り輝くクリスマスイヴ。仕事を終わらせた私がすれ違うのは、身体を寄せ合いながら微笑み合う恋人たち。私がシエナを訪れてから、もう五日が過ぎてしまった。

　響さんは十二月十九日にシエナに行ったのかな？　それともシエナには行ったけれど、私が置いたパンプスには気がつかなかった？

　いずれにしても、響さんが今どこで何をしているのかまったくわからない現状が寂しくて辛かった。

　イヴの華やかな雰囲気を恨めしく思いながら、ため息をつく。

　相変わらず響さんのことばかり考えてしまう自分に苦笑しながら家の前まで辿り着くと、そこには黒いＳＵＶ車が停まっていた。

　もしかして、お客様？

　見慣れない車を見つめながら足を進めていると、運転席のドアがガチャリと開いた。

　ブラウンのレザーローファーを履いた足元が地面に着く。車の中から姿を現したのは、私が会いたいと毎日願っていた人物だった。

「響さん！」

　わずか数メートルの距離を全力疾走し、響さんに向かって必死に手を伸ばす。そんな私を、たくましい響さんの胸板が受け止めてくれた。

「若葉、ごめ……」

「許しません！　謝ったって許してあげないんだから。響さんのバカ！　バカバカ!!」

　響さんと再会できて嬉しいはずなのに、自分の口から出てしまうのは裏腹な言葉ばかり。

「寂しい思いをさせて悪かった。ごめん。許してくれ」

　もう二度と離れ離れにならないようにと響さんの広い背中に腕を回せば、彼も私の身体を強く抱きしめてくれる。久しぶりに感じた響さんのぬくもりは、心地よかった。

　ようやく大粒の涙が零れ落ちなくなった頃、響さんが私の顔を覗き込んできた。

「落ち着いたか？」

　私がコクリと頷けば、背中に回っていた手がゆっくりと解かれる。そして私の頬に伝った涙の跡を指で優しく拭ってくれた。

　響さんの姿を最後に見たのは、まだ暑さが残る九月だった。少しだけ伸びた響さんの癖のある黒髪を見たら、再び巡り会えた喜びがひしひしと込み上げてきた。

「響さん、今までどこで何をしていたんですか？」

「ん？　まあ、その話は車の中でするとして……若葉？」

「はい？」

「このまま若葉をさらってもいいか？」

　耳元で甘く囁かれ、心臓がドキリと跳ね上がる。

　情熱的な瞳で見つめられれば、断ることなどできるわけがない。私がコクリと頷くと、瞬く間に身体がふわりと浮かび上がった。

　再会できたことも、お姫様抱っこをされていることも、夢じゃないよね？

　事実を確かめたくて、至近距離にある響さんの頬を軽くつねった。

「痛えな。何すんだよ」

「だって、夢を見ているんじゃないかと思って……」

「だったら自分の頬をつねればいいだろ」

　口悪く言いながらもクスクスと笑みを漏らす響さんの姿を見たら、これは夢ではないとようやく実感できた。

　車のドアが開くと、助手席のシートに身体が沈み込む。その瞬間、響さんが突然覆い被さってきて、鼓動が早鐘を打った。

　思わず身体がピクリと反応した私を見て、響さんが意地悪そうに口元を上げた。

「シートベルトを締めるだけだ。キスされると思ったか？」

「そ、そんなこと思っていません！」

「何だよ。つまらねえな」

　文句を言いながらシートベルトをカチャリと締めると、響さんはあっという間に助手席から出てしまう。あまりにも素気ない態度に、身体が勝手に動いてしまった。

「ん？　どうした？」

　スタンドカラーのハーフコートの裾を掴まれていることに気づいた響さんが、私の顔を覗き込み、首を傾げる。

「あの……嘘です」

「何が？」

「その……キス。されると思いました」

　素直に白状したのは、響さんにキスをしてほしかったから。こんなことをわざわざ言ってしまう自分が恥ずかしい。

　羞恥心で顔を赤くしていると、あっという間に唇を塞がれた。小鳥がついばむような軽いキスが降ってきて、すぐに離れる。

「今はこれで我慢しろ。目的地に着いたらもっと濃いヤツをしてやるから」

　思わず、濃いヤツってどんなキス？と、聞きそうになってしまい、慌てて口を閉じた。

　響さんが運転席に乗り込む。エンジンをかけてシートベルトを締めると、車はゆっくりと発進した。

「どこに行くんですか？」

「それは秘密だ。それより家でクリスマスパーティーでもするんじゃなかったのか？」

　響さんはハンドルを握りながら、一瞬だけ私に視線を向ける。

「いえ。もうパーティーを開いてもらう歳じゃありませんから。でも帰りが遅くなるという連絡はしておきます」

「帰りは日曜の夜になると連絡しておけ」

　バッグからスマホを取り出して画面をタッチしていると、思いがけない響さんの言葉が耳に届く。

「え？　それって……」

「本音を言えば、永遠に帰したくないけどな」

　今日は金曜日で、帰るのは日曜日の夜。つまり私は、二晩も響さんと共に過ごすということになる。

『永遠に帰したくない』だなんて唐突に語られた響さんの甘い本音に喜びを感じつつも、心の片隅に少しの不安を抱いてしまった。

　だって、泊まるっていうことは……つまり、その……身体を求められるかもしれないってことでしょ？　また、痛くて怖いと思ってしまったら……どうしよう……。

　何とかその不安を拭い去るように、母に外泊することになったとメールを打っていると、赤信号で車が停まった。

「黙って姿を消して悪かったな」

　響さんと会えなかった悪夢のような毎日を思い出した私は、大げさに頬を膨らませてみせる。

「そうですよ。理由を教えてください」

「それはだな……」

　響さんが鼻先を人差し指でポリポリと掻いたとき、信号が青に変わる。響さんは、なぜか照れくさそうな表情を浮かべると、車を発進させた。

「気が早いと笑うかもしれないが、俺は将来、若葉と結婚したいと思っている」

「け、結婚!?」

　予想外の告白に、瞬きをするのも忘れてしまうほど驚く。

　この三カ月間、私は毎日、響さんのことを考えていた。でもそれは彼の行方のことであって、結婚なんて思ってもみなかった。

　それなのに、響さんは私との結婚を意識していたなんて……。

　私は唖あ然ぜんとしながら響さんを見つめた。

「でも俺は若葉と歳が十も離れているし、身内もいない小さな靴屋の自分が、お嬢様である若葉と結婚するなんて不相応だと思ったんだ。だから黙って姿を消した」

　そう語る響さんの瞳は、暗闇よりも深い色に染まっていた。

　この瞳を私は見たことがある。

　あれは……想いが通じ合い、公園で初めてキスをした三カ月前。帰ろうとする響さんの瞳の色が、まさに今と同じ色をしていた。

　もしかしたら響さんは、あの時すでに思い悩み、私の前から姿を消す決意を固めていたのかもしれない。

　孤独を感じていた響さんに救いの手を差し伸べることができなかったことを後悔しながら、私は胸に燻る想いを打ち明けた。

「私は歳が離れている響さんを頼りがいがあると思っています。それから、腕がいい靴職人である響さんのことを尊敬しています。私は響さんのすべてが好きなんです。お願いだから、不相応だなんて言わないで……」

　涙声になりながらも、はっきりと気持ちを告げる。

　すると、どことなく寂しげで悲しげだった響さんの横顔が、徐々に温かくて明るいものへと変化していった。

「嬉しいよ。ありがとう」

　大好きな響さんと離れ離れになるのは、もう絶対に嫌。

　だから私は、口にせずにはいられなかった。

「響さん、もう私の前から黙っていなくならないでくださいね。約束ですよ」

「ああ、約束する」

　その時、微笑みながら約束を交わした私たちの耳に聞こえてきたのは、クリスマスキャロル。

　もしかしたら、サンタさんは本当にいるのかもしれない。だって、クリスマスイヴに響さんという最高のプレゼントを届けてくれたのだから……。

　車内のラジオから流れる清らかな音楽に耳を澄ましながら、そんなことを考える。

「正直に言うとな、俺はこうして若葉に会いに来ることが怖かったんだ」

　響さんの言葉に、二十五歳にもなってサンタさんからの贈り物などと浮かれてしまった私は、ハッと我に返る。

「怖い？」

「ああ。黙って三カ月も姿を消したんだ。若葉は俺のことを許してくれなくても当然だと思っていたし、新しい彼氏ができていても文句は言えないと覚悟していた」

「そんな……私が響さん以外の人と付き合うなんてありえませんから！」

　私は頬を膨らませると、響さんの言葉を即座に否定した。

「……そうだな、悪かった」

「わかってくれれば、いいんです。わかってくれれば」

　どことなく偉そうな私の言葉に、響さんは白い歯を見せた。

「今日、改めて気づいたよ。俺は、健気な若葉に心底惚れているってな」

「響さん……」

　不意にそんなことを言うなんて、反則だよ……。

　響さんのチョコレートのような甘い言葉に、私の頬が熱を帯び始める。

　恥ずかしさのあまり俯くと、信号待ちで車が停まった。響さんの大きな手が、私の手の上にゆっくりと重なる。

「自分勝手に姿を消してみたものの、どうしても若葉を諦めることはできなかった。だから勝手だけれど、俺はこうして若葉に会いに来たんだが……若葉？」

「はい？」

　顔を上げて、響さんに視線を向ける。

「俺を待ち続けてくれて、ありがとう」

　わだかまりが解けた私たちが次に交わす言葉は、これしか思いつかない。

「お帰りなさい、響さん」

「ただいま」

　重ねられた手に力がこもる。響さんの大きな手のぬくもりを感じただけで、私の心臓はドキリと音を立てて跳ね上がる。

　これからの三日間は、響さんと会えなかった三カ月分まで、ドキドキさせてもらおう。

　そんなことを思いながら、青信号になって車を発進させた響さんの横顔を熱く見つめた。




「――おい。着いたぞ」

　遠くから聞こえてくるのは、大好きな響さんの声。

　そんなはずはない。だって響さんは、私の前から黙って姿を消してしまったのだから……。

　ハッとして瞼を開けると、運転席のシートベルトを外している響さんの姿が瞳に映る。

　そうだった。私は、つい数時間前に響さんと再会を果たしたばかりだった！　これじゃあ、折角のドライブデートが台無し……。

　心地いい車の揺れに負けて眠ってしまったことを後悔した。

「しかし、気持ちよさそうに眠っていたな」

　車のダッシュボードの時計を見れば、家の前を出発してから約二時間が経過していた。

「……ごめんなさい」

　俯きながら小さく謝ると、響さんはクスクスと笑い出す。

「かわいい若葉の寝顔が見られたんだ。謝る必要はない」

　耳を疑うような甘いセリフを口にした響さんは、運転席から外に出る。続いて車から降りれば、凍いてつく寒さが私を襲った。

「若葉」

　差し出された響さんの手に自分の手を重ねれば、少しだけ寒さが和らぐ。手を繋ぎながら、街灯に照らし出されているレンガ敷きのアプローチを響さんと共に進むと、モスグリーン色の外装の一軒家の入り口に辿り着いた。

　ウッディな木目調の扉の横に掲げられているのは、『靴工房・シエナ』の文字が刻まれた看板。まるで光が丘北口商店街の一角にあった靴工房・シエナに再び出会えたような気になり、感動で胸がいっぱいになった。

「響さん！　再スタートですね！」

「ああ。若葉の前から姿を消してから旅に出ることも考えたが、革の匂いを嗅いで工具に触れていないと、生きている実感が湧かなくてな」

　靴職人らしい響さんの言葉を聞いただけで、靴作りを続けてほしいと願っていた私の心は喜びで満ち溢れる。

「不動産屋に駆け込んで、靴屋を開けそうな物件を何軒か見た末に決めたのがここだ。都心から少し遠いのがネックだが、ここが一番気に入った」

　瞳を輝かせながら熱く語る響さんは、まるで子供みたい。

　響さんがそこまで惚れ込んだ店内を早く見たい。

　私の胸が期待で膨らむ。

「リノベーションも済んでいるから、本当なら今すぐにでも再オープンできるが、まずは常連客に移転の案内を出さないとな」

　響さんの顔には満面の笑みが浮かんでいる。寒さなど感じさせない彼のにこやかな笑顔につられるように、私の頬も自然に緩んだ。

　響さんはポケットから鍵を取り出すと、木目調の扉を開ける。

　パチリと明かりが点いた先に広がっていたのは、思わず声を上げてしまう光景だった。

「うわぁ。何だか懐かしいです！」

　お店に入るとすぐにあるのは、お客さんを迎えるカウンター。そのカウンターの奥には作業台があり、さまざまな工具がズラリと並ぶ。さらに奥には、人の足形をした木型とレトロ感いっぱいのミシンがある。

　目に映るものがすべて懐かしく、そして新鮮に思えるから不思議だった。

　落ち着きなく店内をあちらこちら見回していると、響さんが私の横を通り過ぎた。

　向かった先は、重量感があるアンティークな戸棚。扉を開けると、迷いなく、ある物を手にした。

「まったく……これを階段に落としていくなんて、シンデレラの真似か？」

「あっ！」

　響さんの手の中にあるのは、シエナの広場の階段に私が置いてきたチェリーピンク色のパンプス。響さんと再会できた喜びのせいで、肝心なことをすっかり忘れていた。

「やっぱり十二月十九日にシエナに行ったんですね！」

「自分の目でシエナの広場を見ておきたかったからな。でも、まさか若葉までシエナを訪れていたとはな」

　響さんはコツコツと足音を響かせながら私の元に向かってくると、大きなため息をついた。

「このパンプスが広場の階段に落ちているのを見つけた時、俺がどれくらい驚いたのかわかってんのか？　シエナ中を走り回って若葉を探したのに見つからないし……」

　チェリーピンク色のパンプスを握りしめてシエナ中を走り回る響さんの姿を想像してみれば、胸がチクリと痛み出す。

「ごめんなさい。でも響さんだって、私の前から黙って姿を消したから、これでおあいこのはずです」

「それもそうだな」

　ふたりでクスクスと笑い合っていると、響さんの大きな手が私の頬を包み込む。

　温かい彼の手の甲に触れながら、私は種明かしをした。

「響さんは、私が仕掛けた罠わなに、まんまとハマッたんです」

「罠？」

「はい。私、十二月十九日に響さんがシエナを訪れるはずだと確信していました。だから、わざと片方だけのパンプスを石畳の階段に置いたんです。このパンプスを響さんが拾ったら、修理をして私に届けなくちゃ気が済まないでしょ？」

　そう、彼は靴職人。壊れたパンプスを直さなければ気が治まらないはずだし、取り残された片方だけのパンプスが『寂しい』と訴える声を聞くこともできるのだ。

「若葉には、かなわないな」

　鼻先で小さく笑った響さんは、癖のある黒髪を掻き上げる。けれど、それも刹那。私の身体がふわりと宙に浮かんだ。

　軽々と私を抱える響さんの首に甘えるように腕を絡めれば、ドキドキと胸が高鳴る。

　私が下ろされたのは、店内のカウンターの上だった。

「ガラスの靴にピタリとサイズが合ったシンデレラは王子と結ばれる。まあ、俺たちの場合はガラスの靴じゃないし、俺も王子様ってガラじゃないけどな」

　響さんは私の足に手を伸ばすと、履いていた黒いパンプスをあっという間に剥ぎ取る。そして私の右足に手を添え、柔らかな笑みを浮かべた。

「若葉、待たせたな」

　響さんと出会ったのは初夏の六月。それから半年が過ぎた今、ようやく修理が終わったチェリーピンク色のパンプスが、私の右足にピタリとはまる。

　それは、響さんの言うとおりガラスの靴じゃない。けれど私の瞳には、ガラスの靴以上に光り輝いて見えた。

「響さん。ありが……ぅん……」

　唇を熱く塞がれ、お礼を最後まで言うことができなかった。

　ふたりの唇は、角度や強さを変えて何度も重なり合う。それは、『目的地に着いたらもっと濃いヤツをしてやるから』という宣言どおり、私の息が上がるほど深くて長くて濃厚なキスだった。

「店だけじゃなくて、家の中も案内してやるよ」

　響さんが耳元で甘く囁く。

　キスの余韻に浸りながら黙ったままコクリと頷けば、カウンターからふわりと身体が舞い上がる。

　胸の高鳴りと重なり合うのは、トントンと階段を昇る響さんの足音。お姫様抱っこをされながら、どこから案内してくれるのだろうと期待に胸を膨らませていると、響さんは、ある部屋のドアを勢いよく開けた。

「ひ、響さん……ここって……」

「見てのとおり、ここは寝室だ。今の俺と若葉には一番ふさわしい場所だろ？」

　意地悪そうに口角をニヤリと上げると、響さんは私の身体をダブルベッドの上にゆっくりと下ろす。そしてスタンドカラーのハーフコートを自ら脱ぐと、私の右足からチェリーピンク色のパンプスを脱がせた。

　たったそれだけのことなのに、思わず身体が硬直してしまう。そんな私に気づいた響さんは、すぐに動きを止めた。

「俺とこうなるのは嫌か？」

「嫌じゃないです。でも……」

「でも？」

「私……いい思い出がないから……」

　脳裏に浮かぶのは、痛みを伴った初体験。そのことを頭から振りはらうように両目をギュッと閉じると、力強い言葉が耳に届いた。

「大丈夫だ。若葉に怖い思いはさせない。安心しろ」

　まるで私の心を透視したような響さんの言葉に、強ばっていた身体と心があっという間に解きほぐされる。

　響さんに身を委ねれば、額に、頬に、唇に、優しいキスの雨が降ってくる。それが耳たぶから首筋に下りてきた頃には身体が火照り、息が乱れ始めていた。

「もう身体は温まっただろ？　コートはいらないな」

　響さんの言葉に頷くと、私の身体からコートがするりと落ちる。そのままベッドに押し倒されると、響さんの唇と舌が私の唇を執拗に責める。

　熱くて甘いキスに応えることに必死になっているうちに、身にまとっていたものが徐々に剥ぎ取られる。そして、響さんも次々と衣類を脱ぎ捨てていった。

　もう私と響さんの間を隔てるものは、何もない。肌と肌、唇と唇、心と心……すべてを重なり合わせれば、ふたりはようやくひとつに結ばれる。

　それは響さんの言っていたとおり、怖いものではなく、私の身も心も悦びに導いてくれるものだった。




　ぼんやりとしながら感じたのは、普段よりも身体が何となく気だるいということ。

　熱っぽくはないし、頭だって痛くない。風邪をひいたわけでもないのに、私、どうしたんだろ？

　そんなことを考えながら瞳を開けると、目と鼻の先で、柔らかな笑顔を浮かべる響さんと視線が合った。

「ひ……びきさん？」

「ようやく起きたか」

　ど、どうして、響さんが？

　いつものように自分の部屋で目が覚めたと思っていた私は、響さんが目の前にいる理由がわからない。

　でも、視界に飛び込んできた何も身に着けていない響さんの上半身を見たら、一瞬のうちに昨日の夜の出来事を思い出した。

　痛みも恐怖も感じることなく、ただただ悦びに溺れた昨夜。気だるさの原因がわかり、今頃になって恥ずかしさを覚えた。

　それでも、目が覚めて一番に目にするのが好きな人の笑顔だなんて、ものすごく贅沢だ。私のことを見つめる響さんの優しい眼差しが嬉しくて、口元が自然に緩んでしまった。

「おはようございます」

　てっきり響さんからも『おはよう』という言葉が返ってくると思っていたのに、彼は意味深に口角を上げると、私の顔をジッと見つめた。

「若葉は朝の挨拶の仕方も知らないのか」

「どういう意味ですか？」

「あのな、朝の挨拶に言葉はいらないんだよ。その代わり……」

　そう言って響さんはグイッと顔を寄せると、不意に私の唇を塞いだ。

　初めは短く落とされたキスが、徐々に熱を帯び始める。朝の挨拶というには激しすぎるキスに応えられなくなってきた私は、響さんの胸に両手を当てると力を込めた。

「んん！」

　重ねていた唇を離した響さんは、私の顔を覗き込むと意地悪く笑う。

「もうギブか？」

「あ、朝から……濃すぎます」

「まあ、昨日の今日じゃ仕方ないか。これから徐々に慣れてもらうつもりだから、覚悟しておけよ」

「な、慣れるって……」

　果たしてそんな日が私に訪れるのか、自信がない。

「さて、朝の挨拶も済んだし、飯でも食うか」

　響さんは、ベッドからはみ出しそうな勢いで手足を大きく伸ばした。

「はい！」

「いい返事だな」

　ベッドの上でクスクスと笑い合うと、私たちは最後にもう一度だけ短いキスを交わす。

　響さんは身体を起こすと、クローゼットからルームウエアを取り出し、着替え始めた。私も響さんに背中を向けながら下着を身に着けていると、頭からスポッと黒いルームウエアを着せられた。

「取りあえず、これでいいか？」

「はい。ありがとうございます」

　袖を通した響さんのルームウエアは私には大きすぎるけれど、ありがたく借りることにした。でも……。

「あの、下に履くパンツは？」

「ん？　ああ、それは上しかないんだ。悪いな」

「ええ。どうして？」

　響さんは身体の前で腕を組むと、なぜか天井を見上げる。

「ん～、あれだ。洗濯したら、どうしてだかパンツだけ縮んでしまってな。仕方ないから捨てたんだ」

「そうなんですか？　じゃあ、他の着替えを貸してもらおうかな」

　パンツなしのルームウエアだけでは心もとない。

　私がそう言うと、響さんは早口でありえないことを口にした。

「あいにくそれしかない。嫌だったら裸のままでいてもいいんだぞ？」

「裸は嫌です!!」

「なら、それで我慢するんだな」

　何となく引っかかりを感じたけれど、響さんの言葉に素直に頷く。

　ベッドから下りて、自分の姿を確認してみた。ルームウエアの上着は大きくて、太ももの半分は隠れて見えない。

　これなら下着は見えないよね？

　そう納得して、響さんと手を繋ぐと、キッチンに向かうために階段を下りた。

「若葉の得意料理は？」

「……実は私、あまり料理をしたことがなくて」

「だよな。家に母親とばあさんがいて、仕事していたら料理する必要ないもんな」

　仕事が終わって家に帰れば、自動的に温かいご飯が出てくる。そんな生活を送っている私には、胸を張って自慢できる得意料理などなかった。

　二十五歳にもなって料理をしたことがあまりないなんて、胸を張れることじゃないよね……。

　これからは料理だけじゃなくて、なるべく家のことを手伝おうと心に決めた。

　Ｌ字型のシステムキッチンの前に立った響さんは、手際よく朝食の準備に取りかかる。

「若葉、コーヒーを淹れてくれ。それからクロワッサンも温めてくれるか？」

「はーい」

　あまり料理をしたことがないと打ち明けた私を気遣って、簡単な手伝いを頼んでくれる響さんの優しさが嬉しかった。




　テーブルの上に置かれているのは、響さんが作ってくれた目玉焼き。レタスとミニトマトが添えられていて、目にも鮮やかだ。その横には、私が温めたクロワッサンと、いい香りを漂わせているコーヒーが並んでいる。

「砂糖とミルクは入れるよな？」

「はい」

「だよな。若葉がブラックコーヒーを飲むわけないよな」

　響さんは白い歯を見せながら、クククッとおもしろそうに笑う。

「それって、どういう意味ですか？」

「ん？　まあ、そんなに深く考えるな」

　お砂糖とミルクを用意してくれた響さんと共にテーブルに座ると、「いただきます」と声を揃える。

　響さんと初めて食べる朝食は、シンプルだけれど格別においしかった。料理は不得意だけれど、やっぱり好きな人に手料理を味わってもらいたいという気持ちがムクムクと湧き上がる。

「ねえ、響さん。夜ご飯は私が作ります。何が食べたいですか？」

　目玉焼きを豪快に口に入れると、響さんはしばらく考え込んだ。

「……そうだな。今日はクリスマスだろ。ターキーのローストに、ほうれん草とベーコンのキッシュ、サーモンのカルパッチョも食いてえな。それから、ボルシチみたいな、身体が温まるスープも忘れずにな」

「え……？」

　まくし立てるように早口で言われたカタカナ料理の羅列に目を白黒させると、響さんは口を大きく開けたまま笑い出した。

「冗談だよ。そうだな、ハンバーグでも一緒に作るか？」

「はい！」

「後で買出しに行こう。若葉の着替えも必要だしな」

　食後のコーヒーを味わっている響さんの眼差しは、温かくて優しさに満ち溢れていた。でも、食事をしている姿を目の前でジッと見つめられるのは、少しだけ恥ずかしい。だから私はモグモグと忙しく口を動かすと、クロワッサンをコーヒーで喉に流し込んだ。

「ごちそうさまでした。とてもおいしかったです」

「そうか。それはよかった」

「後片づけは私に任せてくださいね」

　響さんの熱い視線から逃れるように慌てて立ち上がると、空になったお皿に腕を伸ばす。しかし、響さんの大きな手によって阻止されてしまった。

「片づけなんか後でいい」

「え？　でも……」

　私の腕を掴んでいる響さんの手に力がこもると、あっという間に身体を引き寄せられる。そして、響さんの手が私の太ももをゆっくりと撫で始めた。

「やっぱり、若葉の着替えは買わなくてもいいかもな」

　響さんがポツリと呟いた言葉の意味がわからず、ひとり首を傾げる。すると響さんは白い歯を見せながら意地悪く笑った。

「ルームウエアの上だけを着た若葉の姿を見た時、グッジョブ俺！って思った」

　執拗に私の太ももに指を滑らせる響さんの姿を見ていたら、その意味がようやくわかった。

「もしかして……！」

「ああ、ウエアのパンツがないと言ったのは嘘だ。しかし、太ももが露わになった若葉の姿って、そそられるな」

「もう！　響さんの意地悪!!」

　握りこぶしを作って反撃を試みたものの、響さんは私の手首を楽々と掴む。

「さて。腹もいっぱいになったし、な？　若葉、いいだろ？」

『いいだろ？』の意味を瞬時に理解したけれど、すぐに頷くことなどできない。だって今は、まだ午前九時。こんな時間から、あんなことやこんなことをするなんて想像できない。

「そ、そうだ！　お客さんに出す移転のお知らせの宛名書きを手伝います！　ね？」

　私の提案に、響さんは「フゥ」と大げさにため息をつくと、首を左右に振った。

「今日はクリスマスだ。ふたりだけの時間を楽しもう」

　耳元で甘く囁かれたら、もうノーとは言えない。俯きながら頷けば、身体がふわりと浮かび上がった。

　寝室に戻ると、乱れたままのシーツの上に身体を下ろされる。同時に、響さんの甘い口づけが容赦なく私を襲った。

「……ぁ」

　思わず声が漏れてしまう。

「その声、もっと聞かせてくれよ」

　響さんが口元に笑みを浮かべる。

「……そんなこと言われても……困ります」

「そうか。それならもっと鳴いてもらうから覚悟するんだな」

　この言葉が合図だったかのように、響さんの手がルームウエアの下に滑るように潜り込んできた。大きな手がブラジャーを押し上げ、私の膨らみを包み込む。もう片方の響さんの手は私の太ももを甘く撫で上げ、その動きは徐々に内側に移動していった。

　身体の奥深い場所に疼うずくような刺激を感じる。私が短く声を上げると、響さんは動きを止めて口元を綻ばせた。

「どうやら鳴く準備が整ったようだな」

　そう言いながらすばやく私を生まれたままの姿にすると、自ら素肌をさらす。

　昨夜の響さんは、ガラス細工に触れるように大事に私を抱いてくれた。でも今は、少しの隙もなく私を攻め続ける。

　外は吐く息も白くなる寒い世界が広がっているのに、私たちはベッドの上で汗ばむ身体を重ね合う。

「ひ、びき……さん」

　乱れる息で愛しい人の名を呼べば、思いもよらない言葉が降り注いだ。

「若葉……愛している」

　本当は『私も愛しています』と、想いを伝えたかった。でも、響さんの動きの一つひとつに身体が敏感に反応してしまい、想いを口にする余力など残っておらず……。

　意識が遠のいていく私の目尻には、ただ嬉し涙が伝った。










十四．未来へ




「若葉ちゃん。一緒にこのお試しコースを体験してみない？」

　社員食堂でＡランチ定食のエビピラフを口に運んでいると、佐和子先輩がサービス券を差し出した。

「エステのお試し？」

「そうなの。『お友達も誘ってご来店ください』って書いてあるでしょ？」

　満面の笑みを浮かべる佐和子先輩の左手の薬指に光るのは、ダイヤが輝いているエンゲージリング。佐和子先輩は、一カ月前のクリスマスイヴに、営業部の彼に念願のプロポーズをされたのだ。

「わぁ、アタシも行きたい！」

　有紀ちゃんは大きな口を開けてエビピラフを頬ばると、エステのサービス券を食い入るように見つめた。

「だってブライダルエステよ。有紀ちゃんは予定ないじゃない」

「そりゃ、そうですけど……」

　佐和子先輩に冷たくあしらわれた有紀ちゃんは、思いきり口を尖らせた。

　響さんと無事に再会を果たし、結婚を前提とした交際を始めたことは、佐和子先輩と有紀ちゃんに報告済み。けれどブライダルエステに通うのは、まだ早い気がする。

「佐和子先輩、ごめんなさい。私はそこまで話が進んでいないので」

「あっ、そうだったわね。まだエンゲージリングはもらっていないのよね。それで？若葉ちゃんはいつエンゲージリングをもらうの？」

　佐和子先輩は幸せに満ち溢れた笑顔を浮かべると、私にそう聞いてきた。

「さあ……いつでしょうね」

「もう。さっさとおねだりしちゃいなさいよ！」

　佐和子先輩の薬指に輝くエンゲージリングをうらやましくないと言ったら嘘になる。けれど今の私は、靴工房・シエナで響さんと共に過ごせる時間があるだけで充分に幸せだ。

「いいなぁ。アタシも早く結婚したくなっちゃいました」

「その前に、有紀ちゃんは相手を探さないとね」

「わかっていますっ！　ふたりがうらやましいって思うようなイケメンをゲットしてみせますから、楽しみにしていてください！」

　鼻息を荒くする有紀ちゃんがおかしくて、私と佐和子先輩は同時に吹き出す。

　有紀ちゃんがどんな彼氏を紹介してくれるのか、とても楽しみ。でも、その彼氏が芸能人並みに格好よくても、私はうらやましいと思わない自信がある。

　だって世界で一番素敵なのは、響さんだから……。

　まるでコリアンキッチンにいるように恋バナを楽しんでいると、食事を終えた人たちが次々に席を立ち、食堂を後にする姿が目に入った。

　少し話に夢中になりすぎたみたい。

　焦った私たちは、競い合うように残りのエビピラフを急いで口に運んだ。




　最近の私が何よりも心待ちにしている時間帯は、金曜日の終業後。

「お先に失礼します」と開発事業部を足早に後にすると、一目散にエレベーターに乗り込み、会社の外に出る。

「響さん、お待たせしました！」

「おう、お疲れ」

　黒いＳＵＶ車に乗り込むと、響さんが笑顔で迎えてくれる。

　金曜日の終業後に会社まで迎えに来てもらい、土日は靴工房・シエナで過ごし、日曜日の夜に家まで送ってもらう。これが私たちの週末ライフ。

　もちろん、このことは家族も承諾済み。年明け早々に私の家を訪れた響さんが、家族に向かって事情を説明し、頭を下げてくれたから。

　一月下旬の寒空の下、響さんが運転する車は順調に道路をひた走る。でも、いつもなら高速道路に乗るために突き当たりの信号を右折するはずなのに、今日はハンドルを左に切った。

「響さん、道を間違えていませんか？」

「いや、ちょっと寄り道をな。ほら、もう目的地が見えてきたぞ」

　響さんが運転席から指差したのは、少し前まで光が丘北口商店街があった場所。今ではすべて取り壊され、工事現場の白いシートで囲まれていて、中の様子を窺うことはできない。

　現場近くに車を停めた響さんは、商店街があった場所を懐かしむように見つめている。

「あれだけ再開発に反対していたのに、今はビルが完成するのが待ち遠しいなんて勝手だよな」

　響さんがそんなことを言う理由は、ただひとつ。

　結婚を強く望んでくれた響さんに、再開発プロジェクトが終わるまで結婚はできないと、私が宣言したから。

『若葉……俺と結婚してくれ』

　響さんがストレートなプロポーズをしてくれたのは、初めて結ばれた後のこと。優しく抱きしめられた響さんの胸の中でその言葉を聞いた私は、何度も頷きながら嬉し涙を流した。

　響さんと結婚したら、野口不動産を退職して靴作りのお手伝いをしたいと思っている。

　でも、再開発プロジェクトはまだ終わっていない。途中でヘルプの仕事を投げ出すことが嫌だった私は、週末だけ響さんの元に通う生活を選んだ。

「響さん。わがままを言ってごめんなさい」

「若葉が謝る必要はない。それに、どんなに待たされても俺の気持ちは絶対に変わらないから。その証拠として……ほら、手を出せ」

　言われるがまま、右の手のひらを差し出すと、響さんは顔をクシャクシャにしながら大声で笑う。

「なんで笑うんですか」

「そうじゃねえよ。ったく、鈍感だな」

　響さんは口悪くそう言うと、私の左手をそっと握る。

「若葉はすでに予約済みっていう印だ。勝手に外すことは俺が許さないからな」

　節くれだった指に握られたものを目にした瞬間、私の胸はドキドキと高鳴り出す。

「ひ、響さん！　これって……」

　私の左手の薬指に滑るようにはめられたのは、ダイヤモンドのエンゲージリングだった。

「俺の気持ちだ。受け取ってくれるだろ？」

　運転席から私を見つめる響さんの眼差しは、優しさで満ち溢れていた。

「も、もちろんです！」

　左手を高く掲げながら、うっとりと薬指を見つめれば、大粒のダイヤモンドが街灯の明かりを受けてキラキラとまぶしいほどに光り出す。

「響さん。とても嬉しいです。ありが……ぅん」

　感謝を伝えようと響さんに顔を向けると、瞬く間に唇を塞がれた。

　会えなかった五日分の想いを込めながら重なり合う唇を名残惜しく離せば、再び片道二時間のドライブデートが始まる。

「新しい靴のオーダーは入りましたか？」

「ああ、数件な。その中に、咲子からゴールドのパンプスを作ってくれってオーダーがあった」

「ゴールドですか」

「派手好きなアイツらしいだろ」

　私たちが気にしていたのは、移転したせいで固定客が離れてしまうこと。でも、それは取り越し苦労だったみたい。

　響さんが作る靴は履き心地がよくて、吸いつくように足になじむ。一度履いたら、誰だって響さんが作る靴の虜になってしまう。

　もちろん、私もそのうちのひとり。

　独特な革の匂いも、カタカタと革を縫製するミシンの音も、コツコツと釘を打ち込む音も、靴作りに関わるすべての過程が好き。

　そして、真剣な表情を浮かべながら靴に向き合う響さんの横顔も……。

　光が丘北口商店街再開発プロジェクトが無事に成功を収めたら、私は響さんに靴のオーダーをすると決めている。

『どんな靴がいいんだ？』って、響さんに聞かれたら、私はこう答えるの。

『純白のウエディングドレスに合う、世界でたった一足しかない靴を作ってください』って……。
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シエナにて




　緩やかな曲線を描くバルコニーの手すりに頬杖を付きながら、どこまでも果てしなく広がる丘陵を見つめる。太陽を受けて光り輝く緑色のなだらかな丘は、映像や写真で見たものとは比べ物にならないほど幻想的で美しい。

　澄んだ空気を吸い込みながら、その壮大な景色に見惚れていると、背後から声をかけられる。

「ねえ、お願いがあるの」

　振り向いた俺の視線が捉えたのは、淡い水色のワンピースを身にまとったキミ。清楚で麗しい姿は、今まで心を奪われていた景色さえも簡単に色あせてしまうほど美しい。

「お願いって？」

　その願いがたとえどんなに困難であっても、キミが望むのなら叶えてあげよう。

　そう思いながら、天井まで続く大きな窓を閉めると室内に入った。

　艶やかな唇からどんなお願いが飛び出すのか、興味津々に、その時を待つと……。

「あのね、背中のファスナー……上げてくれる？」

　キミは少し恥ずかしそうに瞳を伏せると、肩まで伸びた髪の毛を両手で持ち上げる。そして、身体をクルリと半回転させた。

　目の前に現れたのは、ファスナーが上がりきっていないキミの後ろ姿。ワンピースから少しだけ覗く、透き通るような背中と白いうなじは、俺の欲情を一瞬のうちに駆り立てる。

　だから俺はファスナーに手を伸ばすと、キミのお願いとは真逆の行動を取ってしまう。

　――ジジジ。

　ファスナーを下ろし、ワンピースを肩からずらすと、露わになったキミの華きゃ奢しゃな肩に唇を寄せる。

「え？　……ぁ」

　この一連の行動に焦ったキミは、髪の毛を持ち上げていた手を離すと、胸元が見えそうな位置までずり落ちたワンピースを必死に押さえながら振り返った。

「もう、エッチ！」

　頬を赤く染めながら唇を尖らせるキミは、文句なしにかわいい。でもその抵抗が、さらに俺の意地悪心を刺激していることに、キミはまったく気づいていない。

　だから俺は好きな女の子に意地悪をしてしまう小学生のガキのように、またキミをわざと困らせる。

「俺がエッチなのは、とっくに知っているだろ？」

「そ、そうだけど……」

　何も知らないウブだったキミが、今では俺のことをエッチだと認める。そのことがおかしくもあり、同時に嬉しくもあった。

「エッチな俺にエッチなことをされて喜んでいるのは、誰なんだろうな」

「よ、喜んでいるって……もうっ！　意地悪なこと言わないで！」

　これ以上、意地悪を続けてしまうと、きっとキミの澄んだ瞳から大粒の涙が零れ落ちてしまうだろう。引き際を見極めることも大事だと知っている俺は、潔く白旗を掲げる。

「悪かった。もう、からかわない」

　まだ少しだけ俺の言葉を信じ切れずにいるらしい。キミは黒目がちな大きな瞳を揺らすと、不安げに俺を見つめた。

「本当？」

「ああ。だから、ほら。髪を上げて後ろを向けよ」

「う、うん」

　コクリと頷いたキミは俺に背中を向けると、サラサラと揺れるショコラ色の髪の毛を両手で持ち上げる。また露わになった背中とうなじに唇を寄せたい気持ちをグッと堪えると、今度こそ約束どおりにファスナーを上げた。

「響さん。ありがとう」

　キミが艶やかな唇に弧を描き、穏やかな笑みを浮かべて半回転すると、ワンピースの裾がふわりとなびく。その姿は、俺がガキだった頃に読んだおとぎ話に登場するお姫様のように美しいから、つい手が伸びてしまった。

「若葉」

　キミ――俺の愛しい若葉を引き寄せて、腕の中に包み込む。そして若葉と結婚できる喜びを噛みしめる。

「響さん……く、苦しい」

「あ、悪い」

　慌てて力を緩めた俺を見つめると、若葉はクスクスと笑い出した。

「響さんのタキシード姿。とても楽しみです」

「衣装合わせした時に見ただろ？」

「そうだけど……本番はもっと格好いいはずだもん」

　テレビに出ているアイドルじゃあるまいし……。

　工房で靴ばかり作っている俺のことを『格好いい』と褒めてくれる人物は、世界中どこを探しても彼女しかいない。

「俺は若葉のウエディングドレス姿を神父様にも見せたくないがな」

「え？」

「この世で一番キレイな若葉をひとり占めしたいってのが本音だ」

「響さん……」

　恥ずかしげもなく甘いセリフを口にしてしまったのは、結婚式を控えて気持ちが高ぶっているせいかもしれない。

　両親と祖父母を亡くして天涯孤独の身になった俺に残されたのは、光が丘北口商店街の片隅にある靴工房・シエナ。そこで俺は毎日、細々と靴を作り続けていた。

　しかしある日、商店街が再開発されるという事実を知る。祖父の形見である工房をなんとかして守ろうとした俺は、再開発に猛反対をした。そんな時に出会ったのが、若葉だ。

　パンプスが壊れてしまい、途方に暮れている彼女を強引に抱き上げ、靴工房・シエナに連れてきたのは、ごくごく単純な理由。リスのような大きな瞳を潤ませる彼女の力になりたかったから。

　でもまさか若葉が、再開発を推し進める野口不動産株式会社の社員だったとは想定外だった。

　今なら引き返せる。そう思った俺は、親切心が恋心に変わる前に、わざと冷たい態度を取った。そして、再開発反対の意思をさらに強くしていった。

『もし』なんて言葉を使いたくないが、でももしゲンさんが病気に負けずに元気でいたら、俺は頑なに再開発に反対して、若葉との距離を遠ざけていただろう。

　それなのに徐々に気持ちが近づき、ようやく想いが通じ合ったのも束の間……。

　勝手に姿を消した俺を、若葉は一途に待ち続けてくれた。

　最愛なる若葉と結婚できる俺は、世界一の幸せ者だ。

「若葉。誓いのキスの予行練習をしておくか？」

「え？　ぁ……」

　俺と若葉が永遠の愛を誓う場所として選んだのは、イタリアのシエナ。

　そのシエナのホテルの一室で、若葉の艶やかな唇をすばやく奪う。その唇は熟した果実のようにうまいから、いつまで経ってもキスを止めることができなかった。

　もう数えきれないほどキスを交わしているにもかかわらず、未だに恥ずかしがる若葉の唇を上下に割って、舌を絡める。

　こんなんじゃ、ちっとも足りない。もっともっと若葉を感じたい……。

　そんな欲望が込み上げてきた時、コンコンとドアをノックする音が部屋に響き渡った。

　ノックの音を聞いてピクリと肩を跳ね上げる若葉から、名残惜しく唇を離す。

「もう時間か」

「そ、そうみたいですね」

　ほんのりと赤くなった頬に短いキスを落とすと、俺はホテルの部屋を横切ってドアを開ける。

「響さん、若葉さん。こんにちは」

　俺たちに向かって笑顔を見せるのは、現地ウエディングプランナーのエリカ。彼女はイタリアに在住している日本人で、通訳も兼ねている頼もしい存在だ。

「若葉さん、顔が赤いわね。まさか風邪でもひいた？」

　ノックされるまで俺とキスをしていたとはエリカに言えない若葉の頬が、ますます真っ赤に染まり出す。そんなかわいらしい姿を見たら、また意地悪心に火がついてしまった。

「エリカ。心配するな。若葉の頬が赤いのは、ついさっきまで俺とキス……」

「あー、エリカさん！　何でもないの。熱もないし、私は元気だから！　ね？」

　俺の言葉を慌てて遮ると、若葉はソファに置いてあったバッグを手に取る。

「それじゃあ、響さん。また後で」

「ああ」

　そそくさとホテルの部屋を後にする若葉の後ろ姿を見たエリカは、何が何だかわからないというふうに、紅茶のようなブラウン色の瞳をクルリと回転させる。

　俺は肩をすくめるエリカに向かって、笑いを堪えながら口を開いた。

「エリカ。若葉をよろしく」

「はい。もちろんです」

　ホテルの廊下まで出て、ふたりの後ろ姿が見えなくなるまで見送り、部屋に戻るとベッドの上に身体を投げ出す。

　ウエディングプランナーのエリカが若葉を迎えに来たのは、結婚式の身支度を整えるため。もちろん俺も、あと一時間したら、準備のためにこの部屋を出る予定になっている。

　俺は若葉と出会う前まで、ひとりで靴を作り続けてきた。それが当たり前だったし、ひとりが寂しいとは一度も思ったことがない。

　なのに若葉とたった数時間離れているだけで、孤独と不安を感じるようになるとはな……。

　自分の変化に驚きながら苦笑すると、若葉が純白のウエディングドレスに身を包んでいる姿を想像した。




　滞在しているホテルから教会に移動した俺は、新郎の控え室でシルバーのタキシードに着替える。

　靴職人である俺の定番スタイルは、シャツとジーンズにデニムのエプロン。

　よほどのことがない限りスーツを着ない俺が、まさかのタキシード姿だなんて……。

　大きな鏡に映った見慣れない自分の姿は、違和感ありまくりで照れくさい。

　しかし今日は、待ちに待った若葉との結婚式。照れてばかりいても仕方ないと腹を括った。

　温かみのあるクリーム色を基調とした控え室のサロンソファに腰を下ろすと、ドアがノックされる。

「はい」と返事をすると、勢いよくドアが開いた。

「ワォ！　響！　エセ王子様みたいダネ！」

　カメラを片手に日本語を口にするのは、イタリア人のジャンだ。

「ジャン、それって褒めているのか？」

「もちろん！」

　屈託のない笑顔で返事をするジャンに半ば呆れつつも、『エセ』なんて日本語をよく知っているな、と感心する。

「ジャンはエリカと、どんな結婚式を挙げたんだ？」

　結婚式のカメラマンを務めてくれるジャンは、エリカの夫。国際結婚をしたふたりが、いったいどんな式を挙げたのか、興味が湧いた。

「僕とエリカは二度結婚式を挙げたんだ。一度目は、エリカの母国である日本でね。ジンジャでモンツキハカマを着てさぁ。あれは感動したね。でも、いつまで経ってもニンジャが現れなかったのは残念だったね」

　ニンジャって……。

　流暢な日本語を話す割には、日本のことを少しだけ誤解しているジャンがおもしろい。

「二度目はこの教会でね。僕たちと同じ教会で式を挙げるなんて、これも何かの縁だね」

　ダークグリーン色の瞳を細めながら笑みを浮かべるジャンに向かって大きく頷くと、俺はさらに質問を続ける。

「エリカとは、どうやって知り合ったんだ？」

「イタリア旅行に来ていたエリカに『君の黒髪はクノイチみたいに美しいね』って声をかけたら、『あなたって、おもしろい人ね』って褒められてさ。僕はその日のうちに、ベッドの上でエリカにプロポーズをしたんだ」

　さすがイタリア人。口もうまいし、手も早い。

　ユニークなジャンとの会話を楽しんでいると、控室のドアが静かにノックされた。それは、これから結婚式が執り行われる合図。

　あと少しで若葉と夫婦になれる喜びと緊張に包まれながら、控え室を後にした俺はチャペルに向かった。




　パイプオルガンの厳かな音色が響く中、教会の扉がゆっくりと開く。その先に、オーダーメイドのウエディングドレスを身にまとった若葉が見えた。

　純白のドレスの素材はミカドシルク。上品な光沢が美しいシルクの最高級品だ。

　鎖骨に沿って緩やかにカーブしているボートネックの五分丈袖のドレスは、首周りの露出も控えめで、清楚な若葉によく似合っている。

　ロイヤルレッドのバージンロードの上を、若葉と義父がゆっくりと足を進めるたびに、ミモレ丈のドレスの裾が優雅に揺れた。

　肩まで伸びた髪を緩めに編み込んだ頭の上で咲き乱れるのは、淡い紫色の花冠。ミニローズと紫陽花を組み合わせたチャーミングな花冠は、若葉が手にしているラウンドブーケと、俺の左の胸元に咲き誇るブートニアとお揃いだ。

　そんな天使のように愛らしい若葉の足元に光り輝いているのは、靴職人である俺が作ったウエディングシューズ。

『純白のウエディングドレスに合う、世界でたった一足しかない靴を作ってください』とお願いされて作った、自信作だ。

　ギリシャ型の足に合う、爪先が尖ったポインテッドトゥのパンプス。ドレスと同じミカドシルクを贅沢に使い、バックに大きなリボンをあしらっただけのウエディングシューズは、控えめなデザインではある。

　しかし、結婚式の主役はあくまでも花嫁。若葉の美しさをより際立たせる仕上がりに満足をしている。

　衣装合わせの時よりも、はるかに美しい若葉の姿に見とれてしまった俺は、木で偶くの棒のように立ちすくむ。そんな俺の前に、若葉と義父が立ち止まった。

　若葉を慈しみ育ててくれた家族への感謝の想いを胸に抱きながら、深くお辞儀をする。そして義父から手を離した若葉と腕を組むと、ふたりで祭壇に向かって足を進めた。

　イタリア語で紡がれる神父様の誓いの言葉をエリカの通訳で聞き、永遠の愛を誓う。

　それから俺たちは、その証としてお互いの薬指に銀色の指輪をはめた。

　花嫁の瞳から零れ落ちるのは、大粒の涙。その真珠のような涙をすくうと、口づけを交わす。

「若葉。愛している」

「響さん。私もです」

　家族に見守られ、祝福された喜びに包まれて、夫婦になった俺と若葉は幸せを噛み締めた。




　式を終えた俺たちは、ライスシャワーの祝福を受けながら教会を後にする。

　イタリアは日本と同じように四季があり、気候もほぼ一緒。しかしジメジメした梅雨はない。

　ジューンブライド――六月の花嫁となった若葉と共に向かう先は、シエナの広場。

　ウエディングドレスとタキシードのままでは目立ちすぎるのではないか、と不安に思ったけれど……。

　路地ですれ違う人も、ワゴンで花を売る店員も、カフェテラスでコーヒーを飲んでいる人たちも、みな一様に笑顔で「アウグーリ！」と声をかけてくれた。

　その祝いの言葉に「グラーツィエ」と返事をする俺の横で、若葉は興奮気味に目を丸くしている。

「響さん、イタリア語を話せるなんて、すごいですね！」

「話せるってレベルじゃない。簡単な単語を覚えてきただけだ。『アウグーリ！』はおめでとうって意味だ。だから、ありがとうって意味の『グラーツィエ』と返事をした。若葉も言ってみるといい」

「グ、グラーツィエ？」

「そう。グラーツィエだ」

　覚えたてのイタリア語を口にする彼女を見ているだけで心が満たされて、簡単に口元が緩んでしまう。

　幸せを実感しながら、街全体が世界遺産であるシエナを若葉と腕を組んで歩く。赤いレンガ造りの建物は美しく、石畳が続く道は長い歴史を感じた。

　照りつける日差しは確かに強いけれど、頬を撫でるように吹くそよ風は心地いい。

　あの時の風は心と身体を切り裂くような、凍てつく北風だったのに――。




　――身内もいない、小さな靴屋で細々と靴を作ることしか能のない自分は、十も年下のお嬢様である若葉にはふさわしくない。

　勝手にそう結論づけた俺は若葉に何も告げず、卑怯にも逃げるようにして姿を消した。

　住む場所を失った俺が向かった先は、都内のホテル。しばらくはここに滞在して、これからのことを考えることにした。

　時間はたっぷりとある。もともと旅に出るつもりだったんだ。いっそのこと、車を買って日本を一周するもの悪くないか……。

　そんなことを考えながら、ホテルの部屋の冷蔵庫から缶ビールを取り出すとソファに腰を下ろす。そしてプルタブを開けると、よく冷えた液体を一気に喉に流し込んだ。

　その数は一本、また一本と、どんどん増えていく。

　酒に溺れた俺の頭に浮かぶのは、旅のことでもなく、靴のことではなく……若葉のことばかりだった。

　丸い瞳に、艶やかな唇、柔らかい頬、滑らかな髪の毛、白い素肌、そして俺が大好きな笑顔……。

　今頃キミはどこで何を思い、何をしている？

　俺が黙って姿を消してしまったせいで、彼女の大きな瞳から大粒の涙が零れ落ちないように、と祈りながらベッドに倒れ込むと、意識が薄らいでいった。




　次の日、目が覚めたのは、太陽が高く昇りきった昼過ぎ。ビールを飲みすぎたせいでズキズキと痛む頭を抱えながら、バスルームに向かった。

　熱いシャワーを浴びれば少しはスッキリするかと思ったが、頭の痛みは治まらず、身体もだるい。

　もう何もする気になれなかった俺は、ベッドに横になって一日を過ごした。




　することもなくダラダラと過ごす日々は退屈だった。暇を潰すために観た映画はおもしろくなかったし、パチンコをしてみても夢中になれない。生きている実感が得られないまま、月日だけが虚しく流れていった。

　そんな一カ月を送った俺が辿り着いた結論は、実にシンプルなものだった。

　結局、俺には靴作りしかない。革の匂いを嗅いで、工具に触れていないと生きていけない。

　改めて自分の気持ちを思い知り、ホテルからほど近い不動産屋に駆け込んだ。

　今すぐ靴作りを再開させたいという気持ちが大きく膨れ上がった俺が出した条件は、短期間で靴屋を開店できる物件。

　担当者が提示してきたのは、ショッピングモールの一角にある、以前は雑貨屋だったというテナントだった。しかしガラス張りの店舗では、靴作りに集中できそうにない。俺はすぐにＮＧを出した。

　それから都内の物件を数カ所見て回ったが、店舗が狭かったり、建物が古かったりと、どれもしっくりこない。

　今すぐに靴作りを再開させるのは無理かもしれない。ここはじっくりと店舗を探すしかないか……。

　そう思い直した時、不動産屋に帰る車の中で担当者がポツリと呟いた。

「都内じゃなければ、雰囲気のいい物件があるんですけどね」

　何かと親身になってくれる担当者が勧めるのは、どんな物件なんだろうか。

　気になった俺は、後部座席からハンドルを握る担当者に詰め寄った。

「その物件は、どこにあるんですか？」

「高速道路に乗って二時間ほどの距離にある、店舗と住居を兼ねた一戸建ての物件なんです。興味ありますか？」

　答えはもちろん、決まっている。

「はい」

「それでは、店に帰ったら詳細をお見せしますね」

「お願いします」

　そんなやり取りをして不動産屋に戻ると、モスグリーン色の外装をした一軒家の写真を差し出された。

　まるで光が丘北口商店街にあった靴工房・シエナに再会したような気分になり、担当者の説明に真剣に耳を傾けた。

「以前は天然石のアクセサリーショップだったんです。手作り教室も開いていたらしいですけど、駅から遠くて交通の便も悪いですからね。すぐに閉店となったようです」

「なるほど」

　しかし交通の便が悪くても、靴作りには何ら影響はない。そう判断した俺は、この物件を早く自分の目で見たいと思った。

「明日、この物件を見に行ってもいいですか？」

「明日ですか？」

「はい。早く見てみたいので」

「わかりました。じゃあ早速、現地の担当者に連絡してみますね」

「よろしくお願いします」




　翌日。電車を何度か乗り継いで辿り着いた先は、地方の、とある駅。その駅前ロータリーで現地の担当者と落ち合うと、白い営業車に乗って目的地に向かった。

　後部座席の車窓を流れていくのは、のどかな田園風景。遠くには山々が連なって見える。

　都心から北に位置するこの土地の冬は、寒さが厳しそうだな……。

　そんなことを考えつつ景色を眺めていると、しばらくして目当ての物件に到着した。

　車から降りた俺の目に映るのは、レンガ敷きのアプローチ。その先には、モスグリーン色の外装の一軒家がある。

　やはり靴工房・シエナを彷彿させる佇まいに、逸る気持ちを抑えきれず、足早に入り口へ向かった。

　担当者が鍵を開けるのも、もどかしく感じる。

　ようやく扉が開かれると、家具も何も配置されていない部屋が目の前に現れる。

　工房を営むには申し分のない広さを持つ部屋に足を一歩踏み入れると、無の空間が色鮮やかに変化した。

　入り口にはカウンターを、その奥には作業台とミシンを。部屋の突き当たりにはアンティークな戸棚を、そしてその横には、木型を並べよう。

　頭の中に浮かび上がる工房の風景は、早く靴作りを再開させたいという俺の気持ちをさらに急かした。

「ここに決めます」

「え？　住居部分の見学もまだですから、そんなに早く決めなくても……」

　あまりにも早い俺の決断に、担当者は戸惑いを隠すことなく口ごもる。しかし俺は、畳みかけるように言葉を発した。

「いえ。ここがいいんです」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　頭を下げて礼を言う担当者を尻目に、改めて工房となる部屋を見回す。俺は新しいスタートを切れる喜びに包まれた。




　契約と受け渡しが済むと、モダンな白い玄関ドアをウッディな木目調の扉に替えた。その横に掲げるのは『靴工房・シエナ』の文字が刻まれた看板だ。

　少しずつ形になっていく店舗に満足しながら、トランクルームに預けているカウンターやミシンなどを運び込む手続きを済ませる。

　常連客に移転の知らせを伝える葉書の手配もしないとな。それに、交通の便が悪いこの地で生活するには車も必要だし、それから……。

　もう少しで靴作りを再開できるめどが立ち、充実感を得ていたはずの俺が思い出したのは、以前の靴工房・シエナで梱包に追われていた二カ月前の日々のこと。

　あの時は、若葉が工房に来る土日が待ち遠しかったな……。

　不意に若葉のことが頭に浮かんでしまい、大きなため息が零れ落ちる。その未練たらしい思いを吹っ切るように、新しい生活に向けた準備に没頭した。




　住居部分のリノベーションが終わったのは、十二月の上旬。店のほうもすべての配置が終わり、いざ開店、という段階までこぎつけたのだが……。

　実は以前から、十二月になったら行こうと決めていた場所があった。

　開店は、区切りがいい年明けにしよう。

　そう決めた俺は旅行会社に向かうと、航空券と宿泊先の手配を済ませた。




　飛行機を乗り継ぎ、辿り着いたのは、イタリア。目的地は、シエナの広場だ。

　しかし、はるばるイタリアまで来たんだ。シエナだけ訪れるのはもったいない。

　そう思った俺は、まずはフィレンツェを観光することにした。

　フィレンツェはガイドブックに書いてあるとおり、街全体が美術館と言われるほど美しい。けれど俺が気になるのは、美術館ではなく靴屋だった。

　橋を渡った先にある店に入ると、そこは靴だけでなく、鞄やベルトなど革製品で溢れ返っていた。そんな中、店頭に並ぶメンズのショートブーツを手に取る。

　この柔らかな手触りは羊革か？

　興味深くショートブーツを見ていると、陽気な店員に声をかけられた。

　これは手作りなのか、オリジナル品なのかなど、聞きたいことは山ほどあった。でも、俺はイタリア語を話せない。

　今度またイタリアを訪れる機会があるなら、イタリア語の勉強をしてこよう。

　そう思いながらショートブーツを置くと、店を後にした。

　靴屋を巡り、うまいピザを食べ、フィレンツェで三日間の至福の時を過ごした俺は、バスに乗り込むとシエナに向かう。

　今日は十二月十九日。俺のジイさんと若葉のおばあさんがシエナで出会った日だ。

　シエナを訪れる日はこの日しかないと決めていた俺は、期待に胸を躍らせながらバスの外に広がる雄大な自然を眺めた。




　シエナに到着した俺を待ち受けていたのは凍てつく北風。コートのポケットに手を突っ込み、襟を立てて石畳の道を進む。

　しばらく歩いていると、前方に広場が見えてくる。その中央まで行って周りを見回せば、露店が軒を連ね、ベンチが並んでいた。

　この場所でジイさんと、若葉のおばあさんが出会ったのか……。

　約六十年前の出来事を頭に思い描いてみれば、感慨深いものが込み上げてきた。

　しかし、いい歳をした男がひとり、広場で涙する姿は痛々しいだろ……。

　込み上げてきたものを隠すように広場の中央から離れると、石畳の階段に向かう。すると、俺の目に信じられない光景が飛び込んできた。

　石畳の階段に置かれているのは、壊れたままのチェリーピンク色のパンプス。この持ち主は、世界でたったひとりしかいない。

　まさか今日、若葉もこの広場に来ていたのか？

　心臓をドキドキと鳴らしながら階段を駆け下りると、そのパンプスを手に取る。そして急いで広場を見回した。しかし、若葉の姿はどこにもない。

　その瞬間、胸の中に無理やり封印していた想いが一気に爆発した。

　俺は今でも若葉を愛している。そしてこの先も……若葉しか愛せない。

　この溢れる想いを伝えなければ、一生後悔する。

　俺はパンプスを握りしめながら広場を出ると、シエナ中を走り回った。けれど、どこを探しても、愛しい彼女の姿を見つけることはできなかった。




　帰国して工房に戻った俺は、休む間もなくデニム地のエプロンを身に着ける。そして、新しい工房で一番初めの作業が若葉のパンプスの修理だということを嬉しく思いながら、工具を手にした。

　このパンプスが、元の姿にしてくれと訴える声に耳を澄ましながら、黙々と作業を続ける。

　作業を終えて、ふと時計を見れば、時刻は夜中の三時を回っていた。時差ボケの影響もあり、急激な睡魔に襲われた俺は、ベッドに倒れ込むと泥のように眠った。




　それから若葉の元に向かうまで、俺はさまざまな想いと葛藤した。

　黙って姿を消した俺を若葉は許してくれないかもしれない。それに三カ月も放っておいたんだ、どこの馬の骨ともわからない男に言い寄られていても不思議じゃない。

　そんな情けない想いを胸に抱きながら、拒否されることを覚悟して若葉の前に姿を現したけれど……。

　若葉は涙を流しながら、俺の胸に飛び込んできてくれた。

　クリスマスイヴに若葉の前に姿を現したのは、サンタを気取りたかったから。

　プレゼントは、修理が終わった片方だけのパンプスだった――。




　思い入れのあるシエナの広場に到着した俺たちは、石畳の階段の前に立つ。

「もう二年半も前なんですね」

「そうだな。あの時は悪かったな」

「謝らないでください。確かにあの時は悲しかったけれど……それを乗り越えたから、今こうしてシエナで笑っていられるんです」

　健気な若葉に救われた俺が口にできる言葉は、ただひとつだけ。

「若葉、愛している」

「私も、愛しています」

　若葉の腰に腕を回すと、その柔らかい頬に口づけを落とす。俺の不意打ちのキスに驚いた彼女は、恥ずかしげに俯いた。

「キレイだよ」

　純白のウエディングドレスを身にまとった若葉は、俺が口にした『キレイ』という言葉が陳腐に思えるほど、まぶしくて美しかった。

　若葉の艶やかな唇が喜びに満ち溢れ、緩やかに弧を描いていく。

「響さんもとても格好いいです」

　まさか世界一美しい花嫁に褒められるとはな。

　意表を突かれた俺は笑いを堪えながら、愛しい相手を見つめた。

「お世辞じゃなくて？」

「こんな時にお世辞なんか言いません！」

　せっかくドレスアップしているというのに、若葉は不満げに唇を尖らせる。しかし、その仕草さえ愛しくてたまらない。

「今夜が楽しみだな」

「今夜？」

「ああ。ドレス姿の若葉もキレイだが……何も身に着けない若葉もキレイだからな」

「もう、響さんったら！」

　若葉は握りこぶしを掲げると、かわいらしい反撃を試みようとする。

　けれど、そんな攻撃など痛くもかゆくもない。彼女の細い手首を軽々と掴むと、強引に身体を引き寄せて唇を塞いだ。

「……ぅん」

　ほんの数秒の短い口づけを終えて若葉の顔を覗き込めば、熟れたトマトに負けないくらい頬が真っ赤に染まっていた。

「響さんったら……人がいるのに……」

　ここは日本ではないという解放感が、俺を大胆にさせる。

「周りの目なんか、俺は気にならないけどな」

「わ、私は……気になります」

「そうか？　それなら仕方ない。今は我慢するか。でも……」

「でも？」

　恥ずかしがり屋の若葉の耳元で、俺はそっと囁く。

「今夜は眠らせないつもりだから、覚悟しておくんだな」

「ね、眠らせないって……」

　戸惑う若葉を愛しく思いながら手を差し出せば、華奢な白い手が重なる。

　何があっても、もうこの手を一生離さない。

　握った手に力を込めると、新たな人生に向かって足を一歩踏み出した。

　世界でたった一足しかないウエディングシューズの足音が、石畳の道が多いシエナの街に響き渡る。

　その心地いい音色を聞きながら、俺たちは微笑み合った。





ＥＮＤ
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　はじめまして。円まど花かうるです。

「第二回ベリーズ文庫大賞」のテーマ、〝働く男子〟。難しいテーマだと思いつつも、私の頭の中には、あるシーンがポンと浮かびました。それは、カバーに描かれている、ヒーローが跪きヒロインにパンプスを履かせるシーンです。そこからヒーローの職業を靴職人に決め、どのようにヒロインと絡ませるのか考えました。実際にパンプスが手作りできることすら知らず、ネットなどの情報を自分の言葉に書き替え、まとめる作業は、難しかったです。

　受賞の連絡をいただいたのは、忘れもしない二〇一四年八月末のことでした。

　毎年八月は、地方に嫁いだ学生時代の友人とランチをするのが定番になっています。その日も、皆で盛り上がっていたのですが……。テーブル上のスマホがメールを受信しました。表示されたのは「第二回ベリーズ文庫大賞受賞のお知らせ」の文字。

　そういえば、文庫大賞の発表は今日だった！　と焦った私は、友人との話もそっちのけでサイトに飛びました。すると確かに新人賞の欄に私の名前が掲載されています。

　嘘でしょ!?　本当に!?　と、興奮しながら何度も確認しました。

　小説のことは友人に秘密にしていたので、カミングアウトしようとしましたが、切り出し方がわからないうちにランチ会はお開きとなってしまいました。ですから今年のランチ会はこの本を持って、カミングアウトするつもりです。

　受賞の裏話はこんな感じでしたが、私が何よりも嬉しかったのは「Berry's Café」の感想ノートに書き込まれた、お祝いの言葉です。

　普段から仲よくしていただいている作家仲間様には、いつも励ましてもらい、しかもお祝いの言葉までかけていただいて、本当に感謝しております。

　そして担当の倉持様、編集協力のヨダ様、表紙を描いてくださったｍｏｅｋｏ様、今回の書籍化に関わってくださったすべての皆様、この場を借りてお礼を言わせていただきます。本当にありがとうございました。

　それから最後までお付き合いくださった読者様、心から感謝いたします。ありがとうございました。





円花うる
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